
第 5節 古墳時代の遺構

田埋没直後に営なまれた水田であったことを示している。本水田は、耕作開始時期と埋没時期が古墳Ⅳ期

に納まるものである。

大畦畔の構造

S C104(第 70図  P L25)

位置 :調査区北東側に位置し、調査区を横断する大畦畔である。検出状況 :本址は中央ベル ト土層断面で

第 3水田S C102直下での存在が確認された。基本的に泥炭層 (20層 )で埋没するが、第 3水田層下面が

畦畔最上部まで達している。重機で第 3水田層を下げる段階で黒色泥炭層のなかに灰色の水田層が 2条平

行する状況で確認され、中央の溝は泥炭の堆積として認められた。本址南領Iでは約25cmの盛土が残 り遺存

状況が良好な反面、北側は盛土が遺存せずプランが検出されたに過ぎない。規模・形状・方向 :中央に幅

約70cmの 溝を伴う大畦畔で、方向はN-22°一Wを示す。300～ 350cm幅 で調査区南佃1か ら北方に約53m走行

し、調査区北側で 2方向に分岐する。本址は第 5水田S C108直上に水田層を盛 り上げて構築しており、

S C108の 方向とほぼ一致することは、大畦畔位置の踏襲を示す。中央の溝底部は水田面より5 cm程高い。

溝は配水機能をもった水路と判断され、水回は未検出であるが、扇状地扇端中央部方向から北方に流下し

た水は、調査区外で本址東側の小区画 (Dブロック)に配水されたと考えられる。畦畔解体により水田面

上位より盛土上部のレベルで芯材が出土している。横木材は畦畔と同方向に並べ敷設したもので、北端と

南側に分かれる傾向がある。出土レベルから、水田層形成後に敷設されたものと判断される。出土遺物 :

畦畔解体で古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器不 (343)、 土師器甕が出土した。約13′点の破片は横木材とほぼ同

レベルで出土し、南側芯材集中地点で集中する状況であった。芯材敷設の際に入れたものと考えられる。

S C105(第 71図 )

位置 :調査区北東隅に位置する。検出状況 :第 3水田層を水田面付近まで下げた段階で、水田層の高まる

本址が確認されたが、盛土はわずかに残る程度であったため、サブトレンチを掘削し土層断面で再確認し

た。本址は東側田面と約20cm、 西側田面と約10cmの 比高差があるが、本址周辺は土圧により沈下してい

る。規模・形状・方向 三調査区南側から北方に走行 し、N-20°―Wの方向を示す。調査範囲は狭いが、本

址約35m西側に並走するS C104同様、大区画の基準となる大畦畔と判断される。約170cm幅で両脇に溝状

の凹みを伴う。凹みを隔てて本址両側を走行する畦畔は、水のオーバーフローを防止するための高まりと

考えられる。凹みを流れる水は、調査区南側から北方に流れており、西側の凹みから本址中央部を横断す

る水口を経由して東側の凹みに流下する流れが想定される。出土遺物 :畦畔解体で水田面よりやや下位で

芯材と水日付近で有孔板状木製品 (199)が出土した。

S C106

位置 :調査区中央に位置する。本址直上に第 3水田S C103、 直下に第 5水田S Cl14が存在し、中央ベル

ト土層断面ではS Cl14→本址→ S C103へ の踏襲が確認された。検出状況 :本址は黒色泥炭層 (20層 )で

埋没するが、畦畔最上部は第 3水田層下面で削平されている。本址は重機で第 3水田層を下げる段階で、

黒色泥炭層のなかに灰色の水田層が 2条平行する状況で確認され、中央の溝は泥炭層の堆積として認めら

れた。盛土は②区で約20cm遺存する。しかし、①区東側の盛土はプランも検出されていない。規模・形

状・方向 三本址は調査区南側から北方に走行し、N-40°一Wの方向を示す。東側のS C104と 同様、中央に

溝を伴う構造で、本址東側ではS C104と で幅25～ 34mの南北に細長い大区画 (Cブロック)、 本址西側で

は南側調査区外で交差が想定されるS C140と で大区画 (Bブロック)を形成している。中央の溝は、調

査区南側から北方に流下する水路と判断され、水田面の地形から調査区外に東側の小区画 (Cブロック)

へ配水する水口が存在する可能性が高い。本址西側の大畦畔と同方向に長辺をもつ細長い区画は、保水的

な区画と判断され、南方から引水し北側の水日から小区画 (Bブロック)に配水する構造となっている。
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第 7章 B2地 区の遺構
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第 5節 古墳時代の遺構
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1。 黒褐色シルト質粘土層 (第 3水田層・19層 )
2.黒褐色粘土層 粘性強い (第 4水田層・21層 )
3.黒色シルト層 泥炭多量混入 SCl16
4.灰 白色シルト層
5。 黒褐色砂質シルト層 泥炭多量混入 (第 5水田層・25層 )
第71図  B2地 区第 4水田 S C105
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第 7章  B2地 区の遺構
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第 5節 古墳時代の遺構

出土遺物 :畦畔解体で本址北端より円形曲物の底板 (91)と 南側の畦畔交差地点より有孔板状木製品

(192)、 水日付近より古墳時代の甕が出土した。

S C135

位置 :調査区西隅に位置する。検出状況 :水田面精査で砂が埋まる2条の溝を検出した。溝間に明瞭な高

まりはないが、調査時にはSC(大 畦畔)と して記録した。規模・形状・方向 三本址は調査区南側でSC

140と 交差し北方にのびる。方向はN-15°一Wを示す。溝は幅80～ 100cmでかなり蛇行し溝間は不整形であ

る。耕作時には溝間には畦畔状の高まりが存在した可能性が高く、 S C106 0 140と ともに大区画 (Bブロ

ック)を形成した遺構と判断される。埋土 三溝には暗灰色の砂層が埋まる。出土遺物 :調査区北端の溝間

より芯材が出土し、加工材 (357)が 1点確認されている。

S C140(第 72図  P L25)

位置 :調査区南西隅に位置する。調査区西端の S C135と 埋没直前に同時存在しており、南東調査外でS

C106と の交差が想定される。検出状況 :本址周辺の被覆泥炭層は希薄で、平面精査でやや蛇行する水田

層の高まりとして検出された。部分的に芯材の露出が確認された。規模・形状・方向 三約150cm幅 で、や

や蛇行傾向を示し東西方向に走行する。方向はN-126°一Wを示す。畦畔は 2箇所で分岐する形状で、西側

分岐地点に敷設された水回は、南側 (Aブロック)か ら北方 (Bブロック)への配水が考えられる。畦畔

が途切れる本址中央部の盛土内部から多量の芯材が出土した。芯材は水田面よりやや下位のレベルに畦畔

と同方向に小型の横木材を並べ、上部に大型の横木材を重ねて杭で固定したものである。大型の横木材に

は横架材 (2730317)と 楯・蹴放材 (336)が転用されていた。出土遺物 :芯材には建築部材のほかに曲

柄着柄軸棒状平鍬 (7)、 有孔棒状木製品 (188)が含まれていた。芯材に混入する状態で古墳Ⅱ・Ⅲ期の

土師器壺 (389)と 古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器不 (346)が出土した。土器は盛土上部付近から出土し、

最終盛土に伴うものと判断される。

2 第 5調査面の遺構

(1)概要

B2地区と東側に隣接するB2東地区で検出された第 5水田で、調査時に呼称したB2地区 5面水田

(古墳後期水田)、 B2東地区 2面水田 (古墳面)に該当する。

B2東地区の水田面は黒色泥炭層 (24層 )で被覆され、大畦畔と水田面が良好に検出された。その一

方、B2地区は被覆泥炭層の堆積がなく、さらに水田層の堆積が不安定で大畦畔の確認にとどまってい

る。B2地区大畦畔は第 4水田大畦畔直下に、B2東地区大畦畔 S C 1004は 第 3水田大畦畔直下に位置し

ており、本水田の大区画が第 4水田と第 3水田へ踏襲されている。なお、B2地区④区では連続耕作状況

下で小区画が検出され、上層水田 (第 4水田)と 酷似する区画が認められている。

(2)第 5水田 (25層水田)(第 73図 付図 8 P L20025)

被覆層の堆積状況 B2東 地区の水田面は厚さ 7 cm程の黒色泥炭層 (24層 )で覆われ、上部に緑灰色砂層

(23層 )が堆積する。砂層は水田面が最も低まる菅平線付近に限定して堆積し、B2地区には及んでいな

い。B2東地区では埋没水田、B2地区では直上に第 4水田層が堆積する連続耕作を示している。

遺構の検出状況 B2東 地区では幅100～ 140cm、 水田面からの高さ30cmの大畦畔を2条、大畦畔に平行も

しくは直交する小畦畔が検出された。大畦畔上部に被覆層の堆積はなく、上層水田層下面で若干削平を受

けているが高まりは良好に遺存する。小畦畔は完全に被覆層に覆われている。その一方、B2地区は第 4

水田層耕作で水田層がかなり撹伴され、安定した堆積状況を示していない。調査では第 4水田大畦畔直下
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第 7章  B2地 区の遺構
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第 5節 古墳時代の遺構

へ

ヽ

第74図 B2地区第 5水田と第 6水田連続耕作での区画の踏襲 (黒線 :第 6水田)

に位置する幅100～ 150cmの大畦畔 3条 (内 1条はB2東地区からの続き)の検出にとどまる。なお、連続
耕作状況下での小区画検出を試みた④区では、高まりが削平されていたものの、土壌差で小畦畔が捉えら

れている (第 74図 )。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :幅26～ 37m間隔で南北に走行する大畦畔で大区画が形成されている。大畦
畔の方向は、調査区中央のS C 108 0 1005が N-24°一W、 両側のS C l14 0 1004がN-35～ 41°一Wで、両者に
見られる主軸のズレは、大区画の形状が一定していなかったことを示す。想定される大区画は4区画 (A
～Dブロック)である。埋没状況下での小区画検出はC・ Dブロックのみであるが、④区検出の小畦畔か

ら、全域に小区画が展開する水田と判断される。検出された区画数と面積平均値は34区画 (14。 13m2)で

ある。小畦畔は大畦畔に平行もしくは直交方向に配置し、大畦畔に規制された構築がうかがえる。小畦畔

には直線的に通るものと交差地点で途切れるものがある。直線的に通るものを優先的に構築された基軸畦

畔とすると、小畦畔は大畦畔と平行方向→直交方向→平行方向→直交方向の順で構築されている。水田面

の比高差は、Cブロックが40cm、 Dブロックが20cmを測る。B2地区の水田面の地形は不明である。本水
田は第 4水田と同様、B2地区区南側から菅平線方向 (B2東地区)に傾斜する地形が推定され、B2東
地区が最低部に当たる。

水口と水利形態 :畦畔が途切れた水回は 4箇所検出された。敷設場所は、傾斜に直交方向の小畦畔で3箇

所、平行方向の小畦畔で 1箇所である。B2東地区の水田面は調査区南隅から北方に傾斜し、地形に沿う
田越し灌漑が想定される。小区画が未検出のAOBブロックも同様な水回しであろう。
水田層及び水田面の状況 :水田層 (25層 )は黒褐色砂質シル ト層で、多量に植物遺体を含む層である。植

物遺体が分解し黒色化が著しい。水田層が砂 0泥炭層で被覆されるB2東地区は、厚さ20～ 30cmで均一に

堆積する一方、第 4水田層に巻き上げられ連続耕作を示すB2地区では、水田層上面は波状の凹凸が著し
い。B2東地区の水田面で細かな凹凸が検出されたが、足跡および耕作痕の判断は困難であった。
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第7章  B2地区の遺構

芯材出土状況 三大畦畔 S C108 0 114 0 1004 0 1005盛土内部か ら芯材が出土 した。 S Cl14 0 1004 0 1005で

は横木材を畦畔と同方向に重ねた状況があり、建築部材の転用が見られた。 S C108か ら馬鍬の歯と思わ

れる木製品.(32)が出土した。

出土遺物 B2東 地区の水田面より古墳時代の土師器片が出土した。 S C108よ り古墳血I期～古代 I期の

土師器内黒不 (345)、 S Cl14よ り古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器壺 (391)、 S C 1005よ り古墳Ⅱ期の甕 (409)、

古墳Ⅳ期・古代 I期の土師器鉢 (356)が出土した。

水田の時期 S Cl14出土の土師器鉢等から、本水田の下限年代は古墳IV期前半と判断される。水田層出

土土器がなく耕作開始時期は不明であるが、第 6水田の時期 (古墳Ⅱ期)と 本水田大畦畔出土土器からす

ると、古墳Ⅲ期前半頃には存在していた可能性がある。

大畦畔の構造

S C108(第 75図 )

位置 三調査区中央部、第 4水田S C104直下に位置する。第 6水田S C123を切る。検出状況 三中央ベル ト

土層断面でS C104直下で水田層の高まりが確認され、第 4水田層を景Jぎプランを検出した。当初、土層

断面では畦畔直下の自然堆積層の高まり (擬似畦畔B)を考えたが、この高まりから木製品と土器が出土

したため遺構 と認定した。規模・形状・方向 :高まりは約20cm遺存じ、約140cm幅で南北に走行する。形

状はやや蛇行傾向にあるが直線的である。調査区北側でやや東に振る。方向はN-15～ 24°―Wを 示す。盛

土内部から芯材が出土し、横木材は盛土上部で畦畔と同方向に並べた状態で敷設されていた。出土遺物 三

芯材には馬鍬の歯と思われる (32)木製品が含まれていた。盛土上部より古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器内

黒不 (345)の破片が出土し、 4点が接合している。時期 :古墳Ⅳ期前半に存在したもので、古墳Ⅲ期前

半には構築されていたと推定される。

S Cl14(第 76図  P L26)

位置 三調査区西側、第 4水田S C106直下に位置する。第 6水田S Cl13を切る。検出状況 :中央ベル ト土

層断面でS C106直下で水田層の高まりが確認され、第 4水田層を景Jぎプランを検出した。当初 S C108同

様、畦畔直下の自然堆積層 (擬似畦畔B)と 認識していたが、高まり内部から芯材と土器が出土したこと

で遺構と認定した。規模・形状・方向 :幅120～ 150cmで、約15cmの高まりが残る大畦畔で、本址上部に第

4水田の耕作が及んでいる関係で、上面は凹凸が著しい。形状はほぼ直線的で、調査区南西隅から北方に

走行する。方向はN-35°一Wを示す。本址北側の盛土内部から芯材が出土し、横木材は水田面から盛土上

部のレベルで畦畔西側方面に密に敷設した状況が見られた。出土遺物 三横木材には横架材 (316)と 鍬

(19)が含まれていた。盛土下部から古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器壺 (391)が出土した。時期 三古墳Ⅳ期前半に

存在したもので、古墳Ⅲ期前半にはすでに構築されていたと推定される。

S Cl16 0 1005(第 77図  P L26)

位置 :S Cl16は B2地区北東隅、 S C 1005は B2東地区西側に位置する。調査年度の相違から別遺構 と

して調査しているが、 S Cl16と S C 1005は 同じ遺構である。検出状況 三S C l16は第 4水田層を景Jぎ水田

層の高まりを検出した。 S C105直 下に位置するため、当初、擬似畦畔Bを想定したが、高まりから木材

と土器が出土したことで遺構と認定した。一方、 S C 1005は水田面を覆う砂層 (23層 )と泥炭層 (24層 )

を掘 り下げ、水田層の高まりとして検出された。規模・形状・方向 :本址は南北に約52m走行し、方向は

N-18°一Wを示す。 S Cl16は連続耕作状況下で、 S C 1005は畦畔最上部に上層水田の耕作が及ぶものの、

埋没水田状況下にあった。遺存状況が良好なS C 1005は、幅約150cmで約15cmの 高まりが残る。 S C 1005

の盛土内部から多量の芯材が出土した。芯材は中央北側と南端の 2箇所で密集する。横木材は水田面と同

レベルもしくはやや上部に畦畔と同方向に重ねる状況が見られた。出土遺物 三S C 1005の 芯材には垂木
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8

灰色シルト層
灰色砂質シルト層
灰オリーブ色シル ト (第 5水田層)
灰色シルト層
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第75図  B2地 区第 5水田 S C 108
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第5節 古墳時代の遺構

(3470348)が含まれていた。S C 1005南端で古墳Ⅳ期・古代 I期の土師器鉢 (356)、 畦畔脇から古墳Ⅱ

期の甕 (409)が出土した。時期 :古墳Ⅳ期前半に存在したもので、古墳Ⅲ期前半頃にはすでに構築され

ていたと推定される。

S C1004(第 78図  P L25026)

位置 :B2東地区中央部に位置する。第 3水田S C 1001 0 1003直下に存在する。検出状況 :中央ベル ト土

層断面で、 S C 1001 0 1003直下で水田層が高まる本址が確認された。本址は水田面を被覆する砂層 (23

層)と 泥炭層 (24層)で埋没する。畦畔最上部は上層水田の耕作を及ぶが盛土は良好に遺存する。規模・

形状・方向 三約120cm幅で調査区南東から北西方向に直線的に走行する。盛土は最も良好な場所で約40cm

遺存する。方向はN-40°一Wで、約110m西方の S Cl14と 同方向を示す。畦畔上面には上層水田の耕作痕

と思われる細かな凹凸が見られる。盛土内部から芯材が出土した。横木材には水田面と同レベルで畦畔と

同方向に重ねたものと、畦畔直上に置 くものとがあった。出土遺物 :芯材には横架材 (315)、 垂木

(344)、 有頭棒状木製品 (131)、 有頭板状木製品 (135)が含まれていた。時期 三出土土器はないが、同じ

第 6水田に伴う大畦畔の時期から、古墳Ⅳ期前半に存在したもので、古墳Ⅲ期前半頃には構築されていた

と推定される。

第 6調査面の遺構

(1)概要

本調査面はB2地区とB2東地区全域に広がる第 6水田で、調査時呼称のB2地区 6面水田 (古墳前期

水田)、 B2東地区 2面下層 (古墳面下層)に該当する。水田上部に自然堆積層の被覆はなく、水田層に

第 5水田耕作が及ぶ連続耕作状況を示す。調査では大畦畔検出での大区画把握を目的とした。検出大畦畔

はやや蛇行傾向で不規則に走る。大区画は第 5水田とかなり異なる様相である。なおB2地区④区では第

5水田層の掘 り下げにより第 5水田と主軸が酷似する小区画が確認されている。

(2)第 6水田 (27層水田)(第 73図 付図 8 P L27)

被覆層の堆積状況 水田層上面に被覆層の堆積はなく、水田面は第 5水田耕作で削平を受けている。本水

田層から第 5水田へ連続耕作されている。

遺構の検出状況 第 5水田の耕作が本水田層まで及んでおり、水田面は遺存していない。B2地区の第 5

水田大畦畔精査で黒色水田層のなかで不規則にのびる暗灰色の帯が確認され、プランの確認で大畦畔と判

明した。水田層の高まりは遺存状況が悪いが、水回は明瞭に検出された。④区では土の色調が周囲よりや

や明るく、硬 くしまる状態で小畦畔が検出された。

遺構の構造 水田区画と傾斜 三水田は座標北から30～ 40°西を向く畦畔とそれに直交する畦畔で区画され

ている。畦畔には幅170cm前後 と幅100cm前後とがある。前者 (S Cl13 0 115 0 123 0 1006 0 1007 0 1008な

ど)に より大区画がつくられ、後者で大区画内を細分 (中区画)し たと理解がされ、大区画は第 5水田同

様、南北に細長い形状が推定される。 S C 1007は 直上の第 5水田S C 1004と 約 5°、 S C121と 第 5水田S

C l16と は約 30°のずれが認められ、第 5水田とやや主軸が異なる大区画であったことを示している。方形

を基本とする中区画は、不規則にのびる畦畔に起因して不整形区画の様相を示す特徴が見られる。さら

に、B2地区中央の S C l13と 北東隅の S C123では主軸に10°程のズレがあり、畦畔構築では統一的な主

軸設定がされていなかった可能性が高い。検出範囲は狭いがB2地区北東と南西で小畦畔が検出され、小

区画の存在が確認されている。調査区南西側で検出されたガヽ畦畔を第 5水田小畦畔と比較すると、方向と

区画がかなり酷似している。この状況から、第 5水田に酷似する小区画水田が調査区全域に展開していた

一-161-―



第 7章 B2地 区の遺構

ものと判断される。水田面の傾斜は不明である。第 5水田同様、調査区南西隅から北方への傾斜が推定さ

れ、A地区第 4水田のような畦畔の不規則な配置は、傾斜の変換点に大畦畔を構築したためと考えられ

る。

水口と水利形態 :畦畔が途切れた水回は大畦畔で9箇所検出された。水田面は残っておらず水回しは不明

であるが、中央ベル トと外周 トレンチ土層断面からすると、調査区南側から北方に向けた傾斜に沿う田越

し灌漑が想定される。

水田層及び水田面の状況 :水田層 (27層 )は粘性としまりが強い暗灰色粘土層で、植物遺体を包含する。

水田層は10～ 20cmの厚さで基本的に調査区全域に堆積するが、③④区 (土層柱状図①地′点)以西では不明

瞭となる。水田層では第 7水田被覆砂層 (28層 )の巻き上げが確認されている。

芯材出土状況 :大畦畔 S Cl13 0 117 0 123 0 1008 0 1009 0 1010 0 1011盛 土内部から芯材が出土した。芯材

は畦畔と同方向に横木材を重ねたもので、大区画の基軸畦畔であるS Cl13 0 123では特に密集する状況が

見られた。

出土遺物 畦畔解体で S C l13よ り弥生時代の甕、古墳時代の高不・内黒不、 S Cl17よ り弥生Ⅲ・Ⅳ期の

高不脚部 (1510181)と 甕、 S C123よ り弥生Ⅲ期の壺 (115)、 弥生Ⅲ・IV期 の甕 (322)・ 高不、古墳

I・ Ⅱ期の土師器壺 (387)、 S C 1006よ り古墳Ⅱ期後半・Ⅲ期の高不 (373)、 S C 1007よ り弥生Ⅲ・IV期

の甕と高不、古墳Ⅱ・Ⅲ期の土師器壺 (386)、 古墳Ⅱ・Ⅲ期の甕 (403)、 S C 1009よ り弥生Ⅲ・Ⅳ期の高

不と壺、古墳Ⅱ・Ⅲ期の土師器壺が出土した。

水田の時期 大畦畔出土土器から、古墳Ⅱ期に存在した水田 (畦畔)と 判断される。大畦畔出土の弥生

Ⅲ・Ⅳ期の土器は、水田造成で下層水田のものが巻き上げられ畦畔構築で入り込んだものと解釈され、本

水田が弥生Ⅲ期の第 7水田埋没直後頃に耕作された水田であったことを示すものであろう。

大畦畔の構造

S Cl13(第 79図  P L27)

位置 三B2地区ほぼ中央に位置し、東側でS C123と連続する可能性が高い。検出状況 :第 5水田S Cl15

調査で不規則に走る水田層の高まりが検出され、部分的に芯材の露出が見られた。本址上部に第 5水田層

耕作が及んでおり上面は凹凸が著しい。高まりは 8 cmに 満たないもので、水田面より畦畔部分が硬化する

状況があった。本址中央部はS Cl15に切られる。規模・形状・方向 :最大幅180cmで、約50mに わたり調

査区を斜めにのびる畦畔である。方向はN-110～ 120°一Wである。形状は不規則でやや蛇行傾向を示し、

畦畔と交差する2箇所でやや屈曲する。幅は屈曲部分で狭小となる。水回は直交する畦畔との交差地点で

4箇所、本址を分断するものが 1箇所検出された。畦畔解体で盛土内部から多量の芯材が出土した。芯材

は約 2mに及ぶ横木材を水田面とほぼ同レベルで畦畔と同方向に重ねて敷設したものが大半を占め、東側

水口想定地点では横木材を畦畔と直交方向に敷設している。横木材は畦畔が途切れる水田部分でも連続

し、本址中央部では杭で固定した状況があった。出土レベルから畦畔構築時に敷設したものと判断され

る。出土遺物 :芯材には楯・蹴放材 (341)、 横架材 (265)、 加工材 (360)、 有孔板状加工材 (207)が含

まれていた。畦畔解体で本址中央部から弥生時代の甕、古墳時代の高不と内黒不が出土した。

S Cl15(第 73図  P L27)

位置 三B2地区北東側に位置し、南側でS C121と 連続する可能性が高い。検出状況 :第 5水田層を第 7

水田まで下げる段階で水田層が高まる本址が検出された。規模・形状・方向 :120～ 140cm幅 で南東から北

西に直線的にのびる大畦畔で、方向はN-39°一Wを示す。 S C 1006 0 1007と 約20m間隔で並走し大区画を

形成している。本址上部には第 5水田層耕作が及び上面の凹凸が著しい。高まりは 5 cm程で僅かである。

出土遺物 :特にない。
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第 5節 古墳時代の遺構

S Cl17・ 118・ 119・ 120・ 121・ 122・ 123(第80図  P L27028)

位置 :B2地 区北東隅に位置し、交差して方形区画を構成する畦畔である。検出状況 :第 5水 田SC
1080116プ ラン検出のため周囲の水田層を若千下げた段階で、畦畔状の高まりが確認された。高まりは水

田面より硬化していた。検出時には帰属水田層の把握が困難で、中央ベル ト土層断面で第 6水田に帰属す

る高まりと判断された。規模・形状・方向 三S C123は 水田面との比高差は約20cmである。幅150～ 200cm

で北東から南西に走行 し、S Cl13と 連続する可能性が高い。 S Cl17は S C123西側で南方に分岐し直角

に屈曲するS Cl18 0 119と 交差する。 S C120 0 121 0 122は S C123に 直角に交差する畦畔である。方向

は、 S Cl17が N-165°一W、  S Cl18は N-122°一W、  S Cl19が :N-45°一W、  S C120が :N-45°一W、  S C121が

N-46°一W、 S C122が N-45°一W、 S C123がN-89～ 125°―
‐
Wで、これらにより8区画形成されている。水

回はS C 123で 3箇所、S C120と S C123交差地′点で 1箇所存在する。 S C123盛土内部から多量の芯材が

出土し希薄ながらS Cl17に 連続している。芯材の出土が畦畔交点を越えて通るS C123に 限定しているこ

とは、畦畔構築が S C123を 基軸としたことを示している。芯材は横木材を水田面のやや下位に畦畔と同

方向に置き、畦畔上部まで重ねて杭で固定したもので、水口部分でも途切れることなく連続する。特にS

C121と の交点以東で特に密集する。密集部分の芯材は、畦畔中心部より南側にずれる位置に比較的大き

い芯材を置き、上部に大小さまざまな芯材を充損し両側に杭を打ち固定する状況である。出土遺物 三SC
l17芯材には柄穴加工のある横架材 (272)、 S C123芯材には相・蹴放材 (3320338)、 横架材 (289)、 容

器の破片 (124)、 矢 (65)、 有孔板状加工材 (212)、 板状加工材 (216)が含まれていた。密集部分での建

築部材の転用が顕著である。芯材とともに S Cl17と S C123交点、 S C122と S C123交点、 S C121と S

C123交点、芯材密集部分で土器片がまとまって出土した。時期判別可能なものでは、 S Cl17か ら弥生

Ⅲ・Ⅳ期の高不脚部 (151、 181)と 甕、 S C123では S C122と の交点付近で弥生Ⅲ期の壺 (115)、 SC
121と の交′点で弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (322)、 芯材密集部分より古墳 I・ Ⅱ期の土師器壺 (387)があった。土

師器壺 (387)は 畦畔内部のものと水田層のものが接合した。

S C1006(第 73図 )

位置 :B2東地区中央に位置し、第 5水田S C 1004直下に存在する。本址南東側でS C 1009と 直角に交差
する。検出状況 :中央ベル ト土層断面で水田層 (27層 )の高まりが確認され、遺構周辺部分のみ手掘 りで

下げてプランを検出した。規模・形状・方向 三幅160cmで南東から北西に直線的に走行する。 S C 1009と

の交点以東は検出されないが、埋没直前には存在していた可能性が高く、約20m南西に位置するS C 1007

と調査区を横断する形で並走していたと考えられる。方向はN-47°―Wである。水田面との比高差は約10

cmで、畦畔上面には上層水田の耕作痕と思われる凹凸が分布する。出土遺物 三畦畔上面から古墳Ⅱ期後

半・Ⅲ期の高不 (373)が出土した。

S C1007(第 73図  P L28)

位置 :B2東地区西側に位置する。検出状況 :中央ベル ト土層断面で水田層 (27層 )の高まりが確認さ
れ、遺構周辺部分のみ手掘 りで下げてプランを検出した。規模・形状・方向 :幅約200cmで南東から北西

に直線的に走行する。調査区を横断し、約20m間 隔で S C 1006と 並走する。方向はN-45°一Wを示す。畦

畔上面は上層水田耕作痕と思われる凹凸が分布する。出土遺物 :畦畔上部付近から弥生Ⅱ～Ⅳ期の甕・高

不、古墳Ⅱ・Ⅲ期の土師器壺 (386)、 古墳Ⅱ・Ⅲ期の甕 (403)が出土した。

S C1008(第 81図  P L28)

位置 :B2東地区 S C 1009 0 1011と 交差する畦畔である。検出状況 :連続耕作により平面検出は困難なた

め、先行 トレンチで高まりを確認し畦畔周辺の部分的な掘 り下げでプランを検出した。規模・形状・方

向 :幅150cmで南東から北西に走行する畦畔で、方向はN-45°一Wを示す。西方約15mの S C 1006と 東方約
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第 7章 B2地 区の遺構
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第 5節 古墳時代の遺構

7mの S C 1010と 並走し、本址北東側で S C 1009、 南東側でS C 1011と 交差する。約10cmの高まりが残る。

畦畔解体で S C 1009と S C 1011交 ′点付近から芯材が出土した。芯材は水田面とほぼ同レベルで出土し、 S

C1009と の交点付近の横木材は畦畔と同方向に重ね合わせている。なかには S C 1009内部に入り込むもの

もあり、 S C 1009と 同時期に構築 されたことを示 している。出土遺物 三S C 1009の 芯材には横架材

(281)、 加工材 (2930295)が含まれていた。

S C1009(第 81図  P L28)

位置 三B2東地区 S C1006 0 1008 0 1010と 交差が想定される畦畔である。検出状況 三プランの検出は困難

で、芯材の出土で本址の存在と方向が確認された。規模・形状・方向 :芯材出土状況から、幅約150cmで

南西から北東への走行が推定され、 S C 1011と 並走する。出土遺物 三畦畔内の芯材と土器は、S C1006 0

100801010と の各々交点に密集する傾向が見られた。芯材と水田面との比高差は不明である。 S C 1006と

の交点に横架材 (297)、 S C 1008と の交点に楯・蹴放材 (329)、 板状加工材 (217)が含まれていた。な

お、楯・蹴放材は本址芯材と直交しS C 1008芯 材と同方向を示すことから、 S C 1008に 帰属する可能性が

高い。土器では弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不と壺、古墳Ⅱ・Ⅲ期の土師器壺が出土した。

S C1010(第 81図  P L28)

位置 三B2東地区 S C 1009 0 1011と 交差する畦畔である。検出状況 :ト レンチで水田層の高まりを確認

し、畦畔周辺の部分的な掘 り下げでプランを検出した。規模・形状・方向 :幅60cmで南東から北西に走行

する畦畔で、方向はN-42°一Wを示す。西方約7mの S C 1008と 並走する。 S C 1009と S C 1011と の交差部

分はトレンチ掘削で盛土が遺存しない。畦畔解体でS C 1011と の交′点付近と中央部の盛土上部から芯材が

出土した。前者は S C 1011芯材と極めて近接する。出土遺物 :横木材には加工材 (3580364)が含まれて

いた。

S C1011(第 81図  P L28)

位置 三B2東地区 S C 1008 0 1010と 交差する畦畔である。検出状況 :ト レンチで畦畔状の高まりが確認さ

れ、周辺部分の検出で本址を検出した。規模・形状・方向 :平面精査で S C 1008と の交′点部分は検出され

たが、盛土は トレンチ掘削によりほとんど遺存しない。ただし、 トレンチ内で確認された芯材か らする

と、 N-30°一Eの方向にのび北方で S C 1010と 交差する可能性が高い。 S C 1010と の交点付近の盛土内部

から芯材が出土した。出土遺物 三芯材には板状加工材 (183)が含まれていた。盛土内部から古墳時代 と

思われる甕が出土した。
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第 7章  B2地 区の遺構

第 6節 弥生時代の遺構

第 7調査面の遺構

(1)概要

B2地区②区で検出された第 7水田で、調査時呼称の 7面水田 (弥生後期水田)に該当する。畦畔と水

田面検出は砂層被覆範囲を主体に実施したが、水田層堆積範囲から水田域はS C 2001よ り約40m南西側ま

で広がっている。第 7水田には水路を伴う大畦畔 S C 2001と 水路 S D 105がつ くられており、整った灌漑

システムが存在したことを物語っている。

(2)第 7水田 (29層水田)(第 82図 付図 9 P L29)

砂層の堆積状況 水田面は約10cmの灰色細砂 (28層 )で覆われる。砂層は調査区南西側で厚 くなる傾向が

あり、水田面が溝状に沈下するS C131・ 134付近では20cm程堆積する。被覆砂層が沈下部分でやや厚 く堆

積する状況がある。この場所は埋没直前に沈下し、水が溜まる状況であったことが推定される。なお、 S

D105周辺は極めて希薄で、第 6水田の耕作が水田面まで及ぶ箇所が多い。

遺構の検出状況 砂層が堆積する②区で大畦畔 1条 (S C 2001)、 小畦畔約20条が検出され、小畦畔は砂

層で完全に埋没している。大畦畔 S C 2001で は中央に水田面を覆うものと同様の細粒砂が落ち込む凹みが

検出され、中央部東側の高まりで田面に配水する水口が確認された。水田層が高まる小畦畔は、凹凸が激

骰 地層の凹み (沈下)

i.11・ 1 砂被覆

ⅢⅢ肌

SC2001
＼
・ ノsC141 ノ

ゞ

′SC130

＼

/
②区

B2地 区第 7水田全体図
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第 6節 弥生時代の遺構

しい水田面にあってわずかな高まりとして検出された。被覆砂層の堆積が希薄であったが、ガヽ畦畔上面に

上層水田耕作は及んでいない。砂層堆積範囲外にあたる調査区中央から北佃1では、砂が落ち込む 2条の溝

(S D105 0 106)が確認され、周囲を精査しプランを検出した。中央ベルトと外周トレンチ土層断面では、

本水田にS D105、 第 8水田にS D 106が伴うことが確認されている。なお、調査区中央部でS D105と 小

畦畔が近接するが、被覆砂層の堆積がなく両者の関係は不明である。

遺構の構造 水田区画と傾斜 三調査区南東から北西方向に水路を伴う大畦畔 S C 2001が のび、ガヽ畦畔は大
畦畔と平行もしくは直交方向に配置し水田区画を形成している。被覆砂層の堆積がない①③④区にも同構

造の水田が展開していたと考えられる。水田一筆が確認された区画は 8区画で、面積平均値は44.22m2で

ある。大畦畔と接するものは正方形もしくは台形の区画で、全体的に大畦畔走行方向に短辺をもつ長方形

が多い。規模は長辺11～ 14m、 短辺3.5～ 4.Omで、面積は約43m2である。水田面はS C131 0 134周 辺の調

査区南側が沈下し調査区中央部が高い状況であったが、全体的な地形は調査区南東側から北方に向けて傾

斜していたと考えられる。小畦畔では大畦畔と同方向の S C131 0 141 0 142が畦畔交点を越えて通る状況

がある。本水田での畦畔構築は、傾斜に平行方向に大畦畔 S C 2001を構築し、小畦畔は傾斜に直交するS

C13101410142を優先的につ くり、後に傾斜に平行方向に細長い区画のなかを区切ったことが予想され

る。 S D 105は途中で直角に屈曲する形状で、小畦畔と近接する南東から北西に流れていた溝である。部

分的に両側に盛 り上げた護岸施設と杭列が確認され、配 (排)水機能をもった水路の可能性が推定され

る。なお、本址周辺で小畦畔は未検出であるが、埋没直前には周辺一帯に小畦畔がつ くられ、本址は小区

画を縫う形で北西方向に流れていたことが想像される。

水口と水利形態 :畦畔が途切れた水回は大畦畔 S C 2001で 1箇所、小畦畔で11箇所検出された。後者は、

調査区南西から北東方向にのびる小畦畔に10箇所敷設されている。 S C 2001は 扇状地扇端中央部方向から

調査区内に流れてお り、調査区内へはこの水路から水が供給されていたと考えられる。 S C131 0 134付近

で不等沈下が見られたが、耕作時はこの付近が最 も高まる地形であったと想定され、水口敷設位置などか

ら調査区南西から北方に向けた田越 し灌漑が想定される。 S C 2001以 外の配 (排)水施設では S D105が

あり、底部の標高から小畦畔近接地点の調査区中央東側 より屈曲して北東方向に流れる水路 と判断され

る。

水田層及び水田面の状況 :水田層 (29層 )は黒褐色粘土層で、しまりと粘性が強 く泥炭 を含む土質であ

る。第 8水田を被覆する灰色砂層 (30層 )が混入しており、耕作での砂層の巻き上が推定される。水田層

は調査区北東端より南西方向に約110mの範囲に堆積しているが、そこから南西側には広がっていない。

なお、東側に隣接するB2東地区では第 7水田対応層が確認されており、南西～北東方向に約200mの広
がりをもつ水田である。水田層は約12～ 18cmの厚さをもつ。厚さは地点ごとに差異が見られ、水田層がな

くなり第 6水田直下に第 8水田層が堆積する箇所もある。水田面には足跡のような凹凸は認められない。

芯材出土状況 :大畦畔 S C 2001と 交差する小畦畔S C128・ 1290130013101320133で芯材が出土し、 S

C12901300132は杭列をイ半っている。

出土遺物 水田層より弥生Ⅱ～Ⅳ期の甕、 S D 105よ り弥生Ⅱ期の壺 (62)、 弥生Ⅱ期の高不 (150)、 弥生

Ⅲ・Ⅳ期の甕 (3030316)、 紡錘車 (38)、 小畦畔 S C128 0 129 0 130 0 131 0 132 0 133解 体で木材が出土し

た。

水田の時期 水田層とS D 105出土遺物から、弥生Ⅲ期に埋没した水田と判断される。 S D 105出土遺物と

直下の第 8水田面とS D 106出土遺物の比較から、第 8水田埋没 (弥生Ⅲ期前半)直後に耕作が開始され

たと推定される。

大畦畔・溝の構造
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第7章 B2地区の遺構

S C128・ 129・ 130・ 131・ 132・ 133(第 82図  P L29)

位置 :調査区南西側、水路を伴うS C 2001付近に位置する畦畔 (小畦畔)である。検出状況 :畦畔は、水

田面を覆う厚さ約10cmの灰色砂層の掘り下げで水田層の高まりとして検出された。規模・形状・方向 :S

C13001320133は大畦畔 S C 2001と 交差し、 S C128 0 129 0 131は それら畦畔と接する畦畔である。畦畔

は幅60～ 80cmでわずかな盛り上がりがある程度である。盛土内部では畦畔と同方向に敷設した横木材が見

られ、S C 129(1点 )、 130(10点 )、 131(2点 )、 132(4点 )では 1列の杭列が伴う状況があった。横

木材は大半が自然木で、杭は丸太材の割合が多い。出土遺物 :S C128では横架材 (286)が含まれてい

た。

S C2001(第 82図  P L29)

位置 :調査区南側に位置する。検出状況 三大畦畔付近には約15cmの砂層堆積があり、砂層の掘 り下げで 2

条の水田層の高まりと灰色砂層が落ち込む中央の溝が検出された。被覆砂層 と溝を覆 う砂層はかなり酷似

する。畦畔が途切れた水回はS C130と の交点付近で確認された。規模・形状・方向 :幅 180～ 200cmで調

査区南東から北西方向にのび、北側で西方に屈曲する。水田面との比高差は約10cmである。中央に溝を伴

う構造で、水は南側から北方に流れていたと考えられる。S C130と の交点付近の水回は、水路内の水を

田面に配水するためのものと判断される。出土遺物 :特にない。

S D105(第 85図  P L30)

位置 三調査区北東側に位置する。検出状況 :畦畔検出時に第 7水田に伴う本址と第 8水田に伴うS D 106

が砂の落ち込みとして検出され、本址がS D 106を切る状況であった。本址とS D 106が極めて近接して並

走するため、両遺構はトレンチの土層断面で切り合いと方向を確認し、プランを検出した。規模・形状・

方向 :調査区中央東側からやや蛇行傾向で約40m北上し、直角に屈曲して北西方向に約36mのびる溝であ

る。形状はL字状をなす。規模は本址中央の屈曲部分が最も大きく、調査区端に近づくに従い刀ヽ規模とな

る。屈曲部分では幅160cm、 水田面との比定差約40cmを測る。中央部と北側では溝掘削時の土を両側に盛

り上げて杭を打った護岸施設が確認されており、溝機能時には本址両側に杭列を伴う護岸施設が存在して

いたと判断される。底部の標高から、本址は調査区南側から北西方向に流下した配 (排)水機能をもった

水路と判断される。なお下層のS D 106と 近接して走行することから、S D 106の復旧水路と判断される。

埋土 :調査区南側から屈曲部分の範囲では黄褐色砂層 (中粒砂)が 2～ 3層 に分層された。出土遺物 :埋

土より弥生Ⅱ期の高不 (150)、 弥生Ⅱ期の壺 (62)、 弥生Ⅲ・IV期の甕 (3030316)、 刃器 (56)、 凹石が

出土した。時期 :S D 106埋没後の弥生Ⅲ期前半に構築され、第 7水田を覆う砂層で埋没する。

第 8調査面の遺構

(1)概要

B2地区①区で検出された第 8水田で、調査時呼称の 8面水田 (弥生中期水田)に該当するL水田層堆

積範囲から、水田域は南西～北東方向に約90mの広がりをもち、弥生後期の第 7水田より狭い。検出遺構

では芯材を伴う大畦畔と不規則な小畦畔、さらに水路と思われるL字状の溝 (S D 106)が検出された。

溝状の畦畔による水田区画は不整形を示すが、水路の存在は配 (排)水設備の整っていたことを物語って

いる。なお、 S D 106か ら完形の弓が出土している。

(2)第 8水田 (31層水田)(第 83図 付図 9 P L29030)

砂層の堆積状況 水田面は調査区中央部のS C124・ 1250126交差地点を中心に南北約40m、 東西約30m

の範囲がやや凹んでおり、厚さ約10cmの砂層 (30層)堆積が確認された。 S C124以東とS D106付近は第
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第 6節  弥生時代の遺構

7水田耕作が水田面まで及び連続耕作を示す地′点と水田層が遺存しない地′点が見られた。

遺構の検出状況 灰色砂層が堆積する①区中央部で大畦畔 2条 (S C124 0 125)、 小畦畔約10条 と砂層堆

積範囲外で溝 S D 106が検出された。大畦畔S C124 0 125は最上部に第 7水田下面が及んでいたが、幅広

の水田層の高まりが約12cm遺存していた。水田層が高まる小畦畔は砂層で完全に埋没しており、凹凸が激

しい水田面にあってわずかな高まりとして検出された。 S C 2002北 側では直交方向に交差する不整形な砂

の落ち込みが検出された。溝状の凹みは S C127 0 2002 0 2006を 切っており、水田面を覆う砂層 とかなり

酷似する砂層が埋まっていた。凹み底部は凹凸が著しく、水田埋没直後の耕作痕と思われる。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :水田跡は北東から南西にのびる大畦畔S C124と 中央部で直角に交差し北

西にのびる大畦畔 S C125で区画されている。大畦畔構築後に大畦畔 S C125に並走する小畦畔 S C 2002・

2007と 直交する小畦畔S C2003 0 2004が構築されているが、ガヽ畦はやや屈曲する特徴がある。田面 SL

2005は長辺約1l m、 短辺約 6mの規模をもつ。田面S L2004 0 2005は、 S C 2002よ りやや低 く斜行傾向の

S C126と S C127で東西二等分に細分され、 S C126 0 127 0 2003 0 2004の 交差想定箇所には水口がつ くら

れている。水田一筆が確認された田面は 3区画で、面積平均値は19。 16m2である。畦畔・田面検出範囲が

狭 く詳細な地形は不明であるが、水田面は調査区南側から北方への傾斜が推定される。畦畔の形状と方向

がやや不規則な様相は、地形に起因した水田造成であったことを示す。杭を打設した護岸施設を伴う水路

S D 106は砂層堆積範囲外にあたる調査区北東側に位置し、本来小区画が展開するなかに存在 したと推定

される。

水口と水利形態 三畦畔が途切れた水回はS C126 0 127 0 2003 0 2004交差想定部分で検出された。水田面の

/ ＼

⑪
ノ
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第 7章 B2地 区の遺構

傾斜からすると、調査区南側から北方に向けた田越し灌漑が想定され、水田面と約70cmの 比高差があるS

D106は、水田への配水機能と小区画に供給された水の排水機能をもつ水路の可能性が高い6

水田層及び水田面の状況 :水田層 (31層 )は黒褐色粘土質シルト層で、粘性が強くヨシなどの植物遺体を

多 く包含する。水田層は厚さ 5～ 14cmで調査区全域に堆積 してお り、調査区中央部で土壌化により2層

(30-1層・30-2層 )に分層される。ただし、第 7水田耕作で遺存 しない箇所がある。水田面 (S L20040

2005)に は足跡と思われる無数の凹みがみられた。明確な歩行列は確認されないが、畦畔沿いを歩いた列

と田面を斜めに横切る列が見られた。

芯材出土状況 :大畦畔 S C124と S C125盛土内部から芯材が出土 した。 S C124は 畦畔 と同方向に重ねら

れた横木材が密集する状況があった。 S C125の 芯材は小畦畔 S C 2003と の交点付近で出土 したのみであ

る。

出土遺物 水田面を覆う砂層から弥生Ⅲ・IV期の壺と高不、 S C124畦 畔解体で多量の木材と弥生Ⅱ期の

甕 (196)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (304)、 S D106よ り弥生Ⅱ期の壺 (600610244・ 24702520288)、 弥生

Ⅱ・Ⅲ期の壺 (920323)、 弥生Ⅱ期の甕 (27102730275028402890312)、 弥生Ⅱ期の壺、弥生Ⅱ期 P

の甕 (241)、 弥生Ⅱ・Ⅲ期の鉢 (190)が出土した。

水田の時期 被覆砂層とS D106出 土遺物から、弥生Ⅱ期後半～Ⅲ期前半に埋没した水田と判断される。
なお、 S C 124と S D 106か ら弥生Ⅱ期の土器が出土していることから、弥生時代Ⅱ期には耕作が行われて

いたと推定され、不規則な畦畔の様相は、弥生Ⅱ期 (弥生時代中期)の水田形態を示しているものと認識

される。

大畦畔・溝の構造

S C124(第 84図  P L29)

位置 三調査区中央部に位置し、 S C125 0 126 0 2002と 交差する。検出状況 :本址上部に第 7水田耕作が及

んでいる。第 7水田層を景Jぎ第 8水田畦畔検出時に、畦畔内部に敷設された木材の露出が見られ、かなり

希薄な被覆砂層の掘 り下げで水田層の高まる本址が検出された。規模・形状 0方向 :幅120～ 150cmで調査

区中央から南西に約25m走行する。方向はN-115～ 120°一Wを示す。 S C125と 交差する中央部でやや屈曲

する形状で、水日は検出されていない。畦畔内部からは約90点の横木材と約10点の杭が出土し、 S C125

と交差する中央部から北東にかけて密集する傾向があった。横木材は水田面より10～ 20cm下位に畦畔と同

方向に重ね、部分的に杭と石で固定する状況であった。横木材のレベルに顕著な差はなく畦畔構築時に同

時期に敷設されたものと考えられる。出土遺物 :横木材のなかには横架材 (279)、 棒状木製品 (238)、 板

状木製品 (181)が含まれていたc S C2002と の交′点付近の盛土から弥生Ⅱ期の甕 (196)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期

の壺 (304)が出土した。弥生Ⅱ期の甕は同一個体の破片 (約30点)が畦畔交点にまとまる状況があり、

畦畔構築時に意図的に入れたものと判断される。時期 :出土遺物から、弥生Ⅱ期に構築され水田と同時期

に埋没したと判断される。

S C125(第 84図  P L29)

位置 三調査区中央部に位置し、大畦畔 S C124、 小畦畔 S C2003 0 2006と 交差する。検出状況 :第 7水田

耕作が盛土上部まで及ぶ。第 7水田層を争Jいだ段階で水田層が高まる本址が確認された。約10cm堆積する

砂層で被覆され盛土は良好に遺存した。規模・形状・方向 三幅200～ 220cmで S C124と の交差地点から北

西に走行する。方向はN-27°一Wを示す。本址は第 8水田のなかで最も幅広の畦畔で、 S C124と 交差して

水田区画を形成した恒常的な大畦畔と捉えられる。 S C 2003と の交差地点の畦畔内部から横木材が出土し

た。横木材は畦畔と同方向に並べており、杭の打設はない。横木のレベルは水田面より10cm下方で、畦畔

構築時に芯材として敷設されたものである。出土遺物 三芯材のなかには板状木製品 (179)が含まれてい
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第7章  B2地区の遺構

た。

S D106(第 85図  P L30)

位置 三調査区東側の被覆砂層堆積範囲外に位置する。検出状況 :調査区北隅の外周 トレンチと中央ベル ト

土層断面で第 8水田に伴う溝状の砂の落ち込みが確認され、第 7水田S D 105検 出時にS D 105と 並走する

本址が検出された。部分的に溝と平行する杭列が確認された。本址は S D 105に切られる。規模・形状・

方向 :遺存状況が良好な中央部で幅170～ 210cm、 水田面との比高差は約80cmを規模を測る。本址は調査区

南側ではやや蛇行傾向で、 S C124と 交差想定部分で東に屈曲して直線的にのび、調査区北東隅で直角に

屈曲して北西方向にのびる。 S D105と 同様 L字状の形状をなす。溝底部の標高から、扇状地中央部に近

い調査区南佃1か ら北西に流下しており、第 8水田の配 (排)水用の水路の可能性が高い。田越し灌漑と同

方向に排水するために直角に屈曲させたと考えられる。杭の状況 三調査区中央部で溝掘削時の土を両側に

盛り上げた護岸施設が確認され、盛土頂部に杭が打ち込まれている状況が認められた。特に屈曲部分北側

では溝の法面上部に横木を重ね置き、等間隔に打った杭で固定した箇所があり、板状加工材 (215)を 転

用した状況が見られた。本来は本址両側に盛土 (護岸施設)が存在したと判断される。杭はS D 105に 伴

うものとの区別が困難である。 S D 105と S D 106を合わせた杭総数143点 の内訳は、割木材 (73点 )と 丸

太材 (47′点)が多い傾向があった。埋土 :埋土上層に暗灰色砂層、最下層にかなり荒い砂礫層が堆積する

状況で、地点により暗灰色砂層が数層に分層された。出土遺物 三砂礫層より弥生Ⅱ期の壺 (600610

244024702520288)、 弥生Ⅱ・Ⅲ期の壺 (920323)、 弥生Ⅱ期の甕 (27102730275028402890312)、

弥生Ⅱ期の壺、弥生Ⅱ期 Pの甕 (241)、 弥生Ⅱ・Ⅲ期の鉢 (190)が出土し、屈曲部に集中する傾向があ

った。横木材には弓状木製品 (14501480149)が含まれており、屈曲部から約15m北方の砂礫層より完

形の弓 (62)が出土した。そのほかに容器 (119)、 木皮 (68)が出土した。時期 三出土遺物から、弥生Ⅱ

期に構築された遺構と判断される。水田被覆砂層と埋土との関係が不明であるが、弥生Ⅲ期の土器が出土

していることから、基本的に第 7水田と同時期 (弥生Ⅲ期)に埋没したものと判断される。

第 7節 小 結

本節では、検出された各水田の時期と水田区画等の特徴を列記し、弥生時代中期から平安時代までの水

田構造をうかがうこととする。

第 8水田は弥生Ⅱ期に耕作された水田で、完形の弓が出土した護岸施設を伴う水路 (S D106)と 弥生

Ⅱ期の甕を意図的に入れた大畦畔S C124がある。不規則に小畦畔が走行する区画で、弥生中期の水田形

態を示すものである。B2地区①②区を中心とした比較的狭い範囲に営まれた水田で、水路と水田面は弥

生後期の洪水砂層で覆われる。

第 7水田は第 8水田埋没直後の耕作開始が想定され、弥生Ⅲ期に埋没する水田である。水田域がB2地

区ほぼ全域に広がりを見せ、第 8水田よりかなり拡大したものである。構造的には水路を伴う大畦畔 (S

C2001)が出現し区画の基軸となる。小畦畔は大畦畔走行方向に規制されて配置する規格性をもった水田

区画を形成する。護岸施設を伴う配 (排)水用の水路 (S D 105)は 、弥生Ⅱ期の水路を復旧する形で構

築される。

第 6水田は古墳Ⅱ期の水田で、弥生Ⅲ期から営まれたものと推定される。大畦畔は傾斜の変換′点に構築

したため、直線的なものと蛇行するものとがある。不規則に走行し水田一筆の形状に差異が見られる点が

特徴である。大畦畔区画内には小区画が存在する。
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黄褐色砂層 (SD105埋 土)

曇鱈89月 卜質砂層 (SD106埋 土)
暗灰色砂質 (SD106埋 土)

黄褐色砂礫層 (SD106埋土)

T干19曇Ё扁鵠Ю6埋詢

緊鍬%グルmS開鷲斃.硼
黄褐色砂層 (SD105埋 土)

鷲斃
層6DЮ鯉⇒

黒褐色シルト層 (SD106埋 土)

暗褐色砂質シルト層 (SD106埋 土)

テ場皇ち当と写漠已燦註槙多量混入6D106埋土)
オリーブ黒色粘土質シルト層 (第 6水田層・27層 )

撃雛媚彰ル1層 矮:奈目層:翌Θ

1.黒褐色砂質シルト層 (SD105埋土)
2.黄褐色砂層 (SD105埋 土)
3.暗褐色砂質シルト層
4.暗灰色砂質シルト層
5.オ リープ褐色砂層 (SD105埋土)
6.黄褐色砂層 粗砂
7.黄褐色砂層 粗砂
8.オ リーブ黒色砂質シルト層
植物遺体多量混入 (SD106埋 土)
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第 7節 小 結

第 5水田は古墳IV期の水田で、出土遺物から古墳H期前半頃の耕作開始が想定される。B2東地区のみ

砂層で埋没している。大畦畔が等間隔に配置して方形の大区画を形成する水田区画の出現を見る。大区画

内部には大畦畔と平行もしくは直交する小畦畔がつくられ、小区画水田が展開する。大畦畔と月ヽ畦畔の機

能分化が明確化し、本地区における水田区画の変遷のなかで、本水田の出現は大きな画期となっている。

第 4水田は古墳Ⅳ期に泥炭で埋没した水田で、第 5水田埋没直後に耕作が開始されたと推定される。水

田面出土土器から古墳IV期に埋没した後、一定期間の湿地化が考えられる。大畦畔は水路を伴う構造で、

第 5水田大畦畔を踏襲した位置に構築されているため、第 4水田と第 5水田の大畦畔位置は一致してい

る。方形の大区画内部に展開する一辺約1.2mの極小区画水田は、水路から供給された水が田越 し灌漑で

北方に配 (排)水する構造となっている。

第 3水田は古代Ⅱ期前半 (8世紀前半)に泥炭で埋没した水田である。出土土器から、古墳IV期から営

なれていたと推定される。水田跡全域がかなり厚い泥炭層で被覆されており、水田面出土土器から8世紀

前半に水田が放棄され長期間にわたり湿地化している。第 4水田の大畦畔直上に水路を伴う大畦畔がつ く

られており、第 4水田の大区画を踏襲した水田を物語っている。水田面が最も高まり傾斜がきつい地′点に

は溜水的な施設と思われる不整形な大区画、低地部には小区画が展開する様相である。 8世紀まで小区画

が残る水田である。

第 2水田は古代Ⅱ期後半～Ⅲ期前半 (8世紀後半～ 9世紀前半)に埋没した水田で、畦畔は正方位を示

さず亀甲型など不整形な水田区画である。これは検出地点が水田面のなかで最も標高が高い場所で、傾斜

がきついことに起因するものと考えられる。なお、水路 (S D 103)か らは墨書土器を含む多量の土器片

(須恵器 0土師器)と 斎串・馬形などの木製品が出土した。木製品は扇状地扇端付近で祭祀が行われてい

たことを示すものである。

第 1水田は古代Ⅲ期前半 (9世紀前半)頃に埋没した水田で、水路を併設して正方位を示す大畦畔 (S

C101)と 交差する小畦畔により水田区画が形成されている。畦畔検出範囲が狭 く、坪内における水田区

画は明確ではないが、半折型が基本型であったと推定される。B2地区では 9世紀初頭～前半に正方位条

里が出現していたことが確認され、該期を水田区画の画期 と捉えることができる。
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第 8章 C地区の遺構

第 8章 C地区の遺構

第 1節 概 観

C地区は路線を南北に横断する菅平線から保科川までを範囲とし、菅平線を挟んでB2地区、保科側と

挟んでDl地区と接する。C地区一帯には回場整備以前に表層条里が遺存し、調査区内には南北方向と東

西方向各 1条の坪境が通る。

調査は便宜上 Cl地区とC2地区に細分 して行った。面的調査に先行して南東側路線杭に沿って掘削し

たトレンチ土層断面で、埋没水田が重層的に確認された。現耕作土直下で確認される近世水田 (第 1水

田)の被覆洪水砂層が約 lmの厚さをもつことと、さらに最下層の水田 (第 6水田)が地表面下約 4mの

深度に達することが判明した。土層断面観察では、調査区全域に広がり比較的被覆砂層が厚 く堆積する水

田層を探し、プラント・オパール分析を実施した。その結果、第 10204水 田層からかなり多量のプラ
ント・オパールが検出されたため、 トレンチ際を部分的に拡張し、上記水田層を調査し畦畔等の遺存状況

を把握した (拡張区Aで第 4水田、拡張区Bで第 10204水 田)。 この結果をもとに 6面の調査面を設

定し、面的調査に移行した。なお、面的調査は表層条里と埋没水田との関連性を捉えるため 2箇所の坪境

線交点が含まれているC2地区を先行する形をとった。

砂層で検出した埋没水田は 6面 (第 10203040506水 田)で、第 6調査面の39層杭列群 (SA
01)は調査進行中に新たに確認されたものである。

調査面 (水田)の呼称と時期、調査地区は以下の通 りである。

調査面 時 期 調査地区

第 1調査面 (第 1水田)

第 2調査面 (第 2水田)

第 3調査面 (第 3水田)

第 4調査面 (第 4水田)

第 5調査面 (第 5水田)

第 6調査面 (S A01等 )

第 7調査面 (第 6水田)

近世 18世紀に埋没

近世18世紀頃に埋没

中世に埋没

古代Ⅱ期後半～Ⅲ期前半に埋没

古墳Ⅳ期に埋没

古墳Ⅱ期

古墳Ⅱ期に埋没

Cl地区拡張区 B、 C2地区

C2地区

Cl地区拡張区 B、 C2地区

Cl地区拡張区A、 C2地区

Cl地区、 C2地区

C10C2地 区近接地′点

Cl地区、 C2地区

第 2節 基本層序

C地区の最終調査面 (第 6水田)は地表下約 4mに遺存する。本地区と現菅平線を挟んで南西側に接す

るB2地区は本遺跡のなかで最も土砂堆積が厚い箇所で、埋没水田の遺存状況の良好さは、洪水等の自然

災害で水田の埋没頻度が高い場所であったことを示している。
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第 2節 基本層序

調査では、面的調査に先行して外周 トレンチ土層断面観察で基本層序 (1～ 51層 )を確定した。土層分

層観点は堆積層位を基準とし、面的調査進行中の土層観察で新たに発見された層、および細分された層に

上・下・横・A・ B・ 上丙・上甲などの細分層名を付けている。

整理作業では、検出水田層と被覆層を基準として堆積層位ごとに現場基本層序 (1～ 51層 )を検討し

た。その結果、細分層名には土壌差により分層されたものがあり、この層名が必ずしも堆積関係を示して

いないことが判明した。

本来であれば現場分層を堆積層位単位に分層し直し、堆積層位内の差異に細分層名をつけた基本層序の

作成が必要であるが、発掘担当者と報告担当者の相違などに起因して不可能であった。そこで、基本的に

現場呼称層位名を変更せず、土層注記・写真などを参考に同一堆積層と判断されるものを可能な限リー括

し、上・下・横などの枝呼称を-10-20-3と 振 り替えることにとどめた。したがって、必ずしも堆積層位

単位の分・層になっていないことを明記しておく。

基本層序は以下の通りである (第86087図 )。 カッコ内は現場でつけた層名である。

l層 :褐色シル ト層。現耕作±。 (1)

2層 三明黄褐色シル ト質砂層。 9層 を基調とする。 (2)

3層 :黄褐色砂層。 9層 を基調とする。 (3)

4層 :黄橙色砂質シル ト層。粘性あり部分的に堆積する。 (4)

5層 :明黄褐色砂層。細粒砂を主体とし部分的にシル トを含む。 9層 を基調とする。 (5)

6層 :明褐色砂質シル ト層。黄色化し粘性あり。 (6)

7層 :明褐色砂層。赤褐色と白黄色のシル トが緻密に固まり、まだら模様を示す。細粒砂がブロック状に

混入する。 9層 を基調とする。 (7)

8層 :暗赤褐色砂質シル ト層。粘性あり。 6層に酷似する。 (808下 )

9層 :黄褐色砂層。黄灰色シルトが混入し、部分的に厚さ l cm程の黄白色シルトが入る。酸化鉄の集積が

顕著。(909下 )
10層 :暗赤褐色砂層。粗砂主体で酸化鉄が集積する。第 1水田被覆砂層。 (10010下 )

11-1層 :暗灰色シル ト層。粗粒砂を含み、酸化鉄の集積あり。第 1水田層。 (11)

11-2層 三黄褐色砂層・中～粗粒砂主体。第 2水田被覆砂層。 (11下 )

12層 :灰色シルト層・緻密でしまりよい。青灰色を示し酸化鉄の管状集積が顕著。第 2水田層。 (12)

13-1層 :オ リァブ褐色シルト質砂層。細～中粒砂が主体で場所により分層可能。 (13013A013B013下 )

13-2層 :黄褐色砂層。粗砂主体で第 3水田面に残る足跡に埋まる層。

14層 三オリーブ黒色シル ト層。しまりが強い層で、細粒砂がブロック状に混入する。第 3水田層。 (140

14B)

15-1層 :暗灰黄色シル ト層。青灰色と黄灰色シル トが混合しラミナを呈する。 (15015横 )

15-2層 三緑灰色砂層。細粒砂で、黄褐色と青灰色細砂で構成されたラミナがある。 (15下 )

16層 三灰オリーブ色砂層。細～中粒砂でしまりを有する。 (16016B016下 )

17層 :灰色シル ト質砂層。粗砂主体でラミナがある。細～中粒のシル トが混入する。 (17)

18層 :黄褐色砂層。広範囲に堆積し部分的にラミナがある。第 4水田復旧水田 (C2地区北東)と 第 4水

田被覆砂層。 (18018上 018下 )

19層 :灰色シルト層。灰色でしまりが強い。 (19)

20-1層 :黄灰色砂質シル ト層。C2地区北東を中心に分布する第 4水田復旧層。 (20上丙)
20-2層 三褐灰色砂層。中～粗砂で茶褐色シル トが混入する。部分的にラミナあり。第 4水田被覆砂層。
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第8章 C地区の遺構

(20上甲、20上乙 )

20-3層 三オリーブ黒色シル ト層。植物遺体や細かな泥炭を多く含む。第 4水田層。 (20020B)

20-4層 :灰色シルト層。褐色粘土と泥炭を多く含み、灰色細粒砂が混入する。 (20下 )

21層 三灰色砂質シル ト層。やや緻密で泥炭を含む。細粒砂の混入あり。 (21)

22層 :灰色砂層。中～粗砂を主体としシルト質砂層を示す箇所がある。 (22)

23層 :褐灰色砂層。中～粗粒砂が主体。比較的粒子の粗い茶褐色粗粒砂と灰色細粒砂がブロックに混入す

る場所あり。ラミナあり。 (23)

24層 :黒褐色シルト層。ヨシなどの植物遺体を含むL(24024B・ 24C)

25層 :オ リーブ黒色砂質シル ト層。中～粗粒砂が混入する。 (25)

26-1層 三灰色シルト層。粘性あり、灰白色の酸化鉄が斑紋状に入る。 (26)

26-2層 :明青灰色シル ト層。やや緑化し部分的に酸化鉄集積あり。わずかにラミナがある。 (26下 )

27層 :緑灰色シル ト層。わずかに酸化鉄集積あり。 (27上・28上 )

28-1層 三暗青灰色砂層。細～粗粒砂が混合し、部分的にシル トが入る。 (27027B)

28-2層 :緑灰色砂層。比較的厚 く緑色化する中粒砂で、明確なラミナがある。第 5水田被覆砂層。 (28)

29層 :黒褐色砂層。28-1層 に酷似し酸化鉄集積が顕著。 (29)

30層 :黒褐色シルト層。ブロック状の細粒砂と細かな泥炭を含む。 (30)

31-1層 三緑灰色砂層。細粒砂が主体。 (31上 )

31-2層 三暗赤色泥炭層。細かな泥炭で構成された薄い層。赤褐色を呈するが即酸化して黒色となる。第 5

水田面を被覆する層。 (31)

32層 三暗灰色砂質シル ト層。泥炭とシル トをわずかに混入する。C2地区中央部 (S D05)付近に堆積

し、堆積範囲は本層上面が第 5水 田́面となる。 (32)

33層 :暗 オリーブ灰色シル ト層。ヨシなどの植物遺体や泥炭を含み、黄褐色砂層がブロック状に混入す

る。酸化鉄が集積する箇所がある。第 5水田層。 (33)

34層 三黒色泥炭層。部分的に薄い灰色シルトが入る。腐食の多いシル トに変化する箇所もある。 (34)

35層 :明緑灰色砂質シル ト層。C2地区中央部に堆積する。希薄で灰白色～黒灰色に変化する箇所があ

る。 (35)

36層 三黒色泥炭層。土質は34層 と酷似し、C2地区中央部に堆積する。 (36)

37層 三青灰色シル ト質砂層。灰～黒灰色の細かな泥炭を含む。C2地区中央部に堆積する。 (37)

38層 :緑灰色砂質シル ト層。粒子極めて細かい。石英・斜長石 (無色鉱物)や黒雲母 (有色鉱物)を主体

とする砂層が多量に含まれている。砂層はブロック状に混入する箇所もあり、犀川起源の可能性が

高い。古墳前期の杭列群被覆層。 (38)

39層 三灰白色砂質シル ト層。泥炭を含む。古墳前期杭列群 (S A01)帰属層。 (39)

40層 三明青灰色砂質シル ト層。場所によって砂層もしくは泥炭層などに変化する。本層には38層 と同質な

砂層が含まれており、砂層は広範囲にわたり水田面を被覆する。C2地区では砂層堆積が20cmに及

ぶ場所もある。第 6水田被覆砂層。 (40040A040B)

41-1層 三黒褐色シル ト層。泥炭を含み粘性ある。部分的に酸化鉄の集積がある。第 6水田層。 (41)

41-2層 :黒褐色シル ト層。上層と同質であるが、黒色化が著しい。 (41B)

42層 :黒褐色シル ト層。細かな泥炭を多く含み、泥炭は明瞭に褐色化する箇所がある。本層以下でプラン

ト・オパールは検出されていない。 (42)

43-1層 三赤褐色泥炭層。泥炭を多量に含む。 (43)
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第 2節 基本層序

43-2層 :灰白色砂質シル ト層。ヨシなどの泥炭を含む。 (43下 )

44層 三灰白色砂質シル ト層。 (44)

45層 :黒褐色泥炭層。褐色・黒色の泥炭と灰色シル トが互層状態をなす。 (45)

46層 三暗赤色砂質シル ト層。赤褐色化するが即黒色に変化する。 (46)

47層 :明緑灰色シル ト層。白色層で粘性を有する。 (47)

48層 三青灰色砂質シル ト層。白色斑紋が見られヨシなどの泥炭を含む。 (48)

49層 三淡黄色シル ト層。やや黄色化する。黒色の泥炭が薄 く入る。 (49)

50層 :灰白色シル ト層。黒色の植物遺体が少量入る。 (50)

51層 :灰白色砂質シル ト層。細かな植物遺体が混入する。 (51)

第 1水田 (11-1層 )は、調査区全域に広がる水田で、耕作土は砂質で第 2水田被覆砂層を母材としてい

る。 2～ 9層 は近世17世紀後半～18世紀前半に水田・畠を被覆した洪水砂層である。砂層内には薄いシル

ト層 (40608層 )が見られ、ある程度時間を経過して水田が埋没したことを示している。

A' - g44.600

第 4水田

11-2層

第 5水田層 lI
(32層 )ト

砂層ゴ

33層

ち ｀ ヾ

砂の畦畔 18層

争-10層
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16層

=17層

B′ -342.500
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第 8章 C地区の遺構

第 2水田 (12層 )は、調査区全域に広がる水田で近世に一過性の洪水で埋没する。畦畔位置は第 1水田

とかなり酷似し一部で重なる。本水田が埋没し復旧されたものが第 1水田である。

第 3水田 (14層 )は、中世に営まれた埋没水田である。被覆砂層 (13-2層 )は水田面に残る足跡のみで

確認され、第 1水田と比較して小規模の洪水であったと考えられる。13層からはプラント・オパールが検

出されており、第 3水田埋没後に復旧された水田層と判断される。

第 4水田 (20-1層・20-3層 )は、 8世紀後半頃の構築が推定される条里型水田である。C2地区北東側

の水田面に比較的薄い洪水砂 (20-2層 )が覆う。砂層堆積範囲に区画を踏襲する復旧水田 (20-1層 )がつ

くられた後、古代Ⅲ期前半 (9世紀前半)にやや厚い洪水砂 (18層)で全域が埋没する。18層被覆直前は

20-1層水田面と20-3層水田面が同時存在する。

第 5水田 (32層・33層)は、調査区全域に広が りをもち、古墳時代Ⅳ期に洪水砂で埋没する水田であ

る。埋没直前の水田面は33層上面であるが、C2地区中央部 (S C05)は 32層上面が水田面 となってい

る。水田面上面の黒色泥炭層は両層上面に堆積する。耕作過程での大畦畔修復などに起因するものと思わ

れる。

古墳Ⅱ期の39層杭列群 (S A01)は 、犀川起源と思われる洪水砂が多く含まれている38層で埋没する。

39層の堆積範囲から、水田跡は調査区全域に展開していたと判断されるが、上層水田の連続耕作で遺存し

ない。

第 6水田 (41-1層 )は、泥炭を多く含む水田である。古墳Ⅱ期に比定される本水田上層には、犀川起源

と思われる洪水砂が多く含まれている40層が堆積する。特にC2地区水田面では、砂層が広範囲に分布

し、埋没水田と捉えることができる。

第 3節 近世の遺構

第 1調査面の遺構

(1)概要

面的調査に先行して、遺構の遺存状況を捉える目的でCl地区 (拡張区B)で部分的な平面検出を行っ

た。ここでの検出面とC2地区11-1層上面で検出された第 1水田が本調査面である。水田層と被覆砂層は

C地区全域で確認されており、広範囲に展開する埋没水田である。Cl地区11-1層上面では、厚い砂層で

埋没した畦畔と畠と思われる畝状遺構が検出され、水田面では無数の稲株が確認された。

(2)第 1水田 (11-1層 水田)(第 88図  P L32)

砂層の堆積状況 水田面は約 lmを測る厚い黄褐色砂層で被覆されており、砂層には酸化鉄の集積が顕著

に見られる。現耕作土下の 2層から10層が洪水起源の層である。砂層中には薄いシルト層 (204060

8層 )の堆積が見られ、ある程度時間を経過して数回にわたり押し寄せた洪水であったことを示してい

る。水田面を直接被覆する層は、厚さ約10cmの粗粒砂～中粒砂を主体 とした黄褐色砂層 (10層 )である。

遺構の検出状況 Cl地 区では砂層を除去した田面で、調査区中央を南北に横断する畦畔 S C 3002を境に

10cm程の高低差が認められた。一段高まる東側では、東西方向にのびる畝状遺構が確認され、低まる西側

では東西南北に走行する畦畔 S C3003 0 3004・ 300503006と 田面から無数の稲株痕跡が検出された。砂層

堆積が薄 く、畝と畦畔の最上部は削平されていた。なお、 2箇所で集石が検出されている。一方C2地区
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第 3節 近世の遺構

では、調査区中央南側の南北坪境下で、南北溝 S D01と 両倶1に並走する畦畔 S C3007 0 3008が検出され

た。プラン検出範囲は狭いが、外周 トレンチ北壁で坪境東側に伴う現水路とS D01の位置が合致する状況

が確認され、 S D01は 南北に横断する遺構であることが確認された。砂層の被覆により、畦畔と水田面は

良好に遺存した。 S C 3007 0 3008盛土最上部と水田面とで約 12cm、 畦畔と水田面とで約 6 cmの比高差があ

る。

遺構の構造 水田区画と傾斜 三C2地区東側の南北坪境下に位置するS D01は 、西側 (S C 3008)と 東側

(S C 3007)に 幅80～ 100cm規模の畦畔を伴う構造である。方向はN-2～ 4°一Wで、西側には畦畔を伴い

東西畦畔との交差地点に水口を設け、水田面S L3001に 直接配水する水路 S D 3001が並走する。C2地区

では、南北溝S D01と S D 3001が基準となり幅約50cm規模の畦畔が構築され水田区画が形成されている。

C2地区の水田面の傾斜は、調査範囲が狭く不明であるが、土層柱状図によると調査区南側から北方への

傾斜が推定される。なお、南北坪境と交差する東西坪境が調査区南端に位置するが、東西方向の畦畔は検

出されていない。C2地区の南側調査区外にS D01と 交差する畦畔または水路が存在する可能性が高い。

Cl地区では大畦畔・水路は未検出であるが、畦畔などの主軸からC2地区と同様な基準で区画されてい

たと判断される。ここでは南北畦畔S C 3002を境に、西側は水田、一段高まる東側は畠として利用されて

いる (第89図  P L33)。 畝と水田域の東西畦畔とはほぼ同じ方向である。 S C 3002以 西は幅約80cm規模
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第3節 近世の遺構

の畦畔が東西・南北に走行し、 S C3002 0 3003 0 3004 0 3005で水田区画が形成されている。畦畔交点は調

査区南西隅で 1箇所確認されたのみである。 S C3002 0 3003 0 3004は 北側調査区外で交差する可能性が強

く、南北10～ 12m、 東西約16押 の田面規模が想定される。田面形状は畦畔が直線的ではなく、やや蛇行傾

向を示すことに起因して明確な正方形ではない。田面の傾斜は不明である。一方、一段高いS C 3002以 東

には、約 1。 2m間隔で東西方向に13条の畝状遺構が分布する。畝は水田域と画するS C 3002と 直角に走行

する。畝は水田域同様、東西南北に区画された内部につ くられていた可能性が高い。畝間には下端幅30cm

程の凹みが掘削されており、遺存状況が良好な箇所では、畝間の凹み底部から畝最上部まで約18cmの 高低

差がある。畝は調査区最東部が標高343.900mと 最も高く、 S C 3002交差付近に向かい傾斜している。

水口と水利形態 :水回はCl地区S C3003 0 3004交点、 S C 3005 0 3006交 ′点、C2地区 S D 3001の 3箇所

で検出された。 S C3005 0 3006交′点水口では開口部を石で塞 ぐ状況が見られた。水田面の傾斜は不明であ

るが、調査区南側から北方への水回しが推定される。南北坪境に位置するS D01は 底部の高低差から扇状

地扇端部方向から流下し水田へ配水した水路、 S D 3001は 田面 S L3001へ配水する水路と判断される。南

北坪境は調査区南側から北方へ流下する2条の水路で構成されている。

水田層及び水田面 (畝)の状況 :水田層である11-1層 は、砂層を基調とした暗灰色シル ト層である。黄褐

色砂層がブロック状に混在し、酸化鉄が集積する。Cl地区の水田域と畠域との明確な土壌差はない。畝

状遺構間の凹み堆積層は 2層 に分層された。底部に明赤褐色のシルト質砂層 (10層 )が堆積し、上部に褐

色シル ト (9層 )が覆う。C2地区水田面で足跡と思われる凹凸が見られたものの、農耕具の痕跡はな

稲株の状況 :稲株痕跡は水田面より約 7 cm上位で酸化鉄の集積として確認され、列状 (約40列)を なす様

相を呈していた。確認された稲株痕跡は2,419点である。稲株痕跡は約30cm間 隔で穏やかなカーブをもち、

南北畦畔 S C 3002か らS C 3004ま で連続し、東西畦畔 S C3003 0 3005と 並走する状態で配列する。ややず

れて畦畔上に位置するものもある。稲株痕跡間の平均間隔は約15～ 20cmである。足跡が未検出であるが、

田植えは数人が南北畦畔沿いに並び、東または西方向に後ずさりして行ったものと考えられる。断面観察

では、酸化により茎の形状をとどめた状況と、稲株直下に顕著な黄褐色砂層ブロックが存在することが確

認された。根跡は株中心部から放射状にのびる酸化鉄の管状斑として認められた。 6地点採取した稲株に

ついてはDNA分 析を行った。分析結果は第 3分冊第10章を参照されたい。

出土遺物 S D01埋土より17世紀後半～18世紀の唐津すり鉢 (667)、 近世17世紀後半～18世紀の伊万里、

15世紀遺以降の内耳鍋などが出土した。水田層と被覆砂層からの出土遺物はない。

水田の時期 S D01出 土遺物から、近世18世紀前半に埋没した水田・畠と判断される。被覆砂層の厚さな

どから、本水田は千曲川とその支流松川・保科川などが氾濫し、多大な被害を及ぼした寛保 2年 (1742)

の「成の満水」で埋没した可能性が高い。

大畦畔・溝の構造

S D01、  S C3007・ 3008(第 88図  P L33)

位置 :調査区中央南側に位置する。検出状況 :第 1水田被覆砂層を掘 り下げて検出した。規模・形状・方

向 三南北坪境下で検出された南北溝である。方向はN-2°一Wか らN-3°一Eで、やや屈曲傾向で直線的に

のびる。上端幅1.4～ 1。 7m、 下端幅30～ 50cm規模で、西側 (S C 3008)と 東側 (S C 3007)に 0.8～ lm

幅の畦畔が伴い、第 1水田の坪境に相当するものである。本址は底部の高低差から、扇状地扇端中央部方

向の調査区南側より北方に流下した水路と判断される。水回は未検出で水田との関係は不明である。外周

トレンチ北壁土層断面では本址と圃場整備前の水路の位置が重複する状況が見られ、表層条里と第 1水田

の坪境がほぼ一致していたことが確認された。埋土 :粘性をおびる黒色シル トと灰色砂層が堆積する。出
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第8章  C地区の遺構

土遺物 :S D01埋土より17世紀後半～18世紀の唐津すり鉢 (667)、 近世17世紀後半～18世紀の伊万里、15

世紀遺以降の内耳鍋、キセル (10)が出土した。時期 :近世18世紀に埋没するが、水路としての機能は圃

場整備前まで継続する。

2 第 2調査面の遺構

(1)概要

C2地区S D01西側に掘削したトレンチで第 1水田層直下の12層上面で畦畔が検出された (第 2水田)。
本調査面は黄褐色砂層 (11-2層)で被覆されたこの埋没水田である。 トレンチ断面では本水田畦畔と第 1
水田畦畔の位置がほぼ一致する状況が確認され、第 1水田が本水田の復旧水田と判断された。なお、外周

トレンチ土層断面ではC2地区中央北側一角をのぞき全域で水田層が確認されており、 C地区全域に展開
した水田と理解される。

(2)第 2水田 (12層水田)(第 88図 )

砂層の堆積状況 水田面は厚さ約10cmで粗粒～中粒砂を主体とした黄褐色砂層で被覆されている。砂層は
褐色をおびる斑紋状の酸化鉄集積が顕著である。

遺構の検出状況 トレンチ調査で畦畔を確認した。被覆砂層が希薄で畦畔は連続耕作状況下で確認された
ものが多いが、約10cmの盛り上がりが遺存した。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :水田区画はトレンチで確認された畦畔をもとに想定した。それによると、
南北畦畔はN-2～ 5°一W、 東西畦畔はN-81～ 86°一Eの方向を示し、条里基準線は座標北より2二 5°東に

振っている。第 1水田が本水田の復旧水田であることから、第 1水田南北水路 S D01直下に本水田の水路

が存在していたと推定される。畦畔に囲まれた水田面は長方形が基本で、面積は66ぽ～153m2の ばらつき

がある。面積平均値は92がである。水田面の傾斜は不明であるが、第 1水田同様、調査区南側から北方へ

の傾斜が想定される。

水口と水利形態 :ト レンチ調査のため水回は確認されていない。第 1水田同様、調査区南側から北方への

水回しが想定される。

水田層及び水田面の状況 三水田層は管状の酸化鉄が集積する灰色シル ト層 (12層)である。しまりはある

が、粘性は弱い土質である。水田面ではS D01周 囲で足跡と思われる凹凸が見られ、凹凸は水田を被覆す

る砂層で埋まっていた。

出土遺物と水田の時期 出土遺物は特にないが、第 1水田耕作開始直前に埋没した可能性が高い水田であ
ることから、第 1水田 (18世紀)と 酷似する時期に埋没したと推定される。

第 4節 中世の遺構

1 第 3調査面の遺構

(1)概要

本調査面はC2地区14層上面で確認された第 3水田で、調査時呼称の中世水田が該当する。畦畔の盛 り
上がりは遺存せず、足跡が分布しない帯状部分を畦畔痕跡とした。外周 トレンチ土層断面では水田層と水

田上部に砂質シル ト層 (13-1層)が確認され、この層からは多量なプラント・オパールが検出された。13
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第 4節 中世の遺構

-1層はC地区全域に広がりをもつ本水田が一過性の洪水砂で埋没した直後につ くられた水田層と判断され

る。なお、検出された水路 S D03004005006は 上層の第 2水田南北水路 S D01直下に位置しており、表

層条里の南北坪境が本水田まで遡ることが判明した。

(2)第 3水田 (14層水田)(第 90図  P L30034)

砂層の堆積状況 平面検出と外周 トレンチ土層断面では水田面を砂層が覆う状況はなく、被覆砂層 (13-2

層)は足跡の凹みで確認されたのみである。

遺構の検出状況 砂質シル ト層 (13-1層 )を掘 り下げ14層上面で砂が埋まった無数の凹凸が見られた。た

だし、畦畔と水田面は上層水田の耕作で削平され遺存しないことから、足跡が分布しな
い帯状部分を畦畔

痕跡と認定した。南北坪境下から4条の溝が検出され、 3条 (S D04005006)は本水田とほぼ同時期に

埋没したものと考えられる。

遺構の構造 水田区画と傾斜 三本水田は、調査区東側で並走する4条の南北溝S D030 040 05 0 06を 基準

に区画されている。17世紀に埋没するS D03の構築は本水田耕作時まで遡る可能性があり、第 2水田南北

坪境は主要水路 S D03と 3条の脇水路 S D04005006で構成されていたと判断される。水田面は南北溝に

平行 もしくは直交する約60cm幅 の畦畔で区画されてお り、面積計測可能な13区画は、正方形の田面が

87～ 111耐、長方形の田面が63～ 72cm2規模である。面積平均値は84.94crで、田面形状はやや異なるが第 2

水田と酷似する規模を示す。遺構の方向は南北溝がN-1°一W～ N-2°一Eで、東西畦畔はN-90～ 97°一E、

南北畦畔はN-0～ 1°一Eで、本水田の主軸は座標北または 2°程西に振る方向である。東西畦畔が畦畔交

点を越えて直線的に通ることから、東西畦畔が水田耕作の基準で優先的に構築されていたと考えられる。

南北溝周辺の水田面は、調査区南側から北方に傾斜しており、本水田の基本的な傾斜と捉えられる。

水口と水利形態 三畦畔が途切れた水回は検出されていない。水田内の水回しは不明であるが、傾斜に沿っ

た灌漑が想定される。南北溝は底部の高低差から調査区南側から北方に流下した水路と判断され、これら

水路により水田面へ配水されていたと考えられる。

水田層及び水田面の状況 :水田層 (14層 )は黒色をおびるシル ト層で細粒砂がブロック状に混入する。水

田面は13層耕作で削平され遺存しない。平面調査で確認された無数の凹凸は、足跡底部に相当する。人と

判別された足跡には八先の形が明瞭に認められたものもある。また、牛馬と思われる円形のものがあり、

両者が規則性なく分布する状況である。

出土遺物 C2地 区水田層上層の13層 より、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、白磁皿、山茶碗こね鉢、

珠洲焼きす り鉢、瀬戸美濃鉄釉碗、唐津皿など11世紀末～18世紀初頭の陶磁器、土錘 (42)、 検出面で石

鏃 (25)、 フイゴの破片が 1′点出土した。また、調査区南西側とS D03西側より永楽通費 (27)、 寛永通費

(31032033)、 雁首銭 (34)、 銭種不明 1点、 S D01に 継続するS D03埋土より17世紀の志野 (655)、 17

世紀後半の伊万里皿、16世紀の瀬戸美濃天目茶碗 (654)、 カワラケ (6490650)のほか、13世紀の青磁、

珠洲焼甕、常滑、カワラケ、内耳鍋、すり鉢、須恵器不、須恵器甕、灰釉陶器、高不が出土した。水田層

(14層 )よ り青磁碗、鉄滓 (椀形滓 1′点)、 水田面から中世陶磁器、櫛 (78)が出土している。

水田の時期 水田層出土遺物から、中世に埋没した水田と判断される。しかし水田面出土遺物がなく、さ

らに13層 から出土した遺物が11世紀から18世紀と時間幅がかなりあるため、詳細な埋没時期は不明であ

る。なお、主要水路 S D03は 17世紀まで継続して機能する。

溝の構造

S D03(第 91図  P L33034)

位置 :調査区東側、南北坪境下に位置する。外周 トレンチ北壁と南壁では、上位より圃場整備前の水路
・
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第 5節 平安時代の遺構

第 1水田S D010本址の 3水路が重複する状況が確認された。検出状況 :本址の存在は中央東西ベル トで

確認され、第 2水田層 (12層 )を 重機で景jぎ 13層 中でプランを検出した。本址はS D04005006と 並走

し、調査区南側でS D05を切る。規模・形状・方向 三上端幅180～ 200cm、 下端幅60～ 100cmで、N-1°一W

の方向に約70m直線的にのびる。 S D05を切る南側でやや屈曲傾向を示す。規模 と走行方向は第 2水田S

D01と かなリー致し、 S D01は本址を踏襲した溝であることが判断される。本址は底部の高低差から調査

区南側から北方に流下しており、北端で 2方向に分岐する地点には、人頭大の礫を用いた井堰が構築され

水流の調節がされている。底部には 2～ 3列の杭列が伴う。埋土 :埋土は 6層 に分層された。最下層に多

量の礫を含む灰色または黄褐色砂層が堆積し、上部にはシルトと砂層が互層状態で堆積する。出土遺物 :

埋土より17世紀前半の志野 (655)、 17世紀後半の伊万里皿、16世紀の瀬戸美濃天目茶碗 (654)、 カワラケ

(650、 649)のほか、13世紀の青磁、16世紀の瀬戸美濃皿、珠洲焼甕、常滑、カワラケ、内耳鍋、すり鉢、

須恵器不、須恵器甕、灰釉陶器、高不、磨石、凹石 (89)、 石鉢 (94095096)、 北側の礫集中箇所よリキ

セル (9)が出土した。また、礫集中地′点より紹聖元賓 (23)、 嘉祐通費 (15)、 元豊通費 (17)が出土し

た。木製品では連歯下駄 (76)、 差歯下駄 (74)、 差歯下駄の歯 (77)、 曲物底板 (106)、 容器の破片

(11201140116)、 容器の枠材 (121)、 有孔板状木製品 (198)、 馬鍬 (40)が 出土 した。なお、獣骨

(馬・牛)が 7点出土している。時期 :本址は17世紀に埋没した遺構であるが、第 3水田耕作時にも水路

として存在していたと判断される。

S D04・ 05・ 06(第 91図  P L34)

位置 :調査区東側の南北坪境に位置する。検出状況 三S D03精査時に14層上面でプランが検出された。 S

D04006間 では、溝と走行し一定間隔で配置する樹根が検出された。樹根はその位置から、溝存続時に立

木として存在していたものと考えられる。先行 トレンチと外周 トレンチ土層断面で、14層 を掘 り込む遺構

と判断された。 S D05北側はS D03に切られ、 S D06南側はプランが不明瞭でトレンチ土層断面で走行方

向を確認した。規模・形状・方向 三上端幅50～ 60cm、 下端幅約30cm規模の 3条の溝はN-0°の方向に約68

mのびる。主要水路S D03と 並走する状況で、 S D04東領]と S D05西側には畦畔状の盛 り上がりが残る。

3条の溝は、14層上面から底部まで約20cmの 比高差があり、その規模からS D03に付随する脇水路と判断

され、 1条の主要水路と3条の脇水路により本水田の坪境が構成されていると判断される。埋土 三中粒砂

主体の黄褐色砂層が埋まる。出土遺物 三S D04検出面で中世陶磁器、埋土より須恵器不が出土している。

時期 三検出面出土土器と帰属水田 (第 3水田)か ら、中世に存在した溝である。

第 5節 平安時代の遺構

第 4調査面の遺構

(1)概要

本調査面はC地区20-3層上面で検出された第 4水田で、調査時呼称の平安水田と拡張区Aの検出水田

(第 4水田)が該当する。この水田はC地区全域に広がりをもつ正方位の条里型水田で、一過性の洪水で

埋没している。C2地区は被覆砂層を掘 り下げて畦畔と田面を検出したが、Cl地区は調査期間との関係

で平面検出を畦畔周囲に限定し、田面中央部の坪掘りで水田面の標高を記録した。

調査では20-3層 に伴う畦畔の検出を目的とした。ところが、C2地区中央部では被覆砂層を水田面まで

掘 り下げる過程で20-1層 に伴う畦畔が検出された。20-1層 と20-3層 の堆積状況と畦畔位置の酷似から、20
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第 8章 C地 区の遺構

-1層水田は20-3層水田の復旧水田と捉えることができる。なお、C2地区中央部では20-1層 と20-3層 の両

水田の畦畔が存在する。ところが水田層の平面的な区別が比較的困難であり、さらに20-1層 は20-3層 直上

に薄 く堆積する状況であるため、検出畦畔の峻別は不可能であった。

(2)第 4水田 (20-1020-3層水田)(第 94図  P L31034)

砂層の堆積状況 C2地 区中央部・Cl地区北東部とそれ以外とで堆積状況が異なる。前者の水田面 (20
-3層 )は厚さ約10cmで細粒砂主体の褐灰色砂層 (20-2層)が被覆し、上部に復旧水田層 (20-1層)が存在

している。一方後者は、水田面 (20-3層)直上に黄褐色砂層 (18層 )が堆積する (第92図 )。 これはC2

地区中央部の20-3層水田が洪水砂で埋没し、この範囲内で水田の復旧が行われたことを示している。調査

区全域を覆う洪水砂 (18層 )被覆直前は、20-3層水田と20-1層水田が同時存在していたと判断される。

遺構の検出状況 調査区中央部のCl地区とC2地区が接する東西坪境位置で幅約 2m東西大畦畔 S C01

が検出され、部分的に芯材の露出が見られた。 S C01西隅では復旧痕跡が確認された。第 1水田S D01と

第 3水田S D03が通る南北坪境付近では、水田面 (20-3層 )を切る自然流路 (N R01)が検出され、NR

01の影響により調査区北東隅の水田面と畦畔は遺存状況が悪かった。検出面と土層断面からすると、NR

01は水田が被覆砂層 (18層 )で埋没する直前もしくはほぼ同時に扇状地扇端部から流れた流路と認識さ

れ、保科川の氾濫によるものと判断される (第93図 )。 なお、C2地区北東部は南北坪境想定位置にあた

るが、坪境を示す遺構は確認されていない。しかし、水田存続時にはこの位置に大畦畔もしくは水路の存

在が想定され、東側調査区外でS C01と 交差していたものと考えられる。小畦畔は黄褐色砂層 (18層 )を

掘 り下げて、南北方向と東西方向に走行する幅60cm前後の水田層の高まりとして検出された。Cl地区で

は水田面との比高差は 9～ 15cmで、畦畔に上層水田の影響は及ばず比較的良好に遺存した。一方C2地区

被覆砂層 (18層 )

復旧水田層 (20_1層 )

被覆砂層 (20_2層 )

第 4水田層 (20_3層 )

Cl地区、 C2地区中央南西側
第92図

C2地区中央北東側
C地区第 4水田被覆砂層の土層断面模式図

第93図 C地区第 4水田と被覆砂層
N R01の 土層断面模式図

C地区土層断面
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第 5節 平安時代の遺構

では、砂層 (18層 )を掘り下げる過程で、水田面やや上位で本水田 (20-3層 )畦畔と規模・方向がかなり

酷似する畦畔が検出された。調査区内に残したベルトの土層観察で、この検出畦畔が水田面上位に堆積す

る砂質シル ト層 (20-1層 )に伴うことと、20-1層 (復旧水田層)が C2地区中央部とCl地区北東隅に限

定して分布することが確認された。なお、大畦畔 S C01の 土層断面では20-1層盛土上部で20-3層の高まり

が見られ、復旧痕跡が確認された。

遺構の構造 水田区画と傾斜 三本水田は東西坪境位置に構築された大畦畔S C01と 、調査区北東側の南北

坪境位置に存在が想定される大畦畔等を基準として区画された正方位の条里型水田である。 S C01の 方向

はN-92°一Eで、条里基準線が座標北よりやや西に振る。坪内は大畦畔と平行もしくは直交方向に小畦畔

が配置し、Cl地区では165ピ規模で長方形を基本とした水田区画が形成されている。一方C2地区では、

大畦畔 S C01北側、調査区北西側、中央部の 3地点で S C3011 0 3013 0 3014 0 3017に より幅 2～ 2.5mに

細分された細長い区画があり、田面を細分した場所が認められる。細分畦畔検出範囲と20-1層分布範囲を

合わせるとほぼ一致することから、細分畦畔は復旧水田に伴うものと判断される。しかし、20-1層 が希薄

で、安定した堆積状況を示していないことから、検出畦畔を20-1層 と20-3層 に分けることは不可能であっ

た。C2地区中央部には 2種類の水田区画が存在していることになり、細分畦畔をのぞいた水田区画が復

旧以前の姿であったと捉えられよう。本水田で水田一筆が確認されたものは37区画で、面積平均値は

76.39m2で ある。検出畦畔は畦畔交点を越えて直線的に通るもの (S C3010 0 3012 0 3018 0 3019 0 3020 0

302103022)と 畦畔交点で収束するものに分かれ、前者が 4～ 6 cm幅広で高まりが比較的良好に遺存し

た。前者で囲まれた田面は南北54～ 57m、 東西21～ 23mを測 り、坪内区画の基本型が南北二等分、東西五

等分する所謂「半折型」であったと理解される。半折区画を形成する畦畔の方向は、南北畦畔 (SC

301003012030180301903022)が N-1～ 3°一E、 東西畦畔 (S C3015 0 3022)が N-90～ 93°一Eで、大

畦畔 S C01同様座標北より1～ 3°西に振っている。大畦畔と小畦畔の主軸の一致は、坪内畦畔が大畦畔

に規制されて構築されていたことを示している。小畦畔は畦畔交点を越えて直線的に通るものと、畦畔交

点で収束する 2者に分けられた。前者を優先的に構築したと仮定し、畦畔の構築順序を模式的に図示した

のが第95図である。それによると、構築方法は以下の通りである。

① .正方位の大畦畔で一町四方の区画 (坪)をつくった後に、20～ 23m間隔で南北方向の半折畦畔 (A類 )

をつくり、坪内を東西五等分する半折帯を形成する。

② .約 54～ 56m間隔で東西方向に半折畦畔 (B類)を構築し、坪内に半折区画が完成する。

③ .半折内を東西方向の細分畦畔 (A類)で仕切る。

④ .さ らに、南北方向に細分畦畔 (B類)をつ くり半折内の細分が完成する。

以上の状況から、坪内の半折区画とその細分が交互に畦畔を構築し完成しているごとがうかがえる。

C2地区の水田面は、現保科川に近接する調査区北東付近と東西大畦畔S C01付近が最も高く、調査区

南東側から北西方向に傾斜する。一方Cl地区は、畦畔周囲の標高をもとに水田面の等高線を想定する

と、調査区南東側からS C01が位置する北方と北西方向に傾斜していたものと判断される。

水口と水利形態 :畦畔が途切れる水回は52箇所検出され、C2地区での敷設が顕著である。水回は東西小

畦畔に38箇所、南北小畦畔に14箇所敷設され、全体の94%が畦畔交点付近に位置する。C2地区では 2方

向に分水するものもある。水田面の傾斜と水回の位置から、調査区南東から田越し濯漑で北・西方へ配水

されていたと判断される。坪境である東西大畦畔 S C01を境に水回しがやや異なっており、本水田は坪単

位に水回しが想定される。

水田層及び水田面の状況 :水田層 (20-3層 )は植物遺体を含み黒色化が著しい黒褐色シルト層で、C2地

区中央部では水田層上部に復旧水田層である黄灰色砂質シルト層 (20-1層 )が堆積する。20-3層 直上に砂
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東西大畦畔 (SC01)

第 5節 平安時代の遺構

半折畦畔 (A類 )

半折畦畔 (B類 )

細分畦畔 (A類 )

細分畦畔 (B類 )

♯ギ評
‐=

第95図  C地 区第 4水田畦畔構築順序模式図 (S=1三 1,200)
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第 8章 C地区の遺構 第5節 平安時代の遺構
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第 5節 平安時代の遺構

層 (20-2層 )が薄 く堆積する箇所がある。水田面は広範囲にわたり足跡と思われる不整円形の凹凸のほ

か、半円形または三日月形の凹凸が灰色～黄褐色砂層で埋まった状態で検出された (第 96図  P L340

35)。 後者の凹凸は、特にS C3013 0 3014周辺で顕著に確認され、 S C 1013に 並走する規則的な配列も認

められた。凹凸の調査は、遺存状況が良好な場所で行った。砂層を除去した凹みは、直線部分がほぼ垂

直、弧の部分がなだらかに掘り込まれており、直線部分は10～ 15cmを測る。水田面との高低差は最も深い

もので約10cmを測る。この形状から鋤による耕作痕の先端部と判断され、直線部分は農具の刃が入った部

分、弧の部分は耕作土を掘り起こして刃を抜いた部分と判断される。鋤先の深度は比較的浅 く南北畦畔 S

C301303014直上にも存在することから、本水田埋没後の水田耕作に伴う痕跡と判断される。C2地区中

央東側の被覆砂層直上に20-1層、それ以外では第 3水田層が堆積する。本水田畦畔と同主軸を示す第 3水

田が堆積することから、S C3013 0 3014付近の凹凸は第 3水田耕作に伴う痕跡の可能性が考えられる。

芯材・木製品出土状況 :大畦畔 S C01盛土解体で多量の横木材が出土し、部分的に礫と杭で固定 した状況

が見られた。水田面から田下駄 (54)が出土した。なお、第 5水田層調査のため重機で水田層を下げた段

階で、馬鍬の台木 (35)と 馬鍬の歯 (36037)が出土している。出土層位は不明であるが、出土レベルと

プラント・オパールが検出された水田層から推測すると、21層 または24層に帰属するものと考えられる。

しかし、馬鍬の時期については両層とも出土遺物がないため、古墳時代後期以降～ 8世紀前半以前の時期

幅で捉えられるに過ぎない。

出土遺物 S C01盛土から古代Ⅱ期前半の須恵器不 (453)、 黒色土器不が出土した。またN R01か らは古

代Ⅱ期の須恵器壺 (433)の ほか、須恵器不・不蓋・長頸壺・土師器不などが出土している。N R01か ら

は約80点に及ぶ土器が出土しており、約半分を須恵器が占る状況である。古代Ⅱ期後半の土器が多いなか

で、古代Ⅲ期前半の土器も出土している。

水田の時期 N R01出 土須恵器から、18層堆積による水田 (20-3層 )の埋没時期は古代Ⅱ期後半 (8世紀

後半)～Ⅲ期前半 (9世紀前半)と 判断される。20-1層からの出土遺物はなく、調査ではN R01と 20-1層

の新旧関係は把握されていない。したがって、復旧の時期は推定の域を脱しないが、20-1層 と20-3層が同

一砂層で被覆されている状況から、埋没直前の時期に復旧されたと判断される。なお、 S C01か ら出土し

た須恵器不が大畦畔の構築時期を示しているとすると、第 4水田の耕作開始は古代Ⅱ期前半に遡る可能性

があり、該期を本地区での条里型地割の出現期とも捉えることができよう。

大畦畔の構造

S C01(第 97図  P L35)

位置 :C10C2地 区が接する本地区中央部に位置し、東西方向の坪境にあたる。検出状況 :被覆砂層

(18層 )の掘 り下げで幅 2m程の水田層の高まりが確認され、最も幅広となるS C 3012交 点で芯材の露出

があった。本址西側では水田層 (20-3層)直上に復旧水田層 (20-1層 )が堆積している。部分的な畦畔の

復旧と理解される。復旧水田層分布範囲外の盛土で、水田面と同様な凹凸が著しく残る。規模・形状・方

向 :1.5～ 2.5m幅で約23cmの盛土が残る。 S C 3012と 交差する調査区中央部が最も幅広となり両側が狭く

なる形状で、下端線は直線的ではなく細部で屈曲する特徴がある。方向はN-92°―Eである。畦畔解体で

畦畔 (20-3層)に伴う多量の芯材が出土した。本址西端の芯材は20-1層 に伴うものがある。芯材の敷設は

場所によって粗密が見られ、幅広となる本址中央部周辺に最も密集し杭と礫で固定した状況がある。土層

断面によると、本址は①畦畔構築部分に小枝を中心とした有機質 (3層 )を敷き、②枝を落とした径 2 cm

前後の木を畦畔に平行に敷設する。次に③盛土開始と同時に径 7 cmの 本と円礫を積み重ねて構築されてい

る (第 97図上段 )。 復旧水田層が分布する本址西端の土層断面で、21層の盛 り上がりが確認された。21層

からはプラント・オパールは未検出で、高まりの形状がかなり酷似することから、20-3層 の擬似畦畔Bと

一-203-一



第 8章 C地区の遺構

判断される。出土遺物 三畦畔解体で盛土より古代Ⅱ期前半の須恵器不 (453)と 小破片で図化不可能であ

るが、該期に比定される黒色土器不が出土 した。芯材には横槌 (61)、 容器の破片 (11101180126)、 挽

物皿 (83084)、 曲物 (94 3 1ol。 109)、 田下駄 (54)、 横架材 (292)、 一木平鋤 (21)、 加工材 (294)、 有

孔板状木製品 (1970200)、 棒状木製品 (160)が含まれていた。時期 :N R01出 土遺物から、古代Ⅱ期後

半～Ⅲ期前半に埋没するが、畦畔出土の須恵期からすると、古代Ⅱ期前半に構築 されていた可能性 もあ

る。

第 6節 古墳時代の遺構

第 5調査面の遺構

(1)概要

本調査面はC地区全域で調査した第 5水田である。この水田は33層 (南北大畦畔 S C05周 辺は32層 )上

面で検出された埋没水田で、調査時呼称の古墳水田が該当する。水田域はC地区全域に広がり、水田区画

は水路を伴う大畦畔で大区画が形成され、内部に小区画水田が展開する構造を示す。

(2)第 5水田 (32033層水田)(第 98図  P L31036)

砂層の堆積状況 水田面全域にわたり厚さ 5 cm程の薄い泥炭層 (31-2層 )が被覆し、その直上に緑灰色砂

層 (28層 )が堆積する。この泥炭層は洪水直前の田面に残る植物質が腐食したものと思われ、本水田は洪

水直前にすでに湿地状態であったとも解釈される。調査では泥炭層を水田面検出の鍵層とした。緑灰色砂

層 (28層 )は、Cl地区西端のS D51052付近からC2地区中央部 S C05付近の範囲で40～ 60cmの 厚い堆

積が認められるが、C2地区北東側は希薄となる。堆積が厚い地点では、粘土ブロックを含み細粒砂と粗

粒砂が混じる上部 (28-1層 )と ラミナが発達した中粒砂主体の下部 (28-2層 )に分層される。ラミナの存

在から、水田は緩やかな水の流れにより埋没した状況をうかがうことができる。

遺構の検出状況 幅約 7mで中央に水路を伴う大畦畔 1条 (S C05)と 幅約1.2m程の大畦畔 3条 (SC
03051052)の ほか、Cl地区南西隅で並走する2条の溝 (S D51052)と S C03と 05の中間地′点で杭列

S C06が検出された。 S C03では出土した芯材に明確レベル差が認められ、上部の芯材は畦畔埋没後に構

築された畦畔 S C02に伴うものである。 S C02は S C03の復旧畦畔と判断される。砂層と泥炭層を取り除

いた水田面は33層上面であるが、C2地区中央部 S C05付近は33層上部に32層が堆積し、畦畔は32層の盛

り上がりとして確認された。 S C05付近に限定されて畦畔復旧がなされた結果と解釈される。 S C06は S

C02005と 並走するものの田面をやや斜行して打設されており、洪水埋没後の遺構と判断される。大畦畔

は盛土最上部まで28層で完全に埋没しており、良好な遺存状況を示していた。

遺構の構造 水田区画と傾斜 三本水田は 3条の南北大畦畔 (S C030050 51)と 1条の東西大畦畔 (SC
52)で大区画が形成されている。S C51と 並走するS D51052は、大畦畔相当地′点に構築された水路と判

断される。大区画については四周を確認できるものがなく、形状と規模は不明である。しかし、確認され

た東西大畦畔は 1条のみで、南北大畦畔S C03005051が約40m間隔で配置する状況からすると、東西幅

約40mで南北に細長い大区画が想定される。想定される大区画は 4区画 (A～ Dブロック)で、大区画内

部は40～ 50cm幅の小畦畔で区画され、所言胃、小区画水田が形成されている。確認された小区画数 (面積平

均値)は 356区画 (7.84m2)で、ブロック別ではAブロック37区画 (9.33m2)、 Bブロック90区画 (8.27

一-204-一



第 6節 古墳時代の遺構
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第 8章 C地区の遺構

小畦畔 (A類 )

小畦畔 (B類 )

小畦畔 (C類 )

小畦畔 (D類 )

第99図  C地 区第 5水田畦畔構築順序模式図 (S=1:1,200)
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第 6節 古墳時代の遺構

ぽ)、 Cブロック118区画 (7.09r)、 Dブロック111区画 (7.78r)である。小区画は十字・T字に交差す

るもののほか、食い違いを示すものがある。交点を越えて直線的に通る畦畔を優先的に構築した仮定のも

とに、畦畔の構築順序を模式的に示したのが第99図である。畦畔構築順序は以下の通りである。

① .大畦畔で大区画をつくった後に約15～ 20m間 隔で東西方向に小畦畔 (A類)を構築し、中区画帯を形

成する。

② .小畦畔 (A類)と 直交方向に小畦畔 (B類)を構築し15～ 20m四方の中区画を形成する。

③.2～ 3m間隔で小畦畔 (C類)を構築し、中区画を仕切り小区画帯を形成する。

④ .最後に小畦畔 (D類)で小区画帯を仕切り、小区画水田が完成する。

以上の状況は、A地区第 3水田、B2地区第304水田と同様、大区画内の小区画が交互に刀ヽ畦畔を構

築して完成していることを示しており、本遺跡では普遍的な構築方法であったと判断される。なお、静岡

県曲金北遺跡と同箕輪遺跡でも交互構築が見られている。水田面は沈下が激しく、傾斜は不明である。外

周トレンチ土層断面によると、各ブロックとも南東側から北西への傾斜が想定される。

水口と水利形態 三畦畔が途切れた水回は大畦畔S C52で 2箇所、小畦畔で154箇所、畦畔交点 1箇所が検

出された。小畦畔では東西方向での敷設が顕著で、敷設地′点を畦畔交′点付近と中央付近に分けた場合、前

者115箇所、中央39箇所の状況であった、 S C52は 北側の大畦畔沿いに幅50cmの 区画が存在しており、大

畦畔南側で南北小畦畔との交差地点に水回の敷設が見られる。この状況から、AブロックからBブロック

ヘの水回が想定され、水口を通過した水は直接田面へ流れるものと一坦大畦畔脇を流れ、そこから田面に

酉己水されたものとに分かれている。 Bブロックはこれらにより溜水され、田越し灌漑でJL方に酉己水された

と考えられる。水田面の標高から水回しの想定は困難である。水田面の傾斜 (想定)と 東西小畦畔に水口

の敷設が顕著な状況から、各ブロックとも南東から北方へ配水されていたと考えられる。

水田層及び水田面の状況 :水田層はヨシなどの植物遺体とブロック状の黄褐色砂層を含む黒褐色シル ト層

(33層 )である。しかし、南北大畦畔 S C05が位置するC2地区中央部に限定して、33層上部に黄褐色砂

層がブロック状に混入する暗灰色砂質シル ト層 (32層 )が堆積 しており、32層上面が水田面となってい

る。本水田の耕作過程でS C05と その周囲が修復されたことを示している。水田面には細かな凹凸が検出

され、水田層下面は凹凸が顕著であった。また水田面は随所で沈下が見られ、下層に第 6水田の自然流路

S D 3002が位置する部分は、特に沈下が顕著であった。調査で外周 トレンチに溜まる大量の水を随時排水

した結果生じたものと推定される。

芯材出土状況 :大畦畔S C020 03 0 050 510 52盛 土から芯材が出土した。横木材と杭が多量に出土したS

C05では、盛土最上部に梯子を置き杭で打ちつけた状況があった。

出土遺物 水田面と被覆砂層からの出土土器はない。畦畔解体でS C02よ り古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器

鉢 (339)、 古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器壺 P(427)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器高不 (368)、 古墳Ⅳ期の土師

器不 (350)、 S C04よ り古墳Ⅱ期 と思われる土師器高不、土師器壺、 S C05よ り古墳Ⅳ期の土師器不

(353)、 S C51よ り古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器鉢 (338)、 S C52よ り古墳Ⅱ期後半・Ⅲ期の土師器甕 (426)、

古墳Ⅲ・Ⅳ期 Pの土師器鉢 (340)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器鉢 (341)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器不 (342)が

出土した。水田検出時に田下駄 (41)が出土している。

水田の時期 下層の杭列群 S A01の 時期と大畦盛土出土遺物から、古墳Ⅳ期に埋没した水田と判断され、

古墳Ⅲ期頃に耕作が開始されていたと推定される。なお、 S C03では大畦畔の復旧 (修築)が見られる。

32層 と33層からの出土遺物がなく復旧時期は不明であるが、32層が被覆砂層直下に堆積していることから

埋没直前 (古墳Ⅳ期)頃に行われたものと推定される。耕作期間 (古墳Ⅲ～Ⅳ期)のなかでの復旧と判断

されるに過ぎない。
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第8章 C地区の遺構

大畦畔の構造

S C02003(第 100図  P L36)

位置 :C2地区北東隅に位置する大畦畔である。 S C02は S C03直上に位置する。検出状況 :重機で水田

面上面まで下げる過程でS C02の 芯材が検出され、芯材取り上げ後にS C03の プランが検出された。 SC
02盛土は確認されていない。規模・形状・方向 :33層 (水田層)が高まるS C03は 、幅1。 5mで N-74°―E

の方向に走行し、 S C05と約40m間隔で並走する。盛土は約15cm程が残 り、畦畔解体で畦畔と同方向に置

く横木材が出土した。本址中央部は 8本の杭が打設されているが、 S C02に 伴 うものもあろう。 S C02

は、芯材出土状況から約2.lm幅 で20cm程の高まりが存在したと推定される。芯材の方向が S C03と 一致

しており、 S C03埋没後位置を踏襲して構築された大畦畔と判断される。帰属水田層は不明であるが、32

層に伴う可能性がある。 S C02の 横木材は、 S C03盛土最上部より若千上位に S C03と 同方向に重ねら

れ、特に北佃1で密集傾向がある。約40本打設された杭は、横木材の脇に打ち固定したものと横木材直下に

打ち支えとしたものに分類され、前者は斜め、後者は垂直に打たれたものが多い。出土遺物 :S C02畦畔

解体で古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器鉢 (339)、 古墳Ⅲ期～古代 I期の土師器壺 P(427)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期の

土師器高不 (368)、 古墳Ⅳ期の土師器不 (350)が出土した。芯材では、 S C02横木材に横架材 (2770

285)、 田下駄 (53057)、 容器の破片 (11301150123)、 今J物 (81)、 有孔板状木製品 (206)、 有頭板状木

製品 (1360138)、 板状加工材 (1850186)、 板状木製品 (17801800182)、 エブリ (26)、 S C03横木材

に横架材 (298)、 加工材 (367)が含まれていた。 S C03での建築部材の転用は顕著であった。時期 :S

C03は第 5水田に伴うS C05な どの時期から、古墳IV期に存在していたものと判断される。 S C03直上の

S C02は、出土土器から埋没直前の古墳Ⅳ期に構築されたものと判断される。

S C05(S C04) (第 101図  P L36037)

位置 :C2地区中央部に位置し、本水田で唯一水路を伴う大畦畔である。調査では芯材のレベル差が確認

され、 S C04005と 遺構番号をつけた。ところが整理作業で同一遺構と判断されたことで、両者をS C05

として報告する。検出状況 三中央東西ベル ト沿いに掘削したサブトレンチで、 2条の高まりと中央の溝が

確認された。本址周辺の水田面に約30cm、 盛土上部に約10cmの砂層 (28層)堆積があり、砂層を掘 り下げ

てプランが検出された。水田面を覆う黒色泥炭層 (31-2層 )は畦畔脇で 8 cm程の堆積を示すが、盛土を被

覆していない。畦畔に上層水田の耕作が及んだ痕跡はない。なお、本址中央部 と南隅の不等沈下部分で

は、芯材を固定した杭の頭部が明瞭に露出する状況が見られた。規模・形状・方向 :盛土が 2条平行し中

央部に溝を伴う大畦畔である。方向はN-10°一Eで、 S C51と 約42m、 S Co3と 約40m間 隔で並走する。

2条の盛土は1.2～ 2.7m幅 で、地′点によりかなり変化する。中央の溝を含めたS C05全体幅は5.8～ 7m

を測り、中央部以北が幅広となる。盛土は西側が約25cm、 東側が約35cm遺存する。断面形は、西側が上部

平坦で東側は最上部が凸状となり、地点により異なりが見られる。中央部の溝は幅1.6～ 2mで盛土上面
から底部まで約90cmの 比高差がある。溝には中～粗粒砂主体の黄褐色砂層で埋まっており、埋土中位で南

側調査外から流されてきたと推定される多量の木材が出土した。底部と埋土中位に灰色細砂ラミナが確認

される。砂層は色調・粒子でかなり分層され、水田面を被覆する砂層 (28層)は埋土最上層に堆積する。

溝では流水の痕跡が確認され、大畦畔に伴う水路と判断されるが、不等沈下でその方向を底部の高低差か

ら判断できない。想定される水田面の傾斜から、南側から北方に流下していたと考えられる。畦畔解体で

多量の芯材が出土した。芯材は畦畔上端相当位置に 2列の杭列を打ち杭列間に横木材を畦畔と同方向に置

くもので、本址北隅、中央部、南隅の 3箇所で密集傾向がある。南隅では 1～ 1.5m程の横木材を 8本並

べ重ねた状況がある。本址中央部西側の盛土最上部に約1.5mの横架材、東側の盛土最上部に約2。 6mの梯

子を置き先端に杭を打ち付けて固定した状況がある。盛土間の凹みから多量の木材が出土している。出土
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第 8章 C地区の遺構

遺物 三畦畔解体で古墳Ⅱ期 と思われる土師器高不、土師器壺 (S C04)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器壺、古墳

Ⅳ期の土師器不 (353)(S C05)が 出土した。盛土芯材と凹みから、梯子 (351)、 曲柄着柄軸ナスビ形平

鍬 (9)、 曲柄着柄軸ナスビ形鍬 (16)、 柄 (27029)、 直柄横鍬 (la・ 2a)、 横鍬の柄 (lb・ 2b)、

横架材 (28002840291)、 板状木製品 (231)、 棒状加工材 (167)、 棒状木製品 (2290244)、 加工材

(368)が出土している。なお出土地点不明であるが、本址付近より曲柄着柄軸ナスビ形又鍬 (13014)が

出土している。

S C51・ 52(第 102図  P L37)

位置 :Cl地区に位置する大畦畔で、 S C51と 52は調査区北東隅で交差する。検出状況 :被覆砂層 (28

層)の掘 り下げで水田層 (33層 )が高まる 2条の大畦畔が検出された。畦畔に上層水田の耕作は及んでお

らず、最も良好に遺存する場所では、 S C51で約30cm、 S C52で約40cm盛土が残る。規模・形状 0方向 :

S C510 S C52と も幅は1。 2～ 1.5mと ほぼ均一である。 S C51は S C52交差地点で湾曲し、やや蛇行傾向

でN-13～ 17°一Eの方向にのびる。 S C05と 約43m間隔で並走する。一方 S C52は 、 S C51交差地点から

N-120°―Eの方向にのび、畦畔が途切れた水回は 2箇所存在するほか、中央部には盛土が凹む箇所があ

る。本址北側は約50cm間隔で小畦畔が並走し、大畦畔脇に細長い区画が形成されている。水口位置からす

ると、本址南側の小区画 (Aブロック)か ら水口を経由した水には、一坦大畦畔脇を流れ田面に配水され

ていたものがあったようである。畦畔解体でS C51と 52交点、 S C52中 央部、 S C52西側水日付近で芯材

が出土した。芯材の出土に粗密が認められた。特に密集する畦畔交点の芯材は、水田面とほぼ同レベルに

畦畔と同方向に 2～ 2.5mに 及ぶ横木材を重ね置いたもので、 S C51の み畦畔上端付近に22本の杭を打設

して横木材を固定した状況がある。杭は 2列の杭列をなし、芯材はT字型を示している。 S C52横木材が

S C51横木材下部に入り混んでおり、同時期に敷設されたものであったことを示している。一方 S C52の

芯材は、 2～ 4mに及ぶ建築部材を水田面とほぼ同レベルに重ね置いたものである。西側水日付近の横木

材は、盛土最下部と最上部とで出土しており、出土レベルに明瞭な差が見られる。後者には水口部分で 2

本の横木を橋状に渡したものもある。確認された 7本の杭は、下部の横木材 (建築部材)敷設に伴い打設

されたものと思われる。出土遺物 :畦畔解体でS C52中 央部より古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器鉢 (341)、 古墳Ⅱ

期後半・Ⅲ期の土師器甕 (426)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器鉢 (338)、 古墳Ⅲ・Ⅳ期 Pの土師器鉢 (340)、 古

墳Ⅲ・Ⅳ期の土師器不 (342)が出土し、特に古墳Ⅱ期後半・Ⅲ期の土師器甕 (426)は水田面と同レベル

で同一個体の破片が近接する 2箇所でまとまる状態であった。 S C51よ り古墳時代Ⅲ・IV期の不が出土し

た。 S C51の芯材には横架材 (288)、 S C52の芯材には横架材 (309)、 縦材 (2500264)、 垂木 (3450

346)、 曲柄着柄軸ナスビ形鍬 (17)、 加工材 (362)が含まれていた。

S C 3023・ 3024、  S D51・ 52(第 102図 )

位置 :Cl地区南西隅に位置する。検出状況 三被覆砂層 (28層 )を水田面まで掘 り下げた段階で並走する

2条の溝 (S D51052)が検出された。規模・形状・方向 三方向は S D51052と もN-8～ 14°一Eで、約

55m間隔でS C51と並走して北方にのびる。 SD間 とS D52西側に畦畔状の高まりが残 り、整理時で前者

に S C 3024、 後者に S C 3023と 遺構番号を付けた。 S C 3024は約 3m幅、 S C 3023は約1.8m幅である。

S D52底音るとの上ヒ高差は、 S C 3024が約50cm、  S C 3023が約20cmを演Jる。 S C30230 30240 S D52は 、 中

央部に水路状の凹みを伴う一連の遺構 (大畦畔)で、 S D51は 大畦畔に沿う凹みと判断される。出土遺

物 :S C 3024中 央部より曲柄着柄軸ナスビ形平鍬 (10)が出土した。

(3)杭列

S C06(第 98図 )
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第 6節 古墳時代の遺構

位置 三C2地区北東側、 S C03と 05の中間地′点に位置する杭列である。検出状況 :水田被覆砂層 (28層 )

の掘り下げで水田面やや上位で杭頭部が確認された。規模
・形状・方向 :本址は砂層被覆後に打設された

杭で、約50点の杭列はN-29°一Eの方向にのび、第 5水田南北大畦畔と酷似する方向を示す。本址 と南北

大畦畔 S C03005が 等間隔に配置することから、南北大畦畔の位置を意識して打設されたものと判断され

る。出土遺物 :特にない。時期 :杭頭部のレベルから、第 5水田が埋没した直後 (古墳Ⅳ期以降)に打た

れたものと判断される。

2 第 6調査面の遺構

(1)概要

C地区中央部で検出された杭列群 (S A01)と C2地区中央部の S C31が該当する。両遺構とも39層に

帰属する。39層からはプラント・オパールが検出されており、水田層と捉えることができる。 S A01と S

C31の走行方向は、下層の第 6水田畦畔 (S C41042043)と 酷似しており、両遺構の構築が第 6水田埋

没後に水田区画を踏襲したものであったことを示す (第 103図 )。 なお、39層で水田跡は検出されて
いな

い。38層はプラント・オパール分析結果から水田層と認識されるが、畦畔は連続耕作により遺存しな
い。

なお、現場で「 S C42西隣の SC」 として取 り上げた遺物のなかには、古墳 I期の壺 (123)、 弥生Ⅲ期

～古墳 I期の壺 (259)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (183)、 弥生Ⅲ・Ⅳ Pの壺 (245)、 弥生Ⅲ
・Ⅳ期の壺、古墳

I・ Ⅱ期の土師器甕 (408)、 古墳Ⅱ期の甕、古墳 I・ Ⅱ期の土師器器台 (358)、 弥生Ⅲ
・Ⅳ期の高不

(167)、 管玉 (48)、 土錘 (35)があり、これらは本址北西端 (Cl地区)の S A01bま たはS A01dか ら

出土したものである。39層 より弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (229)が出土している。

(2)杭列

S A01(第 1030104図  P L37038)

位置 :C地区中央部に位置し、C2地区南西部から外周 トレンチを挟みCl地区北東部にのびる杭列群で

ある。この杭列群は数単位の集合体で、走行方向のずれと杭列の交差などから、若千の時間差が存在する

可能性がある。本址については整理時に S A01と 遺構番号を付け、本報文では
a～ gの細分名称を用い

た。検出状況 :第 5水田調査後、重機で第 6水田被覆砂層 (40-1層 )上面まで下げる段階で、密に重なり

合う横木材と杭列が確認された。本址は検出面から39層に帰属する遺構で、灰色粗砂をブ
ロック状に含有

するシル ト層 (38層 )で埋没している。杭頭部のレベルに若干差異が見られ、埋没後に打設された杭が含

まれている可能性がある。規模・構造・方向 三本址は南東
～北西方向にのびる 3条の杭列 (S A01a・

bOC)と 直交する 4条の杭列 (SA01e O f O g)、 斜行する 1条の杭列 (S C01d)で構成された遺

構である。本址は第 6水田畦畔 S C410 42043の 水田区画とかなり酷似し、第 6水田の水田区画を踏襲し

て構築されたものと判断される。南東～北西方向にのびる杭列 (S A01a・ b・ C)の構造は、以下の通

りである。

S A01aは、幅約 2mの間に 4～ 5mに 及ぶ横木材を密に重ねたもので、 S A01gと の交差地点に杭を打

設し杭列間に約40個の石を敷く状況がある。北西隅では横架材の転用があった。方向はN-28～ 38°
一Eで、

S A01g交差地点でやや屈曲する。

S A01b・ Cは、 S A01a西側を並走し、途中でやや屈曲し中央部で交差する。 SA01b O Cと も横木材

を縦に並べ丸太材と板材で固定したもので、 4箇所の杭列交点で密に重なり合い、杭の打設が顕著であ

る。 S A01b・ Cで楯・蹴放材の転用があり、 S A01Cでは縦に並べた建築部材と密集する杭列が若干ズ

レる状況がある。杭が横木材固定のみに打たれたものではないことを示している。
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第6節 古墳時代の遺構

南西北東方向にのびる杭列 (SA01e O f O g)は 、調査区南東側を 2～ 4m間隔で並走する。杭列の

構造は以下の通 りである。

S A01fは 、北側で SA01b O Cと 接 しS A01aと 交差する杭列で、 S A01C横木材 (横架材転用)は杭

列内部を横断する。本址は幅1.5mの間に板材を主体 とした杭 を密に打ち、杭列間に横木材を敷設 したも

のである。横木材には約 2mに及ぶ横架材の転用があり、柄穴 と脇に杭 を打ちつけて固定 した状況があ

る。

S A01eは 、 SA01a O bと 交差する。 S A01a・ b間は横木材の敷設、 S A01a以北は杭列 (丸太材 )

で構成されてお り、 S A01a交差地′点を境に差異が見られる。

S A01gは 、 S C01f南東約 2mを並走し、 S A01aと 交差する杭列である。杭列群のなかで最 も北西部

に位置する

S A01dは、横木材を重ね合わせ杭を密に打つものである。中央部で S A01dと 交差する。北西隅では

楯・蹴放材の転用があり、中央部と脇に打った杭で固定した状況があった。

出土遺物 :SA01a O gの 交差地点周辺より、古墳 I・ Ⅱ期前半の土師器壺 (393)、 弥生Ⅳ期・古墳 I期

の土師器甕 (231)、 古墳 I・ Ⅱ期前半の土師器甕 (396)、 古墳 I期の壺 (121)、 管玉 (49)、 S A01a・

f交点よリミニチュア土器 (39)、 S A01a・ b間で古墳 I・ Ⅱ期の土師器壺 (399)、 S A01eょ り古墳

I・ Ⅱ期の土師器壺 (385)、 そのほか杭列に伴う土器では、出土地点が不明であるが、弥生Ⅲ・Ⅳ期の

壺 P、 古墳 I・ Ⅱ期の土師器壺が出土した。 S A01a・ b間出土土器は、同一個体の破片が 2箇所にまと

まる状況を示していた。土器以外では管玉 (48)、 勾玉 (50)土錘 (35)が出土した。ただし、杭列精査

のため周囲を下げているので、出土遺物には40層ないし41層のものが含まれている可能性がある。芯材で

は、 S A01aに楯・蹴放材 (337)、 横架材 (27402870296)、 一木平鋤 (22)、 棒状加工材 (162)、 加工

材 (363)、 S A01bに 楯・蹴放材 (343)、 曲柄着柄軸棒状ナスビ形又鍬 (15)、 曲柄着柄軸棒状平鍬 (4)、

横架材 (290)、 有孔板状木製品 (210)、 柄 (30)、 S A01Cに楯・蹴放材 (3270330033303390340)、

縦材 (259)、 横槌 (59)、 S A01dに 楯・蹴放材 (3340335)、 弓状木製品 (147)、 S A01fに 横架材

(26902750326)、 S A01gに柄 (28)、 棒状加工材 (163)が含まれていた。なお、杭ではS A01aで縦

材 (2560260)、 S A01bで縦材 (2540261)、 棒状木製品 (24502460247024803790394)、 S A01C

で縦材 (262)、 棒状木製品 (240)、 S A01gで棒状加工材 (1630166)、 S A01fで縦材 (257)が転用さ

れていた。時期 三杭列と杭列間の出土遺物から、古墳Ⅱ期前半を主体に構築されたものと判断され、第 6

水田が洪水で埋没した直後に構築されたことは遺物からうかがえる。

S C31(第 104図  P L38)

位置 :C2地区中央部に位置する。検出状況 :第 6水田調査段階で、水田面より上位で横木材を伴う2列

の杭列が確認された。盛土は確認されない。規模・形状・方向 :13本打設された杭が約 lm間隔で 2列並

走し、杭列間に横木材を重ね置く遺構である。本址は39層に伴う杭列畦畔で、第 6水田畦畔 S C42と は約

5m間隔で並走し、約2.4mに 及ぶ縦材 (249)を杭で固定し横木材として転用する状況がある。杭列間の

出土木材には、曲柄着柄軸棒状平鍬 (6)、 曲柄着柄軸ナスビ形又鍬 (11)が含まれていた。なお、本址

南東側の39層上面で、踏面を上位にした状態で梯子 (353)が出土している。出土遺物 :杭の取 り上げ時

に古墳時代Ⅱ期と思われる甕が出土している。時期 :S A01と 同様、39層に帰属することから古墳Ⅱ期前

半に構築されたものと判断される。
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第 8章 C地区の遺構

第 7調査面の遺構

(1)概要

本調査面はC地区全域で調査を実施した第 6水田である。この水田は41-1層 で検出された水田で、調査

時呼称の弥生水田が該当する。 C地区最終調査面である。第 6水田は灰白色粗粒砂を多く含むシル ト層

(40層 )で被覆された埋没水田で、水田層 (41-1層 )と 被覆層 (40層 )は調査区全域に堆積が見られる。

本水田は、畦畔とS D 3002と で構成される水田である。調査区北西側は畦畔が直線的にのびる一方、調査

区南東側は蛇行するS D 3002と 畦畔により不規則な区画を示す様相である。なお、C地区中央部では水田

層直上の39層 より杭列群 S A01が検出されている。調査では杭列精査と取 り上げを重視したため、水田面

での検出は不可能な状況となった。

(2)第 6水田 (41層水田)(第 105図  P L31)

砂層の堆積状況 水田面上面には暗灰色シル ト層 (40層 )が堆積する。シル ト層には石英・斜長石・黒雲
母を主体とする灰白色粗粒砂が多量に含まれており、その鉱物組成から犀川起源の洪水砂と判断される。

砂層の厚さと平面的な分布にはかなり粗密がある。調査は40層 を掘 り下げ、41-1層上面で遺構検出を行っ

た。水田面直上に砂層が約10～ 20cmの厚さで堆積する箇所と、砂層堆積が希薄で水田面直上に40層が堆積

する箇所もある。砂層はかなり不安定な状態で水田面を覆っている。

遺構の検出状況 大畦畔 (S C42)に 伴 う杭列は、杭頭部が畦畔検出面より30～ 40cm上位に突出してお
り、40層 を下げる段階で確認された。水田層が高まる畦畔は砂層堆積範囲でも検出され、杭列は横木材を

固定したものと判断された。畦畔には 1～ 1.5m幅の大畦畔 (S C41042043)と 50～ 70cm幅の小畦畔が

あり、前者は調査区北西側で15cm程の高まりを残し直線的にのび、わずかな高まりの残す後者は、調査区

中央部で不規則に蛇行する状態で確認された。被覆砂層が希薄な箇所では、畦畔と田面の遺存状況が悪

い。また、砂層堆積範囲でも、水田面被覆砂層が削ったものと判断される痕跡が不規則な溝状の凹みとし

て検出されている。調査区南東側では、畦畔検出面とほぼ同レベルで畦畔状の高まりを伴う約 7m幅の大

規模な溝 (S D 3002)が検出された。底部には水田を被覆する砂層が堆積しており、水田に伴う施設とし

て判断される。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :調査区南東側には畦畔状の高まりを伴い配 (排)水施設と判断されるSD
3002(水路)がある。水田区画が捉えられたC2地区は、直線的にのびる3条の大畦畔 S C41042043で

区画されている。大畦畔は S D 3002に平行方向 (S C41043)も しくは直交方向 (S C42)に構築されて

おり、水路に規制された水田区画を示している。S C41と S D 3002間 は約20m、 S C43と S D3002間 は約

30mを測る。大畦畔で区画された内部は、 S C41043と 並走し比較的直線的に走行する小畦畔と、蛇行す

る不規則な小畦畔とで区画されている。田面は明確に方形をなすものはなく、かなり不整形である。水田

一筆が確認された田面は 6区画である。面積平均値は29。 01がであるが、40～ 60m2の 区画と6m2程の区画

との 2種類があり、大畦畔で囲まれた内部は、田面の傾斜など地形的差異に起因して 2種類の区画がされ

ていたと判断される。Cl地区ではS D 3002と 並走する小畦畔が検出されたにすぎず、C2地区と同様な

水田区画が存在したかは不明である。水田面には細かな起伏がある。等高線から、 S D 3002が位置する調

査区南東から北西にかけての緩やかな傾斜が判読されるが、調査区南西 (菅平線)か ら北東 (保科川)方

向の傾斜を捉えることは困難である。

水口と水利形態 :水回は未確認であるが、調査区南東側を蛇行する水路 S D 3002か ら水田面に配水され、

田越し灌漑で北西方向へ配水されていた可能性が高い。
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第 8章 C地区の遺構

水田層及び水田面の状況 三水田層は泥炭を含む黒褐色シル ト層 (41-1層)で、酸化鉄の集積がある。黒色

水田面には灰白色砂層が落ち込む細かな化の度合いで 2層 (41-1層、41-2層 )に分層される場所がある。

凹凸が見られるが、足跡・耕作痕に判断できるものはない。

芯材出土状況 :S C410420 43で 芯材が敷設されており、特にS C41042交 ′点は顕著である。 S C42では

畦畔上部に約2.lmの楯・蹴放材を置き、中央部に杭を打ち固定した状況がある。

出土遺物 S C41に は弥生Ⅳ期の甕 (223)が埋設されており、そのほか S C42よ り古墳 I・ Ⅱ期の土師

器甕 (398)、 畦畔より古墳 I期の壺 (122)、 S D 3002よ り弥生Ⅲ期の壺 (260)、 弥生Ⅲ期後半・IV期の台

付甕 (236)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (182)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (325)、 弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の高不 (158)、

弥生Ⅳ期・古墳 I期の壺 (130)、 弥生Ⅳ期・古墳 I期の鉢 (335)、 古墳 I・ Ⅱ期前半の土師器甕 (424)、

古墳 I・ Ⅱ期前半の甕 (423)、 C2地区北側の水田面より弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (160)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の台

付甕 (239)、 赤彩のある鉢・壺、水田層より弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の壺 (81)が出土した。水田面では敲石

と石鏃 (20)が出土している。

水田の時期 S C41に埋設された弥生IV期の甕とS C420 S D03出 土土器から、古墳Ⅱ期前半に埋没した

水田と判断される。畦畔と溝からは弥生Ⅳ期の土器が出土していることから、該期に耕作が行われていた

と推測される。

大畦畔・水路の構造

S C41(第 106図  P L39)

位置 三C2地区南西側に位置し、調査区中央部でS C42と 交差する大畦畔である。検出状況 三40層の掘 り

下げで水田層が高まる本址が検出され、北西側では本址に並走する畦畔が検出された。規模・形状・方

向 三方向はN-50°―Wで、 1～ 1.2m幅でC2地区南西隅から北東に向かい直線的にのび、 S C42と 交差す

る。盛土は16cm程遺存する。盛土内には芯材が敷設されており、 S C42交差地点で密集する。交点の芯材

は水田面よりやや下位から出土しており、畦畔幅と芯材幅にずれが見られる場所がある。これは水田耕作

時に畦畔位置が移動したことを示しており、芯材には本址構築以前に存在した盛土に伴うものがあったと

推定される。出土遺物 :本址南西側の盛土上端付近で、弥生Ⅳ期の壺 (223)がやや斜めに埋設されてい

る。なお、芯材精査時に弥生Ⅲ・Ⅳ期の土器が出土したようであるが、詳細は不明である。芯材には一木

平鋤 (24)、 横架材 (324)が含まれていた。

S C42(第 106図  P L39)

位置 :C2地区中央部に位置する。調査区北西側でS C41043と 交差して南西側でSD3002と 交差が想定
される大畦畔である。検出状況 三本址芯材を固定する杭列頭部が水田面より30cm程上位に突出していた。

杭は40層掘 り下げ段階で確認され、本址の存在が想定された。本址周辺には灰白色粗粒砂が比較的多く含

有されており、遺構検出は砂層上面を基準に行った。水田層が高まる本址直上は砂層堆積が希薄であった

が、盛土は10cm程遺存した。規模・形状・方向 三方向はN-31°二Eで、調査区南東から北西にのびる。

1。 2～ 2.2m幅で中央部が幅広となり、 S C41交差地点以西は直角に屈曲しS C43と 交差する形状を示す。

屈曲地点付近では杭の打設が確認された。杭は上層から打たれた可能性もあるが、本址と平行するものが

あることから、本址との関係があるものと判断される。なお、この杭は調査時に「S C43」 として取り上

げられている。芯材は最も幅広となるS C41交差地′点付近とやや南東側の 2箇所に敷設されている。畦畔

と同方向に横木材を密に重ね合わせ杭で固定したものである。 S C41交点では盛土中位と水田面やや下位

のものとが見られ、後者に相当するS C41芯材先端が本址に入り込む状況があった。芯材の敷設に時期差

が見られる。本址南東側では、盛土中央部付近に楯・蹴放材を置き、両端に杭を打ちつけ固定した状況が

見られた。建築部材の柄穴を利用して杭を打設したと思われ、杭は 2mに及ぶものもある。盛土の遺存状
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第 6節 古墳時代の遺構

況が悪いことから、埋没直前には杭列を覆う程度の盛土が遺存した可能性があるが、杭頭部の突出が顕著

なことは、水田面が土圧で沈下する一方で杭がほぼ原位置を保つことで生じた現象とも理解できよう。出

土遺物 三畦畔解体で古墳 I・ Ⅱ期の土師器甕 (398)が出土した。芯材には楯・蹴放材 (328)、 横架材

(2660276)、 縦材 (255)、 マセ柱 (354)、 加工材 (366)、 有孔板状木製品 (201)な どの建築部材が多く

含まれていた。

S C43(第 106図 )

位置 :C2地区調査区北西に位置し、本址南側でS C42と 交差する。検出状況 :40層 の掘 り下げで水田層

の高まりとして検出された。規模・形状・方向 :方向はN-36°一Wで、調査区中央北側で S C42と 交差し、

調査区境に平行して北西方向にのびる。本址南側はS C42と不規則に交差するが、ほぼ直線的な形状を示

す。規模と形状からS C41042と 同様、本水田の大畦畔として判断される。盛土はわずかに残る程度であ

る。調査区北隅で東西方向に並ぶ芯材が出土しており、その方向から本址と交差し東方にのびる畦畔が存

在したと判断される。調査区北隅の芯材は、水田面よりやや下位で出土している。芯材は自然木が主体で

杭の打設は見られない。出土遺物 三盛土解体で高不などの土器が出土した記録があるが、詳細は不明であ

る。

S D3002(第 105図  P L39)

位置 三C地区南東側に位置し、調査時に弥生面自然流路と呼称した遺構である。検出状況 :C2地区の水

田面精査で調査区境と平行する溝状遺構と北西側上端付近で畦畔状の高まりが検出された。中央ベル ト土

層断面観察で、本水田に帰属する遺構と判断された。C2地区ではサブトレンチを掘削し底部まで掘 り下

げたが、Cl地区は調査期間の関係でプランの確認にとどめた。規模・形状・方向 三7～ 8m幅でC2地

区北東隅からCl地区南西側に向かい、調査区境と平行して走行する。上端は細かく屈曲し、Cl地区で

蛇行する形状を示す。Cl地区水田面との比高差は約40cmで 比較的浅い。底部の標高は、Cl地 区で

339.600m、 C2地区北東側で339。 800mで、約20cmの 高低差があるが、C2地区は溝の底部まで達してい

ない可能性がある。この状況から、本址は現菅平線から現保科川方向に向かい傾斜に平行して流下してい

たと推定される。畦畔状の高まりを伴い大畦畔S C41042043と水田区画を構成することから、自然流路

として調査区を流れていた本址を耕作時に灌漑用の水路として利用したと判断される。埋土 :底部に水田

面を覆う灰色砂層 (40層に含有)が堆積し、20cmの厚さを示す箇所もある (第 107図 )。 砂層上部には多量

の木材を含む黒褐色シル トが堆積する。

出土遺物 :埋土より弥生Ⅲ期の壺 (260)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (182)、 弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の台付甕

(236)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (325)、 弥生IV期 ～古墳 I期の壺 (130)、 弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の高不 (158)、

＼  /  ＼ / ＼

4- sao. ooo

犀川起源の洪水砂

0         (1:40) 2m

第107図  C2地 区第 6水田S D 3002断面図
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第8章 C地区の遺構

弥生Ⅳ期・古墳 I期の鉢 (335)、 古墳 I・ Ⅱ期前半の土師器甕 (423・ 424)が出土した。また、出土木材

には曲柄着柄軸棒状平鍬 (5)、 横架材 (282)、 板状加工材 (214)が含まれており、上流から調査区内に

運ばれてきたものと判断される。時期 三出土遺物から弥生Ⅲ期には存在しており、本水田が埋没する古墳

Ⅱ期前半まで水路として存続する。

第 7節 小 結

本節では、検出された水田の時期 と水田区画の特徴等を列記し、弥生時代から近世までの水田構造の変

遷をうかがうこととする。

本地区最終調査面である第 6水田 (第 7調査面)は、弥生Ⅲ期に耕作が開始され古墳Ⅱ期に犀川起源と

思われる洪水砂で埋没した水田である。調査区縁辺には水路として利用した自然流路 (S D 3002)が あ

り、水田はこの流路と大畦畔とで区画されている。大畦畔内部は蛇行傾向の小畦畔が不規則に走り、かな

り不整形な田面形状は地形の傾斜と流路に規制された水田の様相を示している。芯材では大畦畔中央部に

2mに及ぶ建築部材 (楯・蹴放材)を 置き両端を杭で打ちつけ固定した状況がある。

39層杭列群 (第 6調査面)は、第 6水田埋没直後に区画を踏襲して構築されたもので、古墳Ⅱ期に犀川

起源と思われる洪水砂で埋没する。杭列群は 7単位の集合体であり、建築部材の横木材への転用が顕著で

ある。

第 5水田 (第 5調査面)は、古墳Ⅳ期に埋没した水田である。等間隔に大畦畔が配置して方形の大区画

を形成し、大区画内部に約 8m2規模の小区画水田が展開する様相を示す。本水田はA地区第 3水田、B2

地区第 304水 田と同様、大畦畔に伴う水路に敷設された水口を媒介に水田内に配水して、田越し灌漑が

なされている。

第 4水田 (第 4調査面)は、古代 H期後半～Ⅲ期前半 (8世紀後半～ 9世紀前半)に埋没した正方位の

条里型水田で、C2地区中央北東側では埋没直前での復旧痕跡が確認されている。 S C01出 土土器から、

大畦畔は 8世紀前半に構築されていた可能性があり、該期がC地区での正方位条里の出現期 と捉えること

もできよう。東西大畦畔 (S C01)は 東西坪境位置に存在し、南北坪境は水田を切る自然流路で削平され

た可能性が高い。坪内区画は南北二等分、東西五等分した「半折型」が基本型で、表層条里の景観が本水

田まで遡ると判断される。

第 3水田 (第 3調査面)は、中世に埋没した水田である。水田面に洪水砂が埋まる無数の足跡が分布

し、畦畔は足跡のない帯状部分として検出された。第 1水田S D01直下に主要水路 (S D03)と 3条の脇

水路 (S D04005006)が あり、これらが坪境を構成する。水田区画は近世水田と酷似する様相である。

第 2水田 (第 2調査面)は、第 1水田直下の埋没水田で、埋没時期は近世に比定される。第 2水田はト

レンチ調査で確認した畦畔をもとに区画を想定する調査方法を採用し、第 1水田と酷似する水田区画が明

かとなった。

第 1水田 (第 1調査面)は、近世18世紀前半に lmに及ぶ洪水砂で埋没した水田である。所謂「成の満

水」で埋没した可能性が高い。C2地区外周 トレンチ北壁では、南北坪境線直下の水路 (S D01)が埋没

後圃場整備前の水路に踏襲されていた状況が確認された。畦畔の位置は第 2水田とかなり酷似しており、

本水田は第 2水田の復旧水田と判断される。一方Cl地区拡張区Bでは、大畦畔を画して地形的に高まる

場所に畠跡、低地に水田跡が分布する状態が認められた。水田面では畦畔と並走する稲株が多数検出さ

れ、採取した 6試料についてDNA分 析を実施した。
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第 1節 概 観

第 9章 D地区の遺構

第 1節 概 観

D地区は保科川から県道小出・綿内停車場線までの幅約40m、 長さ約400mの調査区である。調査区の

北西側には長野電鉄河東線があり、安全確保のため用地内に未調査部分が残された。

調査は 3つの小地区に分割して行われた。Dl地区、D2地区、D3地区である (第 108図 )。 各小地区
により調査面の層位が異なっているが、者5合 10面の調査面となる。各調査面の調査範囲が全地区に及ばな

いのは、調査期間の制約と、各地区の層の遺存状況が均一ではなく発掘時に地区間の検出面が対応できな

かったためである。調査面と水田遺構の概要を第15図を参照していただきたい。第 30第 7調査面は溝ま

たは杭列のみが検出された調査面で、水田遺構名を付していない。

調査成果の概要 近世から弥生時代後期にわたる 6面の水田跡を検出した。中世・近世の水田が 2面

(第 10第 2調査面)、 平安時代が 1面 (第 4調査面)、 古墳時代中期が 1面 (第 5調査面)、 古墳時代前期

が 1面 (第 6調査面)、 弥生時代後期が 1面 (第 8調査面)である。調査区内のほぼ全域が溝、畦などの

水田関連遺構であるが、第 6調査面 (古墳時代初頭)では微高地が部分的に検出され、方形周溝墓などの

遺構が発見された。また、第 9調査面では弥生時代中期の水路と堰が検出され、水田跡の存在が予想され

たが、水田区画は確認されなかった。第10調査面では弥生時代中期の溝と縄文時代晩期の遺物集中が検出

されたが、水田跡は確認されていない。D2地区③④区では氷Ⅱ式、D3地区では佐野Ⅱ式が出土し、そ
れぞれ焼土跡が検出された。調査は縄文時代晩期土器が出土した27層面で終了した。28層以下は トレンチ

調査により掘 り下げたが、砂層とシル ト層が互層をなしており、遺構遺物は確認されなかった。

遺構名の変更について 小地区の分割調査を行い、ガヽ地区ごとに遺構名を付けたため、D地区内で遺構

名が重複している。本報告書の記述に混乱を生じるため、第 8表のように遺構名を変更した。なお、遺構

名の変更は報告の便宜的なもので、遺物の注記、図面・写真等の記録は発掘時の名称を用いている。

第 8表  D地区遺構名変更一覧表

地区名 発掘時の名称 報告書の名称 調査面

D2地区①②区 SA01 SA2001 第 8調査面

Dl地区 SC01 SC1001 第 7調査面

Dl地区 SE)01 SD1001 第 8調査面

Dl地区 SD02 SD1002 第 8調査面

D2地区③④区 SE)01 SD2001 第 6調査面

D2地区③④区 SD05 SD2005 第11調査面

―-227-一
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第 2節  基本層序

第 2節 基本層序

Dl～ D3地区を代表する地′点の土層柱状図を第108図 に示した。D地区全体に広がる土層と部分的に

見られる土層とがあり、各調査区間で対比できない土層も観察される。また、土層観察地′点④・⑤は微高

地となった時期があり、他の観察地′点と異なった堆積層が見られる。

なお、発掘調査ではD3地区の層順を基本層序とし、Dl～ D3地区で共通した層名を用いていたが、

調査区全域に広がらない部分的な堆積層に、各地区で適宜別個の層名を付したため、土層名が煩雑 となっ

た。そこで、これらを整理しD3地区の基本層序名に枝番号を付して層順を示した。しかしながら、層の

上下関係が不明なものもあり、枝番号の数字が必ずしも層の上下関係を示していない場合がある。また、

微高地上の土層観察⑥地′点ではD地区の基本層序に対比できないものがあり、これらはアルファベ ソヽトを

付した。以下に各土層の説明を記す。土質の表現は記録されたのをそのまま示した。地区により観察者が

異なり、土質の表現に差がある為、本地区内での相対的な比較は可能であるが、他地区との土質の比較は

できない。例えばC地区とD地区の「シル ト質砂層」は必ずしも同じ土質を示しているとは限らず、E2

地区の「砂質シル ト層」とD地区の「シル ト質砂層」が同じ土質ということがある。但し、D地区とEl

地区は同じ観察者による共通した表現である。

なお、算用数字で示した層名はEl地区と共通しており、アルファベ ソヽトで示した層名はD地区固有の

もので、他地区の層名と対比されない。

基本層序は、以下の通 りである。

l-1層 :褐色シル ト質砂層。耕作土。

l-2層 :黄橙色砂層。0.5～ 2 cmの亜角礫を含む。現耕作土の直下。

l-3層 :明褐色砂層。礫を多く含む。

2-1層 三黄橙色シル ト質砂層。上部に酸化鉄の集積あり。

2-2層 :橙色シル ト質砂層。

2-3層 三淡黄色シルト層。
2-4層 :明黄褐色砂層。ラミナが見られる。

3層  :明褐色シルト質砂層。細砂粒のラミナが見られる。酸化鉄が集積。

4-1層 :明赤褐色砂層。酸化鉄、酸化マンガンが沈着。極めて軟らかくラミナがある。4-204-304-4層

との上下関係は不明。

4-2層 :橙色砂層。 (第 1水田被覆層)

4-3層 三青灰色シル ト層。近世後期の水田層と考えられ、酸化鉄の集積が見られる。 C地区の10層に類

似。 (第 1水田層)

4-4層 :にぶい黄橙色砂層。ラミナが見られる。

5層  三にぶい黄橙色シルト層。

6-1層 :浅い黄橙色シル ト層。僅かに粗粒砂を含む。

6-2層 :にぶい黄橙色シル ト層。小礫を少量混じる。

6-3層 :に ぶい黄橙色シルト層。細かな根を主体とするピー トを多く含む。炭化物粒少量含む。

7層  :に ぶい黄橙色シルト層。酸化鉄、酸化マンガンが見られる。

8-1層 :明褐灰色シル ト層。下部に灰色シル トをが見られる。酸化マンガン、酸化鉄の集積あり。

8-2層 三暗緑灰色シル ト層。ピー トを含む。炭化物を含む。
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第 9章 D地区の遺構

8-3層 :明赤褐色シル ト質砂層。

9Tl層 三褐灰色シル ト層。酸化鉄の集積がやや目立つ。 (9層上面がD3地区第 3調査面)
9-2層 三灰色シル ト層。酸化鉄の集積多く、炭化物粒を含む。 (9-2層上面がD2地区の第 3調査面)
9-3層 :灰色シル ト層。 9層が混じる。

10層  :にぶい黄橙色シル ト層。少量の灰色シル トとピー トが混じる。

11層  :灰色シル ト層。黒褐色ピー トを含む。部分的に10層がブロック状に混じる。Dl地区では11層上

面に明黄褐色砂層が部分的に堆積する。 (上面が第 4調査面)

12層  :赤灰色シル ト層。細砂粒、黒褐色ピー トを含み、ラミナがある。D3地区のみで存在。
13-1層 :灰色～明黄褐色シル ト層。粗粒砂、小礫を多数含む。

13-2層 :青灰色～青黒色シル ト層。11層 を基調とし、 5 mmほ どの黒色ピー トが重層する。

13-3層 :明灰色シル ト層。比較的緻密で硬 く締る。炭化物を含む。白色シル トが互層となる。

14-1層 :灰黄褐色シル ト層。ヨシを主とする褐色ピー トが散在する。僅かに炭化物を混じる。 (上面が第

5調査面)

14-2層 :褐灰色シルト質砂層。ピー トが含まれる。D3地区～El地区に見られ、El地区の方がピー ト
が強い。

15-1層 :黒色ピT卜 層。ヨシを主体 とする。灰色砂質シル トと混じる。

15-2層 :褐灰色ピー ト層。灰色のシル ト質砂層が混じる層。

16層  :褐灰色シルト質砂層。細かなピー トを含む。特にD10D2地 区では黒褐色の細かなピー トを多
量に含む。

17層  :褐灰色シル ト質砂層。少量ではあるが16層 と類似したピー トを含み、色調は16層 より白色味が強
い。 (上面が第 6調査面)

18層  :灰白色砂層。極細粒砂で石英粒が多く、 C地区38層に類似する。部分的に少量のピー トを含む。

19層  :灰色シル ト質砂層。石英が多い極細粒砂からシル ト質砂で、少量のピー トが散在する。径 3 mmほ

どの炭化物を含む。D3地区中央より西側に安定して堆積しており、20-1層 と近似する。 (上面
が第 7B調査面)

20-1層 三灰色シルト質砂層。20-2層 よリピー トが少なく白っぽい。19層 の下にくることはなく、19層に対

応するかもしれない。

20-2層 :灰色砂層。細かなピー トが19層 より多く、褐色が強くなる。所々に花商岩質の細粒砂がブロック

状に入る。

21層  三明青灰色砂層。極細粒砂からシル ト質砂で、締 りがある。18層 に似ているが、ピー トが少なく、

灰色が強くなる。微細な石英粒あり。 (部分的に見られる。)

22-1層 :青灰色シル ト質砂層を基調とし、黄灰色の細粒砂が混じる。少量のピー トが含まれる。

22-2層 :灰色シル ト層。D2地区③区からEl地区に見られる。

23-1層 三灰色シル ト層。23-2層 を基調とするが、腐植がやや少なく、色調が灰色がかる。 (上面が第 8調

査面)

23-2層 :黒褐色シル ト層。稲科の根などを主とする細かなピー トや腐植を含む。 (上面が第 8調査面)

24層  :明 オリーブ灰シル ト層。23-2層 と明オリーブ灰色粘土が互層または交じり合っている。

25-1層 :黒色ピー ト層。 (上面がD3地区第 9調査面)

25-2層 :明 オリーブ灰シルト粘土層。ピー ト層 (25層 )中に薄く堆積する。

25-3層 :黒色ピー ト層。
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第 3節 近世・中世の遺構

27-1層 :灰色シル ト層。水分の多いやわらかい層。Dl地区では部分的にシル ト混じりの細粒砂が含まれ

る。 (第 10調査面)

27-2層 :灰色砂層。極細粒砂で、23-2層 と27層 と混ざり合うように存在する。上面で石鏃が出±。

28層  :オ リーブ灰色砂層。透水層と思われ、層の下部で多量の水が湧く。石英、黒雲母を含む。

A層  :黒褐色シル ト層。9-2層 より上。

B層  :赤黒色シル ト層。炭化物粒を含む。

C層  :褐灰色砂層。微細な炭化物粒を含む。

D層  三黄灰色砂層。細粒砂を基調とし、濃灰色の砂質シル トを含む。

E層  :赤灰色砂質シル ト層。炭化物を含む。少量のピー トあり。

F層  三赤灰色砂質シル ト層。極細砂が含まれ、金雲母が散在する。

G層  :黄灰色砂層。細粒砂で少量のピー トを含む。

H層  三青灰色砂層。細粒砂層で少量のピー トを含む。

I層  :青灰色砂層。濃灰色の砂質シル トと灰白色の細粒砂が混じる。

第 3節 近世・中世の遺構

第 1調査面の遺構

(1)概要

基本土層4-3層上面を検出面 とする調査面である。第 1調査面の調査はDl地 区のみで、D2地 区、D

3地区では実施 していない。近世の畦畔 (D地区第 1水田)と 畔の区画内に畝状の遺構が検出された。水

田層である4-3層 はDl地区とD2地区①②区で見られるものの、D2地区③④区とD3地区では確認さ

れていない。なお、本地区第 1水田の水田層はC地区10層 に類似しており、対応する可能性がある。

調査区東北端で長さ約10m、 最大幅約 lmの範囲で、10cmほ どの段差が確認され、調査時′点で断層と判

断した (第 109図 )は
1)。
段差は調査区端の排水 トレンチ沿いに生じており、断層に直行した断面図を示し

た。D10D2地 区①②区調査区外周の南東壁の土層断面には断層が確認されず、断層を被覆する層が確

認できないため厳密な時期は判断できない。第 1水田が埋没した近世後半～現代までの間に生じたもので

ある。

(2)第 1水田 (第 109図・第110図  P L42)

遺構の検出状況と概要 遺構検出面は4-3層上面である。橙色の砂層を除去し、青灰色シル ト層上面で正

方位を向く畦畔が検出され、東西方向に長いA～ Jの長方形の区画が検出された。水田面直上には粘性の

強い白いシル トが薄く堆積している所も確認された。調査区南端の区画Aでは、畦畔北側の田面を覆う砂

層 (4-2層 )と シル ト層の間に別の砂層が堆積しており、田面の検出は行っていない。調査区北端の区画

Iでは畝状の遺構が検出されており、他の区画とは異なった様相を示す。水田面には南北方向に連なる規

則的な足跡列が確認され、第109図のような歩行方向が想定される。

水田の構造 水田区画と畦畔 :畦畔は幅60cm～ 70cm、 高さ10cm前後で、東西方向に長い長方形の区画をな

し、北側に向かい棚田状に低 くなる。さらに同じ東西列の田面では東に向かい階段状に低 くなる。各田面

の高低差は数cmか ら十数cmで、水田区画 Bと 水田区画 Jでは約40cmの高低差がある。水田区画Cと 水田区
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第 3節 近世 0中世の遺構

第110図 D地区第 1水田畝状遺構

画Dの間の畦畔は部分的に検出され、他の畦畔に比べ低い。畦畔を境に田面の高低差が認められないこと

から、他の畦畔とは区別される。東西畦畔では低い水田面側に部分的に直径15cm～ 30cmの石を入れて補強

している構造が見られる。水田区画 Cは幅12.6m、 長さ20.6mであるが、他の区画は全容が明らかではな

い。東西畦畔の間隔は南側から12。 6m、 11.7m、 21。 lmである。なお、検出された畦畔はどれも同じ規模

で、坪境を示す大畦畔は検出されなかった。

水口と水利形態 :畦畔が切れた水回は 6カ所確認されており、田面の高低差から、第109図上段に矢印

で示 した流水方向が想定される。水口 1では畔内に小頭大の石入れて、芯材 とし、水口脇の畦畔交点部に

下駄が置かれていた。他の水口では特別な構造は確認されない。

水田層と水田面の状況 :水田層 (4-3層 )は厚さ約10cmの 灰色のシル ト層で腐植 を含み、酸化鉄の集積

が見られる。水田層はD地区の北東側には確認されず、D地区南東側からC地区に広がっている。水田面

には多数の足跡が検出され、第109図下段に足跡列の方向を模式的に示した。概ね南北の歩行方向が確認

されるが、田面中央に東西に伸びる足跡列が数条確認される。

その他の施設 三水田区画Gと 区画 Iでは畦畔に沿って深さ10cm～ 15cmの溝が掘られており、他の水田区

画と異なる構造を示し、水田区画 Iでは畦畔に沿って畝状の遺構が検出された (第 110図 )。 畝は長さ2.5

m、 幅20cm～ 30cm、 高さ10cm～ 15cmで、約20cm間隔で並ぶ。畝状遺構は溝に挟まれた帯状のL字形の区画

内に酉己列されている。

出土遺物と遺物出土状況 焼物では東西畦畔上面より18世紀末の瀬戸美濃灰釉丸碗、水田面より18世紀前

半の伊万里 (662)が出土したのみである。木製品では前述の下駄 (72)が水口脇の畦畔上に出土し、水

田区画 Cの水田面直上に太さ1。 4cm角材が 1点出土した。

水田の時期 遺物点数は少ないが水田面より18世紀代の陶磁器が出土しており、明治時代以降の遺物は見

られないことから、第 1水田は江戸時代後期19世紀代に埋没したものと判断される。
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第 9章 D地区の遺構

第 2調査面の遺構

(1)概要

第 2調査面は 7層上面を検出面とする。D2地区③④区のみで調査を行い、他の地区では調査 を実施し

ていない。近世の畦畔の痕跡 (第 2水田)が検出された。畦畔は酸化鉄・酸化マンガンの集積密度の違い

により確認されたもので、土層の盛 り上がりは確認されていない。4-1層 と6-1層が水田層であるとの所見

もあり、第 2調査面で検出された畦畔痕跡は、これら上層の水田畦畔が写し出され疑似畦畔と考えられ

る。

(2)第 2水田

遺構の検出状況 7層上面で、帯状に酸化マンガンの集積密度が高い部分を畦畔と認識したが、 7層の高

まりはほとんど認められない。畦畔部分の下層では酸化鉄・酸化マンガンの集積が厚 く、平面的には帯状

に酸化マンガンが集積した疑似畦畔が検出される。4-1層 と6-1層が水田層と考えられており、検出された

畦畔は、これら上層の畦畔がコピーされたと考えられる。なお、Dl地区で検出された第 1水田とD2地

区4-1層の水田は同一面である可能性がある。

水田の構造 水田区画と畦畔 :第 2調査面の畦畔は、上層の畦畔に沈着した酸化鉄・酸化マンガンが 7層

中に沈下してできた疑似畦畔と考えられる。東西の正方位の畦畔痕跡が 8条 と、一部南北の畦畔痕跡が検

出された。南から4条 目の畦畔は約80cmの 間隔で二重に検出されており、二時期の畦畔が同じ面に映し出

されているものと考えられる。畦畔痕跡は概ね幅40cm～ 60cmで あるが、調査区北端のものは幅約90cm

～120cmと 他に比べ広 く、大畔の痕跡と考えられる。東西畦畔の間隔は、南側から順に11。 Om、 11.lm、

11.2m、 12。 8m、 lo.5m～ 11.7m、 9。 8m～ 10.2m、 13.5mである。なお、これらの畦畔痕跡は昭和40年

代の回場整備以前の畦畔にほぼ一致する。

水口と水利形態 :水回は確認できないが、同時期のDl地区の水利形態から推定して、南から北に向か

って配水が行われたと考えられる。

出土遺物と遺物出土状況 調査区北東側に遺物がまとまって出土した。第 2調査面検出時に出土したもの
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で、多くは6-2層 より出土し、 7層出土のものが僅かにある。15世紀後半の古瀬戸皿 (653)、 16世紀の瀬

戸美濃大窯内禿皿 (658)、 17世紀後半の肥前系陶器碗 (660)が出土した。この他に内耳鍋破片 7片、カ

ワラケ 1片が出土したが、いずれも小片である。

水田の時期 僅かな出土遺物ではあるが、 7層の形成時期は17世紀～18世紀ごろと判断される。また、検

出された畦畔痕跡は、上層の4-1層 または6-1層からの転写であると考えられ、畦畔の存続時期は検出面の

時期より新しい。土層対比により4-1層上面がDl地区の第 1水田に相当すると推定されることから、 7

層で検出された畦畔痕跡による水田区画は、近世のものであると考えられ、第 1水田と同時期のものであ

る可能性が強い。なお、第 1水田と第 2水田の位置関係を第112図に示す。

第 3調査面の遺構

(1)概要

D2地区①区とD3地区で面的調査を行い、便宜上D2地区①区を第3A調査面、D3地区を第 3B調

査面とした (第 112図 )。 D2地区①区では、先行 トレンチで9-2層 を切る溝が認められ、これらの溝の存

在とプラントオパール分析の結果に基き9-1層下面を水田面と想定し、面的な調査を行った。

D2地区①区では南北に走る3条の重複した溝が検出され、D3地区では東西に走る3条の溝を検出し

た。

両地区で検出された溝は、現在の坪境 とも一致 しており水田区画を成すものと考えられること、D3地

区では南北の畦畔が 1カ 所検出されていること、9-1層及び9-2層 ではイネのプラントオパールが3000イ固/
g以上検出され、水田層であったと推定されることなどから、明確な水田区画は確認されなかったもの

の、第 3検出面に水田跡が存在 したことは確実 と考えられる。また、D3地区で検出された土坑 と掘立柱

建物址は、溝が埋まった後に掘 られた遺構であることが確認されてお り、第 3調査面にあったと推定され

る水田跡より、後世に掘 られたものである。

第 3調査面で検出された溝は中世のもので、これらの坪境が現代まで踏襲されており、水田区画の大枠

は中世～近世を通 して、大きく変更されていないことが確認された。

第 2調査面

(1:2000)

／

８０ｍ3調査面の遺構配置図

/

゛

/

゛

第3A調査面第 1調査面

第112図 D地 区第 1
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第 9章 D地区の遺構

(2)溝

S D101

D2地区①区南側の先行 トレンチの調査で現在の坪境の直下に確認された溝で、 7層 を掘 り込んでお
り、第 3調査面では部分的に確認されたのみで、詳細は不明である。後述の S D 102～ 104の西側に平行

し、南北に走る。調査区壁の断面観察では、幅1。 6m、 深さ60cmの 溝と考えられる。また、断面形状は西

側が急な掘 り込みであるのに対し、東側は緩やかな傾斜で掘 り込まれており、東傾Jを杭で補強している。

4-1層上面では本遺構とほぼ同じ位置に畦畔と溝がセットで確認されており、 S D101に も畦畔が伴ってい

た可能性がある。

出土遺物は無いが、 7層 を掘 り込んで、 6層 に覆われていることから、近世の遺構と判断したは2)。 第

SD102出土遺物
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第 3節 近世・中世の遺構

1水田より古い水田面に伴うもので、後述の S D 102～ 104よ り新しい。

S D102・ 103・ 104(第 113図  P L43)

検出状況と遺構の構造 D2地 区①区で発見された溝である。現在の南北の坪境とほぼ重なる位置に、 3

条の溝が重複しており、西側よりS D 102、 S D 103、 S D104と した。断面の切 り合い関係からS D 104→

S D 103→ S D102の順序で作られていることが判明した。いずれも9-2層 を掘り込んでおり、9-1層 に覆わ

れる。調査区南壁の断面から算出した値では、 S D 102が幅2.4mで深さ50cm、 S D 103は幅1.5mで深さ56

cm、 S D 104が幅0。 8mで深さ35cmである。覆土は黄褐色の砂層であり、ラミナが確認された。北端の溝底

が南端より10cmほ ど高いが、溝内の凹凸が激しく平坦でないため、どちらに傾斜するか判断できない。な

お、現在の水路は南から北へ流れている。

出土遺物と遺構の時期 S D 102では奈良・平安時代の須恵器甕、須恵器不 (454)、 黒色土器と土師器不、

灰釉陶器などの破片が数点と、敲石 1点 (82)、 木製遺物 3′点が出土した。木製遺物には板状の木製品が

みられるが、欠損しており詳細は不明である。 S D 103で は古墳時代の須恵器不 1点 (428)、 土師器破片

が数点出土した。 S D 104で は糸切 り底部の土師器不が 1点 と底径約 4 cmの カワラケと思われる破片が 1

点、その他時期不明の小破片が30点ほど出土した。 S D 102と S D103よ り馬の上顎の歯が各 1本出土し

た。

遺構内より出土した遺物は古墳時代～平安時代のものが多いが、9-2層 より14世紀代の珠洲焼括鉢

(668)が出土しており、9-2層 を掘 り込む溝はこれより新しい。9-1層の堆積年代は推定できないが、 8層

が16世紀頃の堆積層と考えられることから、 S D 102～ 104は 14世紀後半～15世紀前半には存在した溝と判

断した。

S D01・ 02(第 114図  P L43)

検出状況と遺構の構造 D3地 区で確認された溝である。現在の道路下に重なっており、 7層 ～ 8層 の検

出段階に既に確認されていた。南側をS D01、 北側をS D02と した。 2本の溝は10cm～ 40cmの 間隔で並走

し、東西の正方位に約48mに わたって検出された。 S D01は 幅1.Om前後、深さ15cm以下で、掘 り込みが

ほとんど確認されない場所もある。底面に細かい窪みが集中して見られた。 S D02は幅1。 Om～ 1.8mで深

さ20cm以下である。いずれも底面に亜角礫が集中する所が見られた。明褐色の中粒から粗粒砂が覆土であ

る。南壁の断面では S D02は 7層 を掘 り込み、 6層に覆われていることが確認された。また、第114図の

断面図に示したようにS D01と S D02の掘り込み面が異なっており、 S D02が S D01を切っていると解釈

できる。これらの溝は、 6層形成前後には盛り土されて畔状の高まりとなっていることが断面より確認で

きる。この畔が現在の道路に踏襲されたと考えられる。

出土遺物と遺構の時期 S D01では灰釉陶器段皿 (656)と 時期不明の土器 3片が出土した。 S D02では

須恵器不 3点、灰釉陶器、青磁碗、カワラケ、珠州焼すり鉢 (666)、 土製紡錘車 (37)な どが出土した。

なお、 S D02よ り寛永通宝が 1点出土したと言己録されているが、遺物は紛失している。

S D02は 7層 を掘 り込んでいること、寛永通宝が出土したことなどから近世に造られた溝と判断され

る。また、 S D01は 7層 には覆われており、中世末～近世前半には存在した溝と推定される。は
2)

S D03(第 114図 )

検出状況と遺構の構造 D3地 区S D01002の調査中に、先行 トレンチで更に下層に溝があることが確認
され、 S D03と した。9-2層 を掘 り込み、9-1層 との関係は微妙であるが、南壁の断面で見る限り、9-1層
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第 3節 近世・中世の遺構

が遺構を覆っているように観察された。幅0.9m～ 1。 4m、 深さ20cm～ 30cmである。東端の溝北側に土手状

の高まりが認められ、断面にも現れている。底面に杭列が確認され、杭は丸太材と不整形な割材が用いら

れている。底面には砂が入った小孔が認められ、杭の抜き穴と思われるものが多い。覆土は 9層に類似し

た褐灰色のシル ト層である。

出土遺物と遺構の時期 須恵器不 3点 (4370465)、 龍泉窯系青磁碗 (13世紀～14世紀)1点、日禿の自
磁皿 (13世紀後半～14世紀前半)1点が出土し、いずれも小破片である。須恵器不には墨書が見られる。

他に元豊通費 (19)1点は3)、 薄い銅製品の板状の破片 1点が出土した。検出された約30点の杭は割材、

角材、丸太材が用いられており、木製品を転用したものも見られる。これらの木製品は用途不明の有頭板

状木製品 (137)、 弓状木製品 (144)、 棒状木製品 (232)、 有孔棒状木製品 (236)な どである。

9-1層に覆われていることから、D2地区の S D102 0 103 0 104と 同時期のものと推定され、14世紀後半
～15世紀前半には存在したと考えられる。

なお、調査区南側断面ではS D03の 北側に10層 を掘 り込んだ溝と思われる落ち込みが確認されるが、平

面的な広がりは確認されていない。層位的に第 4調査面 (Dl地区)で確認された第 3水田と同時期のも

のであると推定され、 S D03に先行する東西に走る溝が存在したと考えられる。

(3)土坑 (第 114図 )

S D01002に 沿って直径約 lmの円形の土坑が 6基検出された。規模と形状が一致しており、いずれも

同じ性格の土坑と考えられる。出土遺物より近代以降のものと判断され、 S D01002よ り新しい時期のも

のである。近世後半には溝の上に幅 2m以上の盛土がなされ、道路として機能していたと考えられ、SK

01～ 06は この道路状遺構ができてからのものである。

S K01は 直径約 lm、 深さ10cmの 円柱状の土坑。底部には10cm～ 20cm大の石が多く出土し、底面は平坦

である。近世末～近代初頭の陶器片が 2′点出土。

S K02は 直径1.2m、 深さ37cmの 円柱状の土坑。底面は平坦で、出土遺物なし。

S K03004は S D01002の北側に14cm間 隔で並列している。 S K03が直径99cmで深さ28cm、 S K04が直

径104cm、 深さ 9 cmの円柱状の土坑で、底面と壁面に粘土が確認された。石が数点出土したが、他に出土

遺物はない。

S K05006は S D01002の南側に83cm間 隔で並列する。 S K05が直径82cmで深さ24cm、 S K06が直径98

cm、 深さ37cmの 円柱状の土坑である。 S K06の 底部付近から木片と割竹の小片が出土した。

特にS K03～ 06は 2基 1対で配置されており、近代以降の人糞などを溜めておく「野溜」であると考え

られる。 S K01002も 同様なものであろう。

(4)ピ ッ ト群

S丁 01(第 114図 )

S D03の 南側10mの位置に、9-1層上面から掘 り込まれた掘立柱建物址らしいピット群が検出された。

ピットは直径20cm～ 35cm、 深さ19cm～ 40cmの ものがある。覆土からS D01～ S D03と 同時期 と推定 され

る。
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第 9章 D地区の遺構

第 4節 平安時代の遺構

第 4調査面の遺構

(1)概要

基本土層11層上面を検出面とした調査面である。Dl地区とD2地区②区で遺構検出を行い、平安時代
に埋没したと考えられる水田跡を検出した。Dl.地区では正方位を向いた畦畔が検出され、D2地区②区
では正方位とずれた小区画水田が検出された。両者の検出層位は同じが、水田区画の形状、規模、方位に

著しい違いが見られ、同時期の水田とは考えがたい。D3地区のプラントオパール分析により、9-2層 に

5000個 /g、 11層に3400個/gのイネのプラントオパールが検出され、11層の上下に水田面があったこと

が確認された。便宜的にDl地区のものを第 3A水田、D2地区のものを第 3B水田とする。

なお、D3地区第 3調査面 S D03の下層に、第 3水田と同時期の東西方向に伸ると推定される溝が確認

されている。断面での確認であるため詳細は不明である。

(2)第 3A水田 (第 115図  P L43)

検出状況と概要 Dl地 区の11層上面で検出された水田跡である。正方位を向いた畦畔が検出された。北

端部では微高地状の高まりがあり、畦畔が検出されていない。水田面は明黄褐色砂層もしくは緑灰色シル

ト質砂層に覆われる所と、砂層が無く11層の直上が10層 となる場所がある。水田面を覆う砂層は厚いとこ

ろで10cmほ ど見られる。砂層が無いところでは上層の水田耕作により、11層に10層が混じり込み、畦畔が

第3A水田

第3B水田

(1:1000)

459

第115図 D地 区第 4調査面全体図

第3B水田出土遺物

13-2層出土 (D-170)

匡亜]微高地
第3A水田出土遺物
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第4節 平安時代の遺構

不明瞭になる。

水田の構造 水田区画と畦畔三畦畔は2 cm～ 3 cmの高さで、幅50cm～ 80cmである。坪境を示すような大畦
畔は検出されない。南北の畦畔が通っており、東西畦畔に先行して南北畦畔が作られたものと考えられ

る。畦畔が不明瞭であるため、田面の枚数と面積は不確定な部分が多いが、17枚の区画が確認され、50♂

～145m2の ものが主体となる。水田面は南から北に向かって低 くなる傾向が見られるが、第 1水田のよう

な明確な段差は認められない。

水口と水利形態 三調査区南端の南北畦畔に明確な水口が確認され、水口付近の砂の堆積状況により西か

ら東への流水が確認された。畦畔自身が不明瞭であったため、他の水回は確認できない。

水田層と水田面の状況 三水田層は黒褐色のピー トを含む灰色シル ト層 (11層 )である。調査区南端部分

では純粋な11層は見られず、11層 と10層 が混じった青灰色シル ト層が検出面となる。おそらく、11層 を覆

う砂層が薄かったため、より上層の水田耕作により10層が混じり込んだものと考えられる。西端の水田区

画では南北方向に伸びる足跡列が検出された。牛足らしき足跡も数点検出されたが詳細は不明である。

出土遺物と水田の時期 須恵器不 4′貞 (459)、 黒色土器不または鉢 1点 (510)の他、土師器甕の破片約
40点が出土したが、いずれも小破片である。459は 11層の上位より出土したもので、他は10層 中の遺物で

ある。出土遺物が少なく、水田の時期比定が困難であるが、11層上位より出土した須恵器不が 8世紀後半

～ 9世紀のものと推定され、黒色土器椀など9世紀以降の遺物が見られないことから、 8世紀後半～ 9世

紀前半 (古代Ⅱ期後半～古代Ⅲ期前半)に埋没した水田である可能性が高い。また、水田面より下層の13

-2層 (D2地区②区)か らは、奈良時代以降の遺物が出土し、古墳時代の遺物は見られないことから、第

3A水田の開始時期は古墳時代には湖らず、 8世紀代 (古代Ⅱ期)であると推定される。

(3)第 3B水田 (第 115図 )

検出状況と概要 D2地 区②区の11層 (黒褐色ピー トを含む灰色シル ト層)で確認された水田区画であ

る。D2地区②区では11層上面に砂層が見られず、遺構の検出は困難と判断し、11層上面での調査は計画

されていなかった。 9層の調査面から14-1層 の調査面まで一気に掘り下げる予定であったが、11層で畦畔

が確認されたので、可能な限り調査面を広げた。その結果、第115図に示した畦畔が明らかとなった。

水田の構造 畦畔は第 3A水田が正方位を向いているのに対し、第 3B水田は正方位から約26°～28°ずれ

る。いずれも幅40cm前後で、高さ 2 cm～ 3 cmである。調査面積が狭 く全体像がつかめないが、弧を描 く畦

畔が確認されており、地形に沿って構築されたものと思われる。水田区画の面積は約 l m2～ 4m2で、面積

が確認できる6枚の水田の平均は3.2m2で ある。水回は 2カ所確認され、水田面が北東から南西に向かっ

て低 くなっており、北東から南西へ排水 (配水)さ れている。

出土遺物と水田の時期 11層 中より奈良時代または平安時代の須恵器甕胴部破片 1点が出土したのみであ

る。また、13-2層 中より須恵器不A2点、黒色土器不 2点、時期不明の土師器破片 1点が出土した。いず

れも破片であるが、比較的大形の須恵器不Aは底部糸切 りで、形態は 8世紀後半～ 9世紀前半の時期の特

徴を示している。また、層位的には 8世紀後半～ 9世紀前半に埋没したと推定される第 3A水田と同下で

あり、D2地区の11層 と13層 の遺物出土状況もこの年代と矛盾しない。但し、埋没時期は第 3B水田が第
3A水田と同時とする根拠はなく、両者の埋没時期の前後関係も調査の所見からは明らかにできない。
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第 9章 D地区の遺構

第 5節 古墳時代の遺構

第 5調査面の遺構

(1)概要 (第 116図 )

第 5調査面は14-1層上面を遺構検出面とする。南側の先行 トレンチで14-1層 をピー ト層が覆っているの

が認められた。D2地区①②区で面的調査を行ない、水田区画 (第 4水田)と 微高地に畝状遺構を検出し

た。水田区画は調査区東側と南東側に検出され、調査区西傾]は全体に微高地となっており、明瞭な水田区

画は検出されず、幅広の畦畔状の遺構と畝状の遺構が検出された。また、第 6調査面に帰属する方形周溝

墓 (S M01)の マウンドが第 5調査面で確認された。なお、D2地区④区では畦畔の芯材と考えられる杭

と横木 (S C201)が検出されたが、面的調査は実施しなかったため、水田区画は確認していない。これ

らの杭と横木は検出層位より判断して、D2地区①②区で検出された第 4水田と同時期の可能性が高い。

また、D3地区第 6調査面で14-1層 を掘 り込む溝 (S D05)が検出された。詳細は第 6調査面で触れる

が、層位的には第 5調査面の遺構と近い時期のものと判断される。

D3地区でのプラントオパール分析により、14-1層 より1400イ固/gのプラントオパールが検出された。

(2)第 4水田 (第 117～ 119図  P L400 P L43)

検出状況と概要 D2地 区の14-1層上面で検出された水田区画である。水田面は全体が泥炭層に覆われて

いる。田面は泥炭層形成時に複数の流路により削られた凹凸が見られる。調査区西側には微高地が広がっ

/⑦

/

＼跛

σ

第116図 D地 区第 5調査面全体図

D2④区
/

D3区
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第 5節 古墳時代の遺構
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微高地

A343.00 B

層名は基本土層名を示す。

C 341.60D

0      (1:100)     4m

l:灰色シルト層。糸根状の酸化鉄の集積が見られ、
乾くと砂っぱい。 (基本土層17層相当か)
2:暗灰色砂質シルト層。炭化物を含む。下部に灰色
シルトが薄く堆積する。
3:灰色シルト層。炭化物を多く含む。
4:灰色シルト層。酸化鉄の集積が見られる。

第117図 D地 区第 4水田

ており、水田区画は認められず、畝状の遺構が検出された。D2地区①区とD2地区②区とは別々に調査

しており、検出面の高さに差があり、 S C103の 形状に違いが見られる。また、小区画の畦畔にもずれが

生じており、調査区ごとに微妙に時期の異なる水田区画を検出している可能性がある。

水田の構造 水田区画と畦畔 :微高地との境に蛇行した幅広の帯状の高まりが認められ、これらの帯状の

高まりを大畦畔と認識し、それぞれ S C103、 S C107、 S C108と した。微高地以外の場所は水田区画が

広がっており、大畦畔であるS C101・ 102が認められる。また、 S C102周 辺では小区画の畦畔が検出さ

れず、水田区画の詳細は不明である。上記の大畦畔のうち、 S C101 0 107 0 108の下層からは杭 と横木が

出土している (第 1180119図 )。 S C103の南東側に検出された水田区画は小さいもので1.5m× 2.5m

(3.98r)、 大きいもので6.8m× 3.4m(23.71m2)で あり、平均値は11.13m2で ある。また、 S C103と S
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第 9章 D地区の遺構

C108に 囲まれた区域にも直線的な畦畔が検出され、台形状の区画を成す。これらは水田跡と推定される

が詳細は不明。

水口と水利形態 :小区画の畔は検出が困難で、水口と思われる部分が 2カ所検出されたが、配水の方向

などの詳細は不明である。

水田層と水田面の状況 :14-1層 (灰黄褐色シル ト層)を水田層とする。泥炭層 (13-2層)形成時にいく

つかの自然流路が走っていたと想定され、それによって生じた凹凸が著しい。

その他の施設 :D2地区①区西端の微高地で10条の畝状遺構が検出された。畝は幅0。 6m～ 1.omで、高
い所では谷部との高低差が10cmほ どであり、遺構が検出された部分は全体に北東側に低 くなっていく。ま

た、D2地区②区の S C 104～ S C106も微高地上に位置しており、規模 と形状から推定して、畝状遺構と

同一の性格を有すると考えられる。

出土遺物と遺物出土状況 微高地上の大畦畔から円形の透かしを持つ高不脚部、 S C104か らケズリ調整

で薄い甕の胴部大形破片が出土した。これらは古墳時代前期 と思われるが断定はできない。 S C101か ら

高不脚部 (365)、 内面黒色処理をした土師器不が出土した。この他に畦畔内より土師器が出土 している

が、刻ヽ片のため器種 と時期を判別することができない。時期を判断できる土器は少ないが、古墳時代中

期・後期 (古墳Ⅲ期・Ⅳ期)の遺物が中心となる。また、 S C101 0 107 0 108の下層より畦畔の芯材と思

われる杭と横木が出土しており、有頭棒状木製品 (140)と建築部材 (2520301)が 出土した。

水田の時期 水田面及び水田に関わる遺構から出土する遺物で、時期が判別できるものは古墳Ⅱ期～古墳
IV期におさまる。また、本水田面を泥炭層が覆っており、一定期間水田が放棄されている可能性がある。

上層 (11層 )の第 3水田の開始時期が 8世紀以降に推定されており、第 4水田の埋没と第 3水田の開始時

期に若千の空白期間が想定され、遺物の出土状況もこれと抵触しない。以上の状況から、水田の埋没時期

は古墳Ⅲ期後半～古墳Ⅳ期前半の間と推定される
信主4)。

次に、下層の第 5水田が古墳 I期 までは存在していたことが確認されることから、水田の開始時期は古

墳Ⅱ期以降であり、遺物の出土状況もこれと抵触しない。第4水田下層の泥炭層 (15-1層 )でイネのプラ

ントオパールが検出されず、第 5水田埋没時期と第 4水田開始時期の間に若干の空白期間が想定される。

なお、面的調査を行っていないが、D3地区の15-1層 ～16層で古墳Ⅲ期とおもわれる須恵器の砲 P(429)

が出土した。出土状況が不明確であるため断言はできないが、14-1層が水田面である第 4水田の開始時期

は古墳時代Ⅱ期には湖らない可能性が高い。また、D2地区では、第 4水田下の15-1層 より、弥生時代後

期と古墳時代前期の遺物が出土している。

第 4水田大畦畔の構造

S C101・ 102(第 118図 ):調査区東側の水田域に検出された、直交する畦畔である。いずれも泥炭層に被

覆されており、水田面と同一時期に埋没したと判断される。 S C101は 幅約80cm、 水田面からの高さは約

10cmで、畦畔の下層から杭 8本 と横木71本が出土した。特に東側では横木が上下三段構成になる部分があ

り、横木の埋設が時間差をもって行われている可能性がある。これらの横木は水田面よりは低いレベルで

あるが、畦畔とほぼ重なった位:置に出土しており、 S C101の 芯材と判断した。横木は長さ10cm前後から

250cm超えるものまで様々であり、丸太材18点、割材・角材・板材が49点見られる。丸太材では長さ251cm、

太さ8.3cmの ものが最大である。これらの横木の中には、建築部材 (2520301)や、有頭棒状木製品

(140)な どが含まれている。杭は残存長が10cm～ 20cm、 太さ 3 cm前後のものである。木製遺物はカヤ、フ

ジ、クリなどの樹種が報告されているものの、樹種同定は一部実施したのみで全体の樹種組成は不明であ

る。土器は高不脚部 (365)と 内面黒色処理の土師器不の破片が出土した。 S C102は S C101に 比べ幅と

高さが若干小さく、芯材もみられず、時期不明の土師器小片が 1点 と高不脚部が出土したのみである。
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第 9章 D地区の遺構
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第 5節 古墳時代の遺構

S C103(第 117図):D2地区①区からD2地区②区にかけて水田区画に並行して北東方向に伸び、D2

地区②区ではU字状に屈曲してS C104～ S C106に 並行する。調査区中央のセクションベルトで観察する

と、幅3。 6mで、南東側の水田面との比高差は20cm、 北西側の水田面との比高差は15cmである (第 117図断

面図)。 水田区画と並行しており、恒常的な畦畔と考えられるが、芯材となる杭や横木などの木製遺物は

見られず、僅かに数片の土師器片が出土したのみである。土師器は古墳H期の甕と思われるが小破片のた

め断定できない。また、S C103は 下層 (17層上面)で検出されたS C109を 踏襲している。

S C104・ 105・ 106(第 117図 ):微高地に検出された 3本の並行する畝状の遺構である。L字状に屈曲し、

S C103と並行する。D2地区①区では検出面を下げすぎたため、S C103と の区別ができない。 S C104

は幅約 lmで高さ15cm、 S C105は 幅約0.8mで高さ10cm、 S C106は 幅約 lmで高さ10cmである。微高地

であるため13-2層 が欠落し、11層が14-1層 を被覆しているところがある。D2地区①区西端に確認された

畝状遺構と類似する。ケズリ調整の薄い土師器甕の胴部破片と、土師器小片が 3片出土したのみである。

S C107(第 119図 ):微高地から水田区画へと続 く畦畔で、幅80cm、 高さ12cmで、小区画を成す他の畦畔

よりやや大きい。水田面より15cm～ 20cm下の14-1層 の下部より芯材と思われる木製遺物が出土した。木製

遺物は杭 18′点、横木75′点である。木製遺物の出土範囲が現存の畦畔からは大きくはみ出るものもあり、 S

C107が改築され、現存状態に至っていると考えられる。芯材が出土していることから恒常的に設置され

た大畦畔と判断した。杭は小さいもので長さ6.8cm、 直径1.7cm、 大きなもので長さ38.5cm、 直径5.5cmで

あり、長さ20cm～ 30cmの ものが大半を占め、丸太材、割材、角材、板材 (木製品の転用)がある。横木の

中には有頭棒状木製品 (132)な どの木製品がある。最長のもは220cmであるが、 lmを超えるものは 3′点

のみで、70cm以下の短いものが大半を占める。土器は時期不明の土師器甕破片が出土したのみである。

S C108(第 119図 ):約25mに わたり確認され、広いところで 3m、 狭いところでは70cmと 形状が整って

いない。高いところで10cm程度の高さである。幅が狭 くなったところで、畦畔内より杭 2点 と横木 9点が

敷設されており、丸太材、割材、板材が用いられている。

(3)杭列

S C201(第 120図 )

D2地区④区の17層 まで掘り下げる過程で検出した杭列である。おそらく、14-1層 中より検出されたも

のであろう。複数の杭列と横木とからなり、僅かに蛇行しながら約22mに わたって列なる。検出面の層位

よりD2地区①②区の14-1層上面で確認された第 4水田と同時期のものと判断した。畦畔の盛 り上がりを

平面的に捕らえる調査は行っていないが、断面の観察から、幅80cm～ 90cmの 畦畔に伴 う芯材と推定され

る。また、杭列が複数列確認されることから、杭の打設が数回にわたちて行われたと考えられる。

杭は102点 出土し、丸太材73点、割材14点、板材 1点、不明が14点である。長いものは69.2cmで、30cm

以上のものが28点ある。杭の先端部のみが残存するものも見られる。横木は47点出土し、丸太材 1点、割

材26′点、板材 1′点で他は不明である。最大で長さ245.5cm、 太さ7.lcmで、 lm以上のものが 6′点あり、20

cm～ 50cmの ものが多い。横木は杭に比べ割材の割合が多い。杭と横木についてランダムサンプリングによ

る樹種同定の結果、樹種が多種に及び、特定樹種の選択行為は成されていないと思われる (第 9表 )。 出

土遺物は古墳時代と思われる土師器甕の小破片が 3′点出土したのみである。この他に、杭列中に馬の上顎

の歯が 2本出土した。水田畦畔での馬の骨の出土例は屋代遺跡群などに見られるが、いずれも本例よりも

新しい
←卜5)。
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第 9表 SC201樹種組成 (ラ ンダムサンプリングによる)
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第 5節 古墳時代の遺構

(4)溝

S D05

D3地区の第 6調査面 (17層上面)で調査された溝であるが、14-1層 を掘 り込んでお り層位的には第 5

調査面の遺構 とほぼ同時期のものと判断される。D3地 区第 5調査面では遺構検出が行われなかったた

め、第 6調査面での調査 となった。幅 1。 3m、 深さ40cm、 長さ11.5mに わたって検出された。出土遺物な

し。11層 に被覆されていることから、古墳Ⅲ期～IV期のものと判断される。

S D105

D2地区①②区のS C103と S C108に 囲まれた区域に検出された。幅30cm、 深さ10cm、 全長42mの蛇行

した溝である。第 4水田を掘り込んでおり、水田面を覆う泥炭層が覆土となる。第 4水田が放棄された後

に形成された溝で、泥炭層形成過程の自然流路と思われる。出土遺物はない。

その他の溝

D2地区①②区でS C103の 外側に並行する溝が検出された。幅50cmほ どの浅い溝で、詳細な記録が無

く、第 4水田に関わる溝であるのか、水田が放棄された後に形成された溝であるのか判断できない。

第 6調査面の遺構

(1)概要 (第 122図 )

すべての地区で調査を実施した。17層上面を検出面とする。地区により堆積層に違いが見られるが、概

して調査面は泥炭層に覆われる。腐植を含む褐灰色シル ト質砂層 (16層 )を除去して検出した。場所によ

っては16層が見られず、黒色泥炭層 (15-1層 )を景Jぐ と17層が現れる。また、D3区では17層が無い区域

が多く、泥炭層 (15-1層)を景Jいだ16層上面 (場所によっては20層)が調査面になる。基本的には泥炭層

を景Jい だ面が調査面となっているが、地点により泥炭層の発達状況が異なっているようで、それぞれの調

査地′点の検出面に若千の食い違いがあることが想定される。

小区画水田 (第 5水田)と 小区画水田が検出されない微高地とがある。便宜的に水田域を大畦畔の区画

によりa～ eの 5ブロックに、微高地を f～ iの 4ブロックに区分した (第 121図 )。 微高地には方形周溝

墓 (S M01)と 土坑 (S K07)と僅かな土器集中地′点が確認された。さらに、水田の畦畔を切る溝が調査

区全面を縦横に走る。

なお、D3地区の溝 (S D05)は 14-1層 を掘り込み、11層に被覆されていることから、前項の第 5調査

面の遺構と近い時期のものと判断されるが、第 6調査面の遺構と同時に調査したため本項で報告する。ま

た、Dl地区の杭列 (S A01)は 第 5水田の田面より突出しており、水田区画と方向が一致しないことか
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第9章 D地区の遺構

ら、第 5水田より後世の遺構と判断した。

,(2)第 5水田 (第 121～ 125図  P L41044)

検出状況と概要 泥炭層を争Jいだ面で検出した水田区画である。D10D2地 区では17層上面が水田面で

あり、小区画の水田が確認された。D3地区では南西側の一部に17層が確認されるものの、El地区側で

は17層 は確認されず、検出面が16層上面となり、小区画水田は検出されず、 1条の大畦畔のみが検出され

た。大畦畔の区画により、第 5水田はa～ eの 5ブロックに分けられる (第 122図の地形区分概念図)。

a・ bOCブ ロックでは小区画水田が検出され、 dOeブ ロックでは小畦畔は検出されなかつた。 d・
eブロックはD2地区で僅かに小畦畔が検出されており、D3地区にも小区画水田が広がっていた可能性

がある。 dOeブ ロックの主体であるD3調査区では、前述のとおり調査層位が他の調査区と微妙に異な

っているため、小畦畔が検出されなかった可能性がある。 gブロックは微高地で明確な水田区画は確認さ

れていないが、大畦畔から連なる畦状の遺構が数条見られる。詳細は不明で、水田であるか否かは判断で

きない。

水田の構造 水田区画と畦畔 三大畦畔は、水田域と微高地 (非水田域)の境界に構築されるものと、水田

域を区画するものが見られ、前者は後者より幅が広い。 eブロックとhOiブ ロックとの境界には大畦畔

が見られないことから、 eブロックが水田域ではない可能性も考慮する必要がある。 S C203は 水路と考

えられる溝を伴っており、畦畔内に芯材として横木材を埋設している。畦畔内の芯材は、 S C 203の延長

と考えられるS C02と S Clllと に部分的に見られるのみで、他の大畦畔に芯材は認められない。ガヽ畦畔

は幅30cm～ 40cm前後で、高いところでも2 cm程度と低 く、途中で不明瞭になり検出できなかった所 もあ

る。小区画水田は、 aブロックでは小さい区画で9.03m2、 大きい区画で25.83m2、 bブロックでは小さい

区画で3。 37m2、 大きい区画で10.27m2、 cブロックでは小さい区画で1.42m2、 大きい区画で19.18m2で あ

り、場所により差がある。なお、畦畔の検出段階では S C109に並行する小畦畔がはっきり確認され、こ

れに直交する小畦畔は明瞭でない傾向が観察された。第121図はブロック内を直通する畦畔を示 したもの

である。これらの畦畔は大区画をおおまかに区画する (第 1次区画)も ので、等高線に平行し、帯状の区

画を構成する。また、先の検出状況の観察から、これらの畦畔が他の小畦畔に比べ高いものであったこと

がわかる。以上のことから、 Cブロックにおける小区画水田は帯状の区画を成し、更にその中を細区分

し、小区画水田を形成したものと推定される。他のブロックでも同様のことが予測され、 aブロックの比

較的大きな区画は小区画畦畔の構築途上か、本来存在した畦畔を検出できなかったものと考えられる。

各ブロック間の水田面標高に顕著な高低差は認められないが、 aブロック側が高く、 Cブロック側が低

い傾向にある。

水口と水利形態 :小区画水田には水口がほとんど見られない。大畦畔ではS C109北端の途切れる部分

(1:1000)

第121図  D地 区第 5水田Cブロックの小畦畔
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第9章 D地区の遺構

が水口と推定される。水日付近の畦畔は幅 lm～ 1。 5m、 高さ10cm程で、水回の Cブロック側の水田面が

5 cm前後窪んでおり、北西から南東に水を流した痕跡と推定される。他に水口と推定される施設は検出さ

れなかった。S C203は 中央に溝を伴う二重畦畔で、溝の底面は両側の水田面よりも高い。水流の有無は

確認されないが、他の地区の溝を伴う二重畦畔に水口が認められる例もあり、S C203の 溝は配水用の水

路であった可能性がある。水田面の傾斜は、 aブロックでは北側が高く南側が低い、 Cブロックでは第

121図で示した帯状の区画がほぼ等高線と平行しており、中央の区画が低く両側に向かって高くなる傾向

がある。この 2例の状況から、配水は基本的には北西から南東に向かって行われたことが想定され、 Cブ

ロックのように北西側と南東側の 2方向から配水が行われたと想定される場合もある。

水田層と水田面の状況 :水田層の17層はピートを含む褐灰色シルト質砂層で 5 cm～ 20cmほ どの層厚で、

S C109付近では19層 との峻別が困難となる。また、D3地区のEl地区側では17層が見られず、16層が

大畦畔構築の母材層となる。D2地区④区で足跡列が検出されたが、畦畔を切る溝 (S D201)に 並行 し
ており、水田耕作時の痕跡ではなく、水田放棄後の痕跡と判断される。

出土遺物と遺物出土状況 水田面には遺物がほとんど見られない。大畦畔の上面及び内部より土器・木製
遺物が出土した。また、方形周溝墓 (S M01)周 辺では弥生時代末～古墳時代前期、D3地区北東端の微

高地縁辺部では弥生時代後期～古墳時代前期の土器が出土した。方形周溝墓と微高地は検出層位から第 5

水田と同時期に存在していたことが確認されており、第 5水田の埋没時期を判断する資料となる。大畦畔

の遺物の出土状況は後述するが、 S Cl12上面では弥生時代後期～古墳時代前期の甕、高不の破片が出土

(3000401)、 S C109では弥生時代後期～古墳時代前期の壺・甕が出土 (11402260415)、 S C l10では弥

生時代後期～古墳時代前期の壺・甕が出土 (2250238)、 S Clllでは赤彩された高不の脚部 1′点が出土、

S C203では古墳時代前期の甕 (419)が出土、 S C02では古墳時代の壺の胴下半部が出土した。木製遺物

はS C02 0 111 0 203で畦畔の芯材に埋設した横木材が出土したが、木製品は確認されない。なお、出土地

点は不明であるが、17層直上で軽石が 8点出土している (76078)。 他の調査面ではほとんど見られない

ことから、人為的に持ち込まれた遺物と考えられる。

水田の時期 S C203と 方形周溝墓周辺及び微高地の出土遺物の中に新 しい様相がみられ (36304000

41504190425)、 これらの遺物の時期より第 5水田の埋没時期は古墳 I期～古墳Ⅱ期前半と判断した。ま

た、 S Cl10よ り出土した台付甕 (238)は 弥生Ⅳ期のものであり、第 5水田の開始時期は弥生Ⅳ期に遡る

と考えられる。

D10D3地 区の第 7調査面では18層 または19層 を盛り上げた畦畔 (S C03 0 040 1001)が検出され、
いずれも弥生Ⅲ期後半又は弥生Ⅳ期前半の遺物が出土した。また、土層の堆積状況から、これらの畦畔の

埋没から第 5水田の開始時期との間に長期間の時間経過は想定し難い。

大畦畔の構造

S Cl12(第 123図 )三 発掘調査時にはD2地区部分のみをS Cl12と していたが、Dl地区部分を含めてS

C l12と した。また、 S M01に接する部分では、遺物をS M01と して取り上げているが、本書では S C l12

として報告している。遺物の注記は取り上げ時の遺構名である。

水田域と微高地の境界部に検出された畦畔状の遺構で、最大幅は7.5mである。Dl地区からD2地区

①区の方形周溝墓に向かって伸びる。検出面には約100点の土器が出土しているが、多くは小破片である。

S M01付近では器形復元が可能な大形の破片が出土しており (124012803630400)、 128はほぼ完形に復

元される。また、Dl地区ではハケ調整後ミガキ調整をおこなう薄手の甕形土器の破片が大半を占め、少

なくとも3個体は確認される。他に弥生時代後期の赤彩された壺・高不、波状文の甕破片が少数見られ

る。いずれも検出面の遺物である。
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算用数字は基本土層名を示す。

A層 :暗灰色シルト.ピートを含む。
B層 :灰色砂質。炭化物粒を含む。
C層 :褐灰色砂層。
D層 !褐灰色砂質シルト。糸根状の酸化第二鉄の沈着あり。炭化物を含む。微高地の上面の土層。

E層 :灰黄褐色砂層。炭化物を含む。ピー トを含む。
F層 :灰色シルト。ピー トを少量含む。

G層 :灰色砂質シルトb炭化物を含む。19層 に類似。
H層 :灰色砂質シルト.ピー トが多い。19層 に類似。
I層 :灰色から赤灰色砂層。シルトがブロック状に混入する。

J層 :灰色砂層。
K層 :灰色砂層。極細粒砂。微細な雲母が多数見られる。

第123図  D地 区第 5水田 S Cl12

で
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第 9章 D地区の遺構

S C1003三 幅1.3m、 高さ 5 cm～ 10cmの畦畔で、Dl地区の東端に9.5mに わたって確認された。D2地区

には確認されず、小畦畔との連結部は不明確である。Dl地区とD2地区の境界部の土層断面では、19層

が畦畔状に盛 り上がったものが現れており、 S C 1003は 第 5水田より下層の水田の畦畔である可能性が高

い。17層上面でも僅かな盛 り上がりが確認され、17層段階でも畦畔が残存していた可能性は否定できない

ので、第 5水田の大畦畔として捉えておきたい。 S C 1003が 19層 の水田のみに機能していた畦畔とする

と、Dl地区の水田区画はD2地区のものよリー段階古いことになり、Dl地区とD2地区のガヽ区画水田

の面積に差が見られる理由が時期的な差に起因することも考慮しなくてはならない。出土遺物なし。

S C109・ S Cl10・ S Clll(第 124図 ):S C109は微高地と水田域の境界に設置され、D2地区①～③区

にL字クランク状に伸びる大畦畔で、全長約110mに わたって検出された。南端部では幅4.7m、 高さ約40

cmで、北側の方が規模が小さく幅1。 Om～ 1.9m、 水田面からの高さ約10cm～ 30cm程度となる。北端部に水

口と思われる、切れ目が確認された。 S Cl10は微高地に伸びる高まりで、西側が幅広となり幅7.5m、 高

さは約10cmと なる。 S Clllは幅約1.3m、 高さ10cm以下で1l mに わたり検出された。 S C109は S Cl10及

びS Clllと T字状に交差するが、 S Clllは 前二者と比べて一段低 くなり水田域に伸びる。 S C109と S

C l10は 上層の第 4水田の段階でも高まりが確認され、畦畔として存続していたことが確認される。

S C109では弥生時代後期の甕 (226)・ 壺 (114)、 土師器甕 (415)、 S Cl10ではほぼ完形に器形復元で

きる弥生時代後期の甕 (2250238)、 S Clllでは赤彩された高不破片 1点が出土した。これらの出土遺物

に弥生時代後期のものが含まれることから、 S C109 0 110の 構築が弥生時代後期まで遡ると推定される。

また、 S C 109の構築が19層相当層を盛 り上げていることから、一段階古い水田の畦畔が踏襲されたもの

であり、少なくともS C 109と S C l10は弥生Ⅳ期まで遡る畦畔であると判断した。

S C2001:D2地区④区で検出された。水田域内を区画する大畦畔であるが、微高地に近い西側では幅広

となり、広いところで 5mを越えるが、畦畔の高まりは不明瞭となる。東側では幅60cm～ 150cm、 高さ約

10cmである。発掘調査時には遺構名称がなく、整理段階で遺構名を付けた。畦畔に杭または横木の芯材は

なく、出土遺物は見られない。

S C02・ S C203(第 125図 )三 D2地区④区で検出されたS C203と D3区で検出されたS C02は 、泥炭層

(15-1層 )を景Jい だ面で検出され、位置関係から同一の畦畔であると判断した。 S C203は 中央に溝を有す

る二重畦畔で、西側の畦畔が高く、これが S C02へ とつながる。幅約 2m(S Co2部分 )、 全長約125mで

蛇行する。16層上面はS C02を 境に北西側が20cmほ ど高くなっており (断面A一 B)、 この畦畔が水田域

と微高地との境界である可能性がある。 S C203部分の構築層位は不明であるが、17層 がないS C02部分

の北東側では16層上面の盛 り上がりを検出面としている。断面では16層 に盛 り上がりが確認されるもの

の、その下部に18層 を盛り上げた 2条の畦畔状の遺構が確認され、 S C203に 類似する二重畦畔が検出面

より下層に存在することが想定される。この下層の二重畦畔が S C203と 同一のものとすると、D2地区

とD3地区の検出面が微妙に異なっていた可能性があるが、詳細は不明であり検証はできない。部分的に

畦畔内に横木が敷設されているが、杭の打設はない。横木はS C203部分で15点、 S C02部分で35点が出

土した。丸太材、割材、板材が見られるが、部分的なサンプル採取のものもあり、木製遺物の全容は不明

である。ランダムサンプルによる樹種同定の結果、ヤナギ属 8点、カツラ 3点、モミ属 2点、サワラ 2

点、カヤ・ヒノキ・ツガ属・ケンポナシ属各 1点である。

S C203部分では畦畔内より甕形土器 (419)が出土した。 S C02部分では古墳時代土師器壺の胴下半部

が出土しているが、詳細な時期は不明である。出土土器は僅かであるが、弥生時代後期の土器が見られな

いことから、古墳 I期に構築されたと判断した。
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算用数字は基本土層名を示す。
A:オ リーブ灰色 シル ト層。
(基本土層19～ 20層 に相当
か)
B:砂層。 (基本土層21層相当
か)
C:オ リーブ灰色 シル ト層。
(基本土層22層相当か)
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第 9章 D地区の遺構

0

SC203

- A 341.50 sDo8

ヒ

〕
(1:100)

340.80

(1:200) 8m

(1:60) 2m

／

Ｂ

一
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4m

助  ①す乙
⑦ 掟場層「塘侵盲[IF』FiL芳9ん市魯b層雑憲を省lと

混じる。
16層 :褐灰色砂層。細かなピー トを含む。特にDl・ D2地区では黒褐色
の細かなピー トを多量に含む。

18層 :灰白色砂層。極細粒砂で石英多く、部分的に少量のピー トを含む。
20-1層 :灰色砂層。19層 の下に来ることなく、19層 に対応。
21層 :明青灰色砂層。極細粒砂から1シルト質砂で、締りがある。
23-2ab層 :23-2c層 を基調とし、薄く黒褐色ピー トが入る。
23-2c層 :黒褐色シルト層。

_■            34)80ユ ー

0 (t:200) 8m

層名は基本土層名を示す。

第125図 D地 区第 5水田 S C020203

(1:60) 2m
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第 5節 古墳時代の遺構

(3)方形周溝墓

S M01(第 126～ 129図  P L44)

検出状況と遺構の構造 :D2地区①

区の水田に面した微高地の縁辺部に検

出された。南西側はS Cl12と接する。

周溝は、さしわたし15.6m× 15.7cmの

隅円の方形で、南側の角にブリッジが

ある。マウンドは、さしわたし約11.4

m× 12.Om、 溝底面とマウンド頂部の

標高差は65cm～ 80cmである。検出面が

泥炭層に覆われており、検出面が当時

の生活面 とすると、地表面か ら30cm

～40cmほ どのマウンドが確認される。

周溝は17層 を掘 り込んでおり、覆土が

堆積した後16層が堆積している。溝の

覆土の詳細は不明であるが、溝底面に

は粘性の少ない砂質土がみられ、上部

は粘性の強いシル トとなり、全体に腐

植を含む。第128図に周溝の埋没状況の模式図を示した。マウンドは第 5検出面 (14層上面)か ら確認さ

れており、古墳Ⅲ期～古墳Ⅳ期にも高まりが残っていることが確認された。

主体部の構造 (第 129図 ):墳丘部中央に主体部 (S Kl10)が検出された。 トレンチにより寸断されて

おり、全容は不明であるが、長軸約1.9m、 短軸約 0。 7mの長方形もしくは楕円形の土坑と推定される。土

坑底面には木質部が残っており、ヤナギ属と鑑定された。また、ガラス小玉 3′点が床面より出土した。土

坑内の土を水洗したが、他に遺物は発見されなかった。

出土遺物 と出土状況 :方形周溝墓及びその周辺では弥生時代末～古墳時代前期の壺 (124～ 129)・ 甕

(400)・ 高不 (363)と磨製石斧 (69)が出土した。第128図では同一個体 と思われる破片を結線するか、

スクリーントーンで囲んで示した。墳丘部の縁辺と斜面に土器が纏まっており、129は墳丘部西角に潰れ

て出土し、ほぼ完形に復元される。127は底部を欠くが全体の 1/2が残存しており、墳丘部北角から斜
面部にかけて破片が分布することから、墳丘上の北角に置かれていたものであろう。墳丘部東角の斜面部

には同一個体 と思われる壺の破片が纏って分布する。全体の 1/6程が残存しており、T字文を有する箱
清水系の壺で、赤彩は施されず、T字文の縦の条線は 2条 1対である。125は 墳丘部南角で出土しており、

胴部は欠くが126と 同一個体と考えられる。また、墳丘部南角の斜面部には壺の胴下半部の破片が纏って

出土した。ハケメ調整で球胴形の壺であるが欠損部が大きく、器形復元はできない。いずれも、墳丘部南

角に置かれていたものと推定される。周溝内より破片が出土したが、いずれも墳丘部より落下したものと

判断される。また、墳丘部検出面中央に高不または小型壺と思われる小破片が出土した。これらの他にも

14:灰黄褐色シルト層
15:黒色泥炭層
16:褐灰色シルト質砂層。泥炭を

多量に含む。

17:褐灰色シルト質砂層。

0       (1:400)      20m

第126図  D地 区 S M01周辺の微地形

第127図 D地 区 S M01周溝埋没状況概念図
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1:灰 色シル ト層。糸根状の鉄分の集積あり。褐灰色シル トをブ
ロック状に含む。上部は砂質±。

2A:不 明。
2B:Π音緑灰色砂層。プロック状のシル トと炭化物を含む。
3A:灰 色砂質シル ト層。炭化物を含む。
3B:灰 色砂質±。シル トをプロ ンク状に含み、植物繊維を多く含
む。粘性あり。
4:黄灰色砂層。暗緑灰色シル トをブロック状に含む。鉄分の集
riあ り。
5:暗緑灰色シル ト層。炭化物を多く含む。
6:灰 色シル ト層。砂をブロ ンク状に多く含む。
7A:シ ル ト層 (4層 類似 )
7B:暗緑灰色シル ト層。灰色判1砂 をプロック状に含む。
8A:暗 オリープ灰色シル ト層。
8B:オ リープ灰色±。硬 く締る。
9A:暗 緑灰色シル ト層。炭化物を含む。緑灰色シル トをプロック
状に含む。糸根状の鉄分の集積あり。

342.00D′

同一個体の土器片分布範囲

(
第128図 D地 区 S M01

9B:砂質±。
10:暗緑灰色シル ト層。
1lA:灰色シル ト層。炭化物を多く含む。
1lB:灰 色砂質土層。黄灰色シル トをプロ ンク状に含む。黄褐色の
斑紋、糸根状の鉄分の集積が見られ、炭化物粒を含む。

12A:暗オリープシル ト層。
12B:灰 色細砂層に暗緑灰色シル トが大きなプロック状に混じる。
13A:イ く明。
13B:褐 灰色シル トに灰色細砂を混 じる。
14:暗 オリーブ灰色シル ト層。
15:暗緑灰色シル ト層。炭化物が多く、特に層 卜lniに炭化物が多

16:褐灰色砂層。植物遺体 を含む。
17:褐灰色砂質シル ト。
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第 5節 古墳時代の遺構

墳丘部に土器片が出土しているが、月ヽ破片の

ため器種は不明である。また、方形周溝墓南

西側の高まり (S Cl12)に 、12803630400

などの器形復元可能な土器が纏って出土して

おり、発掘調査ではS M01の遺物として取り

上げたが、本遺構に伴うものかどう疑間であ

るため、 S Cl12の 遺物として報告した。

遺構の時期 :墳丘部から出土した壺により

古墳 I期に構築されたものと判断した。

(4)土坑

S K07

D3区で検出された。長軸3.5cm、 短軸2.7

cm、 深さ約10cmの 不整形な土坑である。本遺

構は19層上面で検出された遺構で、18層 の灰

白色砂 層 が覆 土 で あ る。鉢 形 土器 2点

(3330334)と 甕の破片が 1点 出土 した。18

層が覆土であり、17層上面で検出した第 5水

田より古い遺構である。

S K109(第 128図 )

D2地区②区調査区壁際の S Cl12上で検

出された。遺構の位置が略図の記録のみであ

ったため、正確な位置は不明であり、およそ

の位置を示 してある。短軸約80cm、 長軸は

1:灰色シル ト層。
積あり。褐灰色

状に含む。上部
A 341.60 B_4:黄 灰色砂層。暗

__´           
ロック状に含む

___1         5:暗
緑灰色シル ト

‐~― ―ヽ――

―

        ()tFO

∩
　
ｏ
ｏ
．
Ｈ
寸
∞

6:灰色シルト層。砂をブロック状に

こ ヽ 二
手・・・

ダ
こ正三二郷儡 灰負ィ北上邑 灰齢田砂を9A      ｀~  ブロック状に含む。

幕I‐ __牲ま け卜Ъ〃;り ]「
)   (1:30)   lm 15:暗 緑灰色シルト層。炭化物が多く、

特に層下面に炭化物が多い。
16:褐灰色砂層。植物遺体を含む。

第129図  D地 区 S M01主体部 (S Kl10)

160cm以上、深さ40cmの長楕円形を呈する。調査当初、Dl地区とD2地区にまたがり、円形のマウンド
状の高まりを確認していたが、最終的にはS Cl12の部分的な高まりと理解した。 S K109の 周辺部で溝状

に窪む部分が見られ、土坑の規模 と形状が方形周溝墓の主体部であるS Kl10に近似していることから、

方形周溝墓の主体部である可能性が発掘調査時には指摘されていたが、土坑の正確な位置が不明なため、

検証できない。出土遺物なし。

(5)杭列

S A01(第 122図 )

Dl地区第 5水田検出中に確認された杭列である。東西方向に直列に並び、36本の杭で構成される。全

長39m、 杭の間隔は50cm～ 3mである。検出された杭は水田面より頭を出しており、第 5水田埋没後に設

置された遺構である。上層で確認された水田区画とは、方向がずれており、いずれの水田に伴うものか不

明である。杭の上部は重機による土剥ぎで欠損しており、取り上げに耐えないものもあった。採取した29

点のうち23点が丸太材、 6点が割材である。割材としたものは両端を欠損した断片資料であるため、本来

は丸太材であった可能性がある。杭は最も長いもので50cm、 丸太材は直径1.5cm～ 3.5cm程度のものが大半

を占め、直径 5 cmを 越えるものは 1点のみである。いずれも先端部以外に加工痕は認められない。ランダ

ムサンプリングによる7点の樹種同定の結果、クヌギ属 1点、 トネリコ属 1点、ヤマグワ 1点、ケンポナ
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第 9章 D地区の遺構

シ属 2′点、不明 1′点であり、樹種の選択は行われていないと判断される。出土土器はなく、遺構の時期は

不明である。

(6)溝

S D05

D3地区で検出された。14-1層 を掘 り込み、11層 に被覆されていることから、前項の第 5調査面の遺構

と近い時期のものと判断される。幅1.3cm、 深さ40cmである。覆土は暗色のシル ト質で、小枝などを含む。

層位的に後述の自然流路より新 しい溝である。出土遺物なし。11層 に被覆されることから、古墳Ⅳ期～古

代 I期頃のものと推定される。

S D08

D3地区 S C02の 下層に確認された二重畦畔に挟まれた溝をS D08と した。本溝は断面では確認された

ものの、平面では検出することができなかった。二重畦畔についてはS C020203の項を参照 して頂きた

い。出土遺物なし。

その他の溝

全体図にスクリーントーンで示した水田畦畔を切る溝である。 S D 106(D2地区)、 S D201(D2地

区④区)、 S D2001(D2地 区④区)以外は遺構名を付していないが、調査区全面に縦横に走る溝で、幅

は様々であり、断面がW字状になるものが見られる。覆土は基本土層15層 016層 である。第 5水田は泥炭

層に被覆されており、長期間水田耕作が休止し、湿地になっていたことが想定される。これらの溝はこの

休止期間に形成されたものであり、不規則に配置されていることから、自然流路と判断した。

なお、 S D201に 沿って足跡列が検出された。出土遺物は S D 106よ り土師器甕の破片 7′点が出土したの

みである。

(7)微高地 (第 130図 )

調査区内には微高地が部分的に張 り出す。D10D2地 区の微高地では方形周溝墓 (S M01)、 土坑

(S K07)、 帯状の高まり (S Cl10)が検出された。D3地区微高地部分には焼土跡 (S F01)と 土器集

中が検出された。土器集中は微高地縁辺部にあり、甕の破片が纏って出土した。土器片は胎土の分類から

4個体分が認められる。波状文の甕が 1個体 (個体A)とハケメ調整の甕が 3個体 (個体 BOC・ D)で

ある。個体 Cは個体 Bに器形と器面調整が似ており、同一個体の可能性がある。
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第 6節 弥生時代の遺構

第 7調査面の遺構

(1)概要

18層から22層の間で検出された遺構を第 7調査面とした。Dl地区からD3地区の全地区で遺構が確認

された。水田区画は検出されなかったが、畦畔の芯材と考えられる横木を伴う杭列が 4ヵ 所 (S C 1001、

S C205 0 206 0 207、 S C03、 S C04)、 溝 2条 (S D06、 S D07)、 土坑 2基 (S K080 S K09)が検出

された。D3地区は19層から22層の遺構が混在しており、便宜的にDl地区・D2地区を第 7A調査面、

D3地区を第 7B調査面とした。

層位的にはD3地区の S D070 S K080 S K09が一段階古 く、他の畦畔はこれらより後に埋没してい

る。ただし、畦畔は改修などにより長期にわたり存在することがあるので、すべての遺構が同時存在した

可能がある。

(2)畦畔 (杭列)

S C03(第 132図  P L44)

遺構の構造 :D3地区で確認され、芯材を伴う畦畔と判断した。畦畔は19層 または20-1層 を盛 り上げて

構築されており、18層に被覆される。畦畔は平面では明確にとらえられず、断面で19層 を盛 り上げている

ことが確認された。幅約130cm、 高さ15cmの 畦畔である。芯材は杭 5点、横木18点であり、約 9mに わた

り芯材を埋め込んでいる。他の横木より孤立して出土した建築部材の横架材 (271)は 出土レベルが僅か

に高い。

出土遺物と遺構の時期 三出土遺物は弥生時代後期前半の壺の破片が出土した。これらは胎土から2ま た

は 3個体に識別される (87088)。 木製品では棒状木製品と建築部材横架材が出土した (2390271)。

出土土器より、弥生Ⅲ期に構築されたものと考えられる。

S C04(第 132図  P L44)

遺構の構造三D3地区で確認され、芯材を伴う畦畔と判断した。20-1層 を盛り上げて構築したと考えら

れ、18層 に被覆される。芯材の横木は20-1層 より出土した。畦畔の高まりはごく僅かであり、芯材の存在

によりかろうじて畦畔と認識でき、幅約1.4mで、長さ14mに わたり検出された。芯材は杭54点、横木約

40′点で、横木を支えるように杭が打設されている。杭は丸太材22′点、割材18′点、角材 5′点、板材 2点、不

明 7点であり、長いものでは150cmを超えるものがある (3830384)。 樹種はクリ、ヤナギ属が多い傾向に

ある (第 10表 )。

出土遺物と遺構の時期 三土器は弥生時代後期の壺、高不、甕の破片が数′点出土したのみである。木製品

では農具の柄 (31)、 弓 (63)、 有孔棒状木製品 (190)が杭などに転用されている。

出土土器より弥生Ⅲ期に構築されたものと考えられる。また、18層 (砂層)に被覆されていることから

廃絶時期は S C03と 同時と判断した。

S C202

D2地区で確認された。直線状に配列された 4本の杭である。検出面は19層 または20層 であるが、畦畔

の高まりは確認されず、性格が不明である。杭はいずれも丸太材であり、直径3.3cm～ 6 cm前後のもので

ある。樹種は不明。
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第131図  D地 区第 7調査面全体図
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第6節 弥生時代の遺構

S C204

D2地区で確認された。約 8mに わたり直線的に配列した8点の横木で、畦畔の芯材と判断した。検出

面は19層 または20層 と推定されるが、畦畔状の高まりは確認されず、埋没層位は不明である。いずれも割

材で、木製品からの転用は認められない。樹種はヤナギ属 2点、モミ属 1点、ヒノキ 1点、マツ属複維管

束亜属 1′点である。横木付近より時期不明の甕底部破片が出土したのみである。弥生Ⅲ期～弥生Ⅳ期の遺

構と推定した。

S C205・ 206・ 207(第 133図  P L45)

遺構の構造 :D2地区で確認された。いずれも横木と杭列で構成され、畔状の高まりは確認できなかっ

たが、畦畔の芯材と判断した。L字状に曲る部分をS C205、 これに直交して接続する部分をS C206、 さ

らにその延長上のものをS C207と した。いずれもほぼ同じレベルで出土しており、特にS C206と SC
207はほぼ直線上に位置しており同一の畦畔であつたと考えられる。畦畔の埋没層位は不明であるが、横

木が第 6水田の田面 (23-1層上面)よ り上に出土しており、畦畔の構築が19層～22層のいずれかの段階で

A

: 。SC207

A'- 340 .To

●杭 (丸太材)

・ 杭 (割材)

▲杭 (角材)

口杭 (不明)
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第 9章  D地区の遺構

行われたと推定され、 S C 1001、 S C03、 S C04な どと同時存在した可能性がある。なお、発掘調査時に

S C203の杭 としたものが、本遺構の配列に重なっており、整理段階でS C205の杭と改めた。

S C205は杭58点、横木40余点より構成される。杭は丸太材23点、割材21点、角材 1点、不明13点 であ

る。 S C206 0 207は 杭17点、横木16′点より構成される。杭は丸太材10′点、割材 5点、不明 2′点である。ラ

ンダムサンプルによる樹種同定の結果を第10表に示した。クリ材が多く、 S C03004と 同じ傾向を示す。

出土遺物と遺構の時期 三S C205よ り弥生後期の壺の破片 9′点と甕破片 2点が出土したのみである。木

製品は確認されなかった。埋没層位は不明であるが、出土遺物は弥生Ⅲ期後半～弥生Ⅳ期のものであり、

S C1001 0 03 0 04と 同時存在した畦畔と推定したい。

第10表 第 7調査面畦畔芯材の樹種組成 (ラ ンダムサンプリングによる)

S C1001(第 1340135図  P L45)

Dl地区で検出された。発掘現場ではS C01の 遺構名を用いていたがD3地区のS C01と 遺構名が重複

した為、報告書ではS C 1001の名称を用いる。遺物注記、その他記録類はDl地区S C01と している。

遺構の構造 :第 6調査面の調査中に、杭の頭を検出した。 トレンチの断面では杭列に畦畔状の高まりが

伴うことが確認された (断面 C― C′、D― D′ )。 高まりを面的に確認することはできず、杭列 と横木の

みを検出したが、これらは畦畔の芯材と判断した。畦畔の高まりは19層 を盛 り上げており、砂層 (18層 )

に覆われる。この芯材は全長約36mで、南西側で三方向に分岐し、北側からA列、 B列、 C列 とする。横

木の出土層位 と重なり方から、A列→B列→ C列の力贋番で横木が設置されたと判断した。また、杭列のみ

を見ると、C列が主列となり、A・ B

列には杭がまばらである。杭は直径 7

cm～ 8 cm、 長さ lm前後のものが深く

打設され、横木を固定するための支え

とし、横木には、建築部材の柄孔に杭

を打 ち込 まれ た例 も確 認 され た

(283)。 また、B列の南西端では直径

2 cm～ 3 cmの細い枝を5本程重ねて敷

き、最下音6に は直径 l cmに満たない細

い枝30本ほどを敷き詰めている。直径

3 cm前後の細い材は列の交差部分とA

＼

⑦
／

o    (1:looo)   40m

第134図 D地 区 S C 1001と 第 5水田
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第 9章 D地区の遺構

列・B列の下層部に多く用いられる。横木の最下部は23層中まで及ぶ。

東北端の横木が途切れているところは、第 6調査面 (17層上面)では微高地と水田域との境界部分であ

り、 S C l12と 接する位置にある。 S Cl12は 18層堆積以前に形成されており、本遺構と同時存在 した可能

性がある (第 134図 )。 すなわち、18層堆積以前には、 S C 1001と S Cl12は 連なって大畦畔を形成してお

り、第 5水田 (17層上面)の埋没時にはS C 1001部分の大畦畔は消滅していた、と考えることができる。

杭 139′点、横木約 160′点が検出され、杭は丸太材64′点、割材57′点、角材 3′点、板材 6点、不明 9′点で、横

木は丸太材28点、割材72点、角材 4点、板材27点、その他は不明である。樹種は123点判明し、このうち

50点がクリ材である。その他の樹種は 1点～ 5点ほどであるから、クリ材が圧倒的に多い。また、杭より

も横木にクリ材が多い傾向にある (第 11表 )。

出土遺物と出土状況 :約 80′点の土器が出土した。図示した鉢形土器 (1880336)の他はすべて破片であ

り、弥生時代後期の甕・壺・鉢・高不が出土した。また、A列からC列の交′点付近の19層 より勾玉 (52)

と偏平片刃磨製石斧 (67)が各 1″点出土した。片刃石斧は赤彩された痕跡が確認される。杭と横木には建

築部材の縦材と横架材、棒状加工材が含まれている (1650253028303130314)。 253は杭、他は横木 と

して用いられていた。

遺構の時期 :弥生Ⅲ期後半～弥生Ⅳ期の時間幅の中で構築され、埋没した畦畔である。

(3)溝

S D07(第 131図 )

D3地区で確認された。幅2.3m、 深さ90cmで、微高地の縁辺を廻るように走る。覆土下部には流離構
造が見られ、水流を確認できる。22層 を掘 り込み、20-1層 に被覆される。なお、微高地側では17層～19層

が欠如しており、水田域との土層対比が困難である。遺物はすべて20-1層 と覆土A層 (第 131図 )よ り出

土しており、弥生時代後期の壺、甕、高不 (830156018002140228)な どである。

出土遺物より、弥生Ⅲ期後半～弥生Ⅳ期の遺構と判断した。

S D06

D3地区で確認された。22層下面を検出面とするが、第 6調査面の S D04の一部の残存の可能性があ
る。幅約 lm、 深さ10cm程度である。出土遺物なし。

(4)土坑

S K08(第 136図 )

D3地区北端で確認された。覆土は細粒砂の単層である。長軸1.6cm、 短軸 1。 3cmの楕円形で深さ 8 cmで

第11表  SC1001の樹種組成
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第 6節 弥生時代の遺構
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1層 :暗赤灰色細粒砂層。腐植と炭化物を含む。

2層 :明 オリーブ灰色細粒砂層。腐植と炭化物を含む。
3層 :炭化物層。
4層 :焼土層。
5層 :暗赤灰色細粒砂層。腐植と炭化物を含む。
6層 :青灰色砂層。基本土層22-1層 に炭化物を混じる。
7層 :暗赤灰色細粒砂質。腐植と炭化物を含む。 (1:40) 2m

第136図  D地区S K08009

あるも出土遺物なし。

S K09(第 136図 )

D3地区北端で確認された。微高地に位置してお り、22-1層 の上に載る細粒砂層を掘 り込んでいる。土

坑の東半分は調査区外周 トレンチで失われている。長軸1.8m、 短軸 1。 3mほ どの楕円形 もしくは隅円方形

と推定され、覆土は炭化物 と焼土が互層を成 してお り、土坑底面には炭化した材が数本出土した。炭化材

はクリ、カツラ、ヒノキである。出土遺物なし。検出層位より、弥生Ⅲ期後半～弥生Ⅳ期の遺構 と判断し

た。

本遺構の北方 lmほ どの所に木の根 と思われるものが検出されており、本遺構の存在に関わる樹木であ

る可能性 も指摘 したいが、その検証はできない。

第 8調査面の遺構

(1)概要

23-1層 または23-2層上面で検出された遺構を示した。Dl地区からD3地区の全域で水田区画が検出さ

れた (第 6水 田)。 この他にDl地 区で杭列 (S A2001)、 D2地 区で水田を切 る溝、土坑群 (SK
101～ S Kl12)、 立ち木の根の痕跡などが検出されたが、これらは水田面で検出されており第 6水田より

新しい遺構である。立ち木の根は 8ヵ 所確認され (木 1～木 8)、 第 6水田より上層の生活面で生育した

木の根である。これらが集中するD2地区とD3地区の境界部は、第 6調査面 (第 5水田)では水田区画

が検出されなかった微高地に接した区域である。当該区域での第 6調査面と第 8調査面との標高差はおよ

そ80cmであり、第 6調査面付近の地表面で樹木が生育していたことが推察できる。また、D2地区②区で

は土坑群に接して木が検出されており、土坑群との関係を検討する必要がある。D3地区の 3つの根につ

いて樹種同定をした結果、それぞれクリ、コナラ属、クヌギ節
は6)と ぃぅ結果が得られた。

ＳＫＯ
④

瘍
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第6節 弥生時代の遺構

(2)第 6水田 (第1370138図  P L40046)

検出状況と概要 23-1層 及び23-2層上面で検出された水田区画である。23-1層上面を検出面としたが、23

-1層の堆積は不安定であり、欠落している区域が多く見られるため、調査区毎に検出面が微妙に異なる可

能性がある。第 6水田は複数の段階の水田区画を示している危1具があるため、同時性を保証できる調査地

区別に、第 6A水田 (Dl地区)、 第 6B水田 (D2地区)、 第 6C水田 (D3地区)と した。特に第 6A

水田は他の二者の水田区画と規模が異なっており、すべてが同時存在したとするには疑間が残る。すなわ

ち、これらの三水田の水田層は23-1層 または23-2層 のいずれかではあるが、どの水田がどの層を水田層と

しているかは確認できない。ただし、Dl地区第 6A水田下層で畦畔が検出されており、23-1層 と23-2層

の中に水田面が 2枚あることは確認された。概念上、上部のものを第 6上部水田、下部のものを第 6下部

水田とする。場所により被覆層は異なっており、同時存在した水田区画の把握を困難にしている。水田面

を被覆する層はシル ト質砂層で、Dl地区は22-1層、D2地区は20-1層 022-1層 、D3地区は22-1層 であ

る。

D3地区の調査区南壁面でのプラントオパール分析の結果、検出面である23-2層 は7500個 /gと 同地点

の分析サンプル中最高値を示しめした。また、D2地区第 6B水田において、水田面及び畦畔の18カ所の

サンプルの珪藻分析ならびに植物珪酸体分析をおこなったところ、調査区西領1の水田区画では陸生珪藻が

多く見られ、植物珪酸体の平面分布にも偏 りが見られることが確認された。前述のとおり、検出面が不安

定であるため、分析結果がそのまま当時の土地利用の違いを示すとは即断はできないが、検討の余地があ

る。詳細な分析結果は第 3分冊第 8章を参照して頂きたい。

水田の構造 水田区画と畦畔 三第 6A水田は微高地の南側に確認された。微高地を挟んだ反対側は水田面

よりも低 くなるが水田区画は確認されない。調査区南端部には水田面より30cm～ 40cm低い低地部が広がっ

ており、第 6A水田は微高地と低地に挟まれている。微高地に並行して幅約 2mの大畦畔と思われる逆 L

字状の僅かな高まりがある。大畦畔に沿って浅い溝 (S D1001 0 1002)が あり、 S D 1002は調査区東端の

池状の窪みへと繋がる。水田区画は約50枚確認され、それぞれ 3m2～ 9m2である。小畦畔は高くて 1～ 2

cm程度の捉え難いものであり、畦畔の幅が50cm～ lmと 他地区の畦畔に比べ幅広である。また、小畦畔が

明瞭に確認できない場所もある。水口等の施設については遺存状況が悪いため言及できない。本水田面の

下層 (23-2層上面)で第 6A水田とやや並びを異にする畦畔が確認されていたが、平面的な調査を行って

いないため、水田区画の詳細は不明である。

第 6B水田はD2地区①②区とD2地区③④区とが別々に調査されており、同一面であるかどうか疑問

である。D2地区③④区で明瞭な小区画水田が検出された。水田面は全体に西側が高く、東側に向い緩や

かに傾斜している。D2地区①区では微高地が島状に見られるが、第 6調査面で検出された方形周溝墓の

溝により微高地が寸断されている可能性がある。D2地区①②区では部分的に畦畔が検出されたのみであ

る。特にD2地区②区では詳細な記録がなく、遺構の位置が不明となり、 S C l13と S D 108はおよその位

置を示している。D2地区④区の大畦畔 S C210は 幅約 lm、 高さ10cm前後で、南東側が明確に検出され

るのに対し、北西側はL字状にD3地区側に曲がっているように見られるが、等高線の記録を見る限り、

L字状に屈曲した畦畔は低 く、大畦畔の区画は不明瞭となる。小畦畔との交差部分 2ヵ 所に横木が敷設さ

れ、横木はそれぞれ 2点ずつ直列に並んでおり、水田面より10cm～ 15cm下位に出土した。小区画の水田が

約90枚確認され、その内面積の算出が可能なものが65枚あり、10ピ～30m2の ものが多く、最小で0.9m2、

最大で42.6m2である。また、D2地区④区の北西側では畦畔が不明瞭となり、微高地が張り出してきてい

る可能性がある。なお、面的なプラントオパール分析の結果、水田区画が不明瞭である北西側でも水田区

画内と同量のプラントオパールが検出されている (第 3分冊第 8章参照)。
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第 9章 D地区の遺構

第 6C水田は調査区北西傾」の水田区画が不明瞭となり調査区壁際で微高地の一角が検出された。本調査

面は、基本的には23-2層 上面が調査面であるが、堆積が不安定であるために、調査区北西側では23-1層上

面、調査区南東側では23-1層の上位層になる黒褐色シル ト質砂層 (El地区基本土層23-la層 )が調査面

となっており、水田区画の検出を困難にしたものと思われる。 S C05～ S C09の大畦畔が確認されたが、

いずれも断片的な残存であり、 S C09な ど不自然な位置に存在するものがあるが、概ね大畦畔は等高線と

並行している。 S C05～ S C07は 調査ベル トと攪舌しにより寸断しているが、連続するものであろう。 SC
05は最大幅約 2m、 高さ約20cmである。 S C06は最大幅3。 9m、 高さ45cmである。 S C07は 幅1.9m、 高さ

25cmである。 S C08は 幅1.5m、 高さ16cm～ 30cmである。 S C09は最大幅2.3m、 高さ17cmである。また、

S C05の延長方向と直交するS C 3001は前述の大畦畔と比べて狭いが、幅50cm、 高さ10cmであり、他の小

畦畔に比べ規模が大きい。ガヽ畦畔は幅30～ 40cmで、高いものでも5 cm前後である。70枚ほどの方形区画が

確認されるが、面積を算出できるものは14枚であり、10♂前後のものが多く、最大で63m2である。

上記の 3つの水田がほぼ同じ時期の水田区画を示していると仮定し、全体を概観すると、大畦畔は調査

区にほぼ並行または直交方向に伸びる。Dl地区の逆 L字状のもの、 S C210、 S C 3001、 S C05～ 09を

大畦畔と判断しているが、いずれも接点が無 く、大畦畔による区画がどのようなものであるか判然としな

い。水田面はDl地区からD3地区に向かって傾斜しており、両端部では標高差が60cm～ 80cmあ る。

Dl地区出土遺物 D2地区出土遺物

縄文晩期土器

弥生中期土器

弥生中期～後期土器

弥生後期土器

時期不明

309

文47
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第6節 弥生時代の遺構

水 口と水利形態 :第 6B水 田・ 6C水 田では小畦畔の切れ 目が 5ヵ 所あるが、大部分の小区画水 田には

水口が確認されない。調査区内の大畦畔では S C08(第 6C水田)で水口と思われる切れ目が確認される

が、流水痕跡などはの確認は行っていない。水路は検出されていない。

水田層 と水田面の状況 三水田層は23-1層 または23-2層 で、層厚15cm～ 20cmである。水田層が地点により

異なり、水田面の詳細は不明である。

その他の施設 :Dl地区の逆 L字状の大畦畔に沿って S D 1001と S D 1002が ある。23-1層 で検出され、
22-1層が覆土となる。このことから第 6A水田埋没時まで機能していた溝であることが確認される。 SD

1001は全長約35m、 幅 lm～ 2m、 深さ約15cmである。北東側では二股に分岐する。 S D 1002は 長さ11.5

m、 幅約 lm、 深さ 5 cm以下で、溜水施設の可能性がある池状の窪みへと繋がる。池状の窪みは方形を呈

し、底面は水田面より約25cm低い。

なお、D2地区②区の S Cl13は 幅約70cmで高まりはほとんどなく、土色の違いが帯状に確認されたも
のである。 S D 108と の新旧関係は不明である。

出土遺物と遺物出土状況 第138図に第 8調査面の出土遺物を示した。Dl地区 (第 6A水田)では縄文

時代晩期～弥生時代後期の土器が出土した。遺物は微高地と低地部周辺に集中しており、水田面からはあ

まり出土していない。低地部周辺には縄文時代晩期・弥生時代中期の土器が多く見られる。縄文土器は無

文土器で、数イ団体分の破片が纏って出土した。弥生時代後期では162が古い様相を示すが (弥生Ⅲ期 )、 他

は小破片であり細別時期はわからない。低地部の縁から臼形の木製品 (第 2分冊第 3図 )が 1点 出土し

た。この木製品は横木取 りであり、脚部が欠損している。遺存状態が悪 く詳細は不明である。

D2地区 (第 6B水田)では弥生時代中期～後期の土器と石器 (刃器・敲石・磨製石斧各 1′点)と 勾玉

1点が出土した。土器はいずれも小破片であり、新しいものは弥生Ⅲ期後半～弥生Ⅳ期の時間幅で捉えら

れるものであるが、確実に弥生Ⅳ期に下るものは確認されない。

D3地区 (第 6C水田)では弥生時代中期～後期の土器が出土した。図示したものには弥生時代中期

(弥生Ⅱ期)の ものが多いが、弥生時代後期前半 (弥生Ⅲ期)の壺と甕の小破片が数点見られた。

水田の時期 第 6A水田、第 6B水田、第 6C水田は検出面が一致していない可能性があり、微妙な時期

差が想定されるが、出土遺物からいずれも弥生Ⅲ期に埋没した水田と判断した。出土遺物には弥生Ⅱ期の

土器が多数含まれており、Dl地区では縄文時代晩期の土器が出土している。Dl地区は水田層である23
-1層 と23-2層 が薄いため、下層の遺物が巻き上げられていると考えられる。また、弥生Ⅱ期の土器と石器

が多く見られることから、弥生Ⅱ期の水田の存在を想定できる。下層の第 9調査面では弥生Ⅱ期の水路と

堰状の遺構が確認されており、水田が存在した蓋然性は高い。なお、第 6A水田の下層で確認された畦畔

は、弥生Ⅱ期の水田である可能性があるが、水田区画の詳細は不明である。

(3)杭列

S A1001(第 137図 )

Dl地区東端に検出された。発掘調査時に遺構名は付されず、本報告に際し遺構名を付した。南北方向

に連なる 8本の杭で、部分的に 2列 となる。太さ2.5cm～ 5 cm程度の杭で、丸太材 3点、割材 4点、角材

1点である。杭列の打設時期は不明であるが、第 6水田埋没後のものと推定される。第 5水田の S C 1003

とほぼ重なる位置に並んでおり、第 5水田の大畦畔構築に際して打設された杭である可能性がある。

S A2001(第 137図 )

D2地区①区で検出された。発掘調査時にはS A01と していた遺構であるが、遺構名が重複したため、

本報告ではS A2001と した。 7本の杭が南北方向に約3.5mに わたって直列に打設されている。第 6B水
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第 9章 D地区の遺構

田検出面で出土してお り、第 6水田埋没後に打設されたものと判断した。丸太材 6点、割材 1点で、丸太

材は大さ 4 cm～ 6 cm前後のものが用いられている。

(4)土坑

D2地区①②区に10基ほどの土坑が検出された。土坑の規模と形態は類似しており、群を成している。
S K101～ S K107(第 139図 )

D2地区②区の23Tl層 で検出された。 7基の土坑の覆土は類似しており、20-1層 と思われる灰色シル ト

質砂層を基本とし、灰色シル ト層 (23-1層 )、 黄白色細粒砂などを混入したもので、人為的な埋め戻 しを

想定できる堆積状況である。また、 5 mm～ 10mmほ どの炭化物を含む。20-1層 を埋め戻したと判断されるこ

とから、土坑は第 6水田埋没後に形成された遺構であることが確認された。

S K101は 推定 4m× 1.9m、 深さ10cmの 隅円長方形。 S K102は 2.9m× 2。 Om、 深さ9cmの長方形。 SK

103は 1.lm× 1.Om、 深さ6.5cmの 不整円形。 S K104は 2。 9m× 1.2m、 深さ10.5cmの長楕円形。 S K105は

1。 9m× 1.7mで、深さ 8 cmの不整円形。 S K106は 2.7m× 2。 Omで、深さ5.5cmの不整楕円形。 S K107は

2.8m× 1.4mの長方形で底面のみが検出されたが、 S C l13を掘り込んでいることが確認された。

S K101と S K102よ り弥生時代後期の壺と甕のガヽ破片が出土した。また、モモの種が S K101か ら2点、

S K102か ら4点、 S K103か ら1点出土した。他の土坑は出土遺物なし。 S K101と S K102よ り出土した

土器は、弥生Ⅲ期～弥生Ⅳ期のものであり、弥生Ⅲ期に埋没した水田層を掘 り込んでいることから弥生Ⅳ

期の遺構と判断した。弥生Ⅳ期であれば、第 6調査面または第 7調査面の遺構と同時期である。

S Klll・ S Kl12他 (第 139図 )

D2地区①区の23-1層上面で検出した。 S Klllは 2.4m× 1.75五 で深さ10cm、 S Kl12は 4m× 3mで

深さ12cm、 いずれも不整な形状である。覆土は暗緑灰色の砂質シル トで、地山の23-1層 をブロック状に含

む。出土遺物なし。 S Kl12の東側に焼土と炭化物を含むピットが 3個検出された。この他に土坑と思わ

れる不整形な窪みが検出されているが詳細は不明である。これらの土坑は S K101～ S K107と 接してお

り、ほぼ同時期に形成されたものと判断した。

(5)溝

S D108

23-1層 で検出したが、埋没層位は不明である。D2地区で確認された溝であるが、位置が不明確であ

り、およその位置を示した。D2地区①区では直角に屈曲している。幅30～ 50cm、 深さ6～ 12cmである。

底面の標高差が約15cm/40mで、北側から南側への流水が推定される。 2mほ ど溝が途切れる場所が 1カ

所あるが、風倒木などの攪舌Lに より、遺構が不明確になったものと推定される。S Cl13を 切っているよ

うであるが、前後関係は確認できなかった。覆土は暗灰オリーブ色砂質土に細粒砂と多量の腐植を含み、

粘性が強い。出土遺物はなく、検出層位より、弥生Ⅲ期～弥生IV期の遺構と推定した。

S Dl12

D2地区①区の23-1層 で検出した、幅50cm、 深さ10cm～ 15cmの直角に屈曲した溝である。詳細は不明。

出土遺物なし。

第 9010B調査面の遺構

(1)概要

D2地区 (第10B調査面)と 、D3地区 (第 9調査面)で調査を行ない、弥生時代中期の溝などが確認
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第 9章 D地区の遺構

された。第 9調査面はD3地区24層から25-1層上面が調査面で、弥生時代中期の溝が検出された。第10B

調査面はD2地区27-1上面が調査面で、弥生時代中期の溝と土坑と立木の根が検出された。第10調査面は

27-1上面を検出面としており、Dl地区では争J片 1点のみ出土、D2地区では縄文時代晩期氷式土器と弥

生時代中期の溝が検出され、D3地区では縄文時代晩期佐野Ⅱ式土器のみが出土した。調査層位に微妙な

差を考慮し、それぞれ第10A調査面、第10B調査面、第10C調査面とした。第10A010C調査面は第 7節

で記述する。

なお、D地区では弥生時代中期の水田区画は確認されていないが、A4地区とB2地区では弥生時代中

期の水田区画が確認された。また、D地区第 8調査面では全域に弥生時代中期の土器が出土しており、水

田区画は検出できなかったものの、検出された溝を水路とする弥生Ⅱ期の水田が存在していた蓋然性は高

い。

D3地区南壁のサンプルによると、25-1層 以下ではプラントオパールは検出されていない。他地点の24

層では2700個 /gのプラントオパールが検出されており、弥生Ⅱ期の水田は23-2層 ～24層に存在したと推

定できる。

(2)溝

S D2005(第 140図  P L47)

D2地区27-1層上面で検出した溝であるが、掘 り込み面、埋没層位は不明である。D2地区③④区にか

けて約65mに わたり蛇行する。幅70cm～ 90cm、 深さ10cm前後である。底面は南から北に傾斜する。出土遺

物は図示した壺 (131)、 甕 (285)、 刃器 (54)の他に弥生時代中期 (弥生Ⅱ期)と 思われる壺・甕の小破

片が数′点出土した。出土遺物の時期を明確にできないが、弥生Ⅲ期に埋没した水田に覆われていることか

ら、弥生Ⅱ期の遺構と推定した。

遺構の正確な位置が不明であるため、全体図にはおよその位置を示した。また、発掘調査時にはS D05

とされていた遺構であるが、D3地区の溝と遺構名が重複していたため、本報告では S D 2005と した。な

お、遺物その他の記録類の注記はD2地区S D05と してある。

S D10・ 11・ 12・ 13(第 1410142図  P L47)

遺構の構造 三D3地区25-1層上面で検出された。 S D10よ りS Dl10120 13が 分岐する。 S D10では堰

と考えられる杭を打設した施設が 2ヵ 所確認され、水路と判断した。これらの溝は約10cm～ 20cmの深さ

で、溝底部の傾斜はほとんど認められず、周辺の地形の傾斜と堰の位置で南から北へ向かって水が流れた

第140図  D地 区第 9調査面・第10調査面全体図 (1:2500)
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第 6節 弥生時代の遺構

と推定した。 S D10は 南北方向に延び、幅100cm～ 340cm、 深さ約20cm、 約45mに わたって検出された。溝

の分岐部分の堰状施設は、南側をセギ 1、 北側をセギ2と した。第142図 は杭のみを示したもので、セギ

1は溝の分岐部分に矢板状の杭をL字状に打設し、溝の西縁はランダムに杭が打ち込まれ、東縁は杭が直

列に打設されていた。セギ 2は S D10の 流れを堰き止め、水がS Dl1013に 流れるように杭が打設されて

いる。これらの杭付近では木材が横倒しの状態でまとまって出土し、堰の構造材となるものであろうが、

詳細は不明である。なお、杭が打設されない部分にも横倒しの木材が出土した。これらの堰の杭で採取し

た147点は丸太材が27点、割材が120点である。割材は板材50点、角材23点であり、板材が多い。

S Dllと S D13の分岐′点付近にも杭が打設されており、特にS Dllに 沿って約60cm前後の間隔で 8本の

杭が直列に並ぶ。杭はすべて丸太材である。

S D10～ 13の覆土は黒褐色シル トで、23-2層 に類似するがやや黒く粘性が劣る。 2 mm～ 10mmの炭化物を

含む。

出土遺物と遺構の時期 :縄文時代晩期 と弥生時代中期の土器、石器、木製品が出土した。第1410142図

に遺構別に出土遺物を示した。縄文時代晩期土器は S Dllの みで出土しており、全て佐野Ⅱ式 (50130

23026)である。下層に包含層があるため巻き上げられたものと判断した。弥生時代中期 (弥生Ⅱ期)の

壺、甕、鉢、高不が出土しており、1700186は比較的大形の破片であるが、他は小破片である。石器は石

鏃 6′点、刃器 5′点、磨製石包丁 1′点、太形蛤刃磨製石斧 3′貞、敲石 2′点、凹石 1′点、二次加工を有する景J

片 1点である。この他に景J片が29点出土した。木製品はS D10に 集中しており、多くは矢板状に打設され

た板状の木製品である。農具の柄 (33)、 有孔棒状木製品 (1870191)、 有頭棒状木製品 (134)、 棒状木製

品 (151023302340243)、 建築部材 P(299030303040319)、 板状木製品が出土した。板状木製品につ

いては、木製品を転用したものか、矢板を作iる ために板状に力日工したものか判然としない。

出土土器より弥生Ⅱ期の溝と判断した。

(3)土坑

S K108(第 143図 )
・
D2地区②区27-1層 で検出された。1.68m× 1。 60mの円形を呈し、深さ36cmである。覆土の主体はオリ

ーブ黒色シルトで、覆土下部に炭化物層が 4枚認められる。炭化物層は葦状のオ直物が重なるような状態で

皿状に堆積する。土坑底面から長さ21cmの板材が出土したが、他に出土遺物はない。27-1層 より縄文時代

晩期氷式と弥生時代中期土器が出土しており、本遺

構は弥生 I期～Ⅱ期の所産と推定した。遺構の正確

な位置が不明であるため、全体図には位置を示して

いない。
A′

1層 :オ リーブ黒シルト層。炭化物粒を僅かに含む。
2層 :オ リーブ黒シルト層。自色粘土粒を僅かに含む。下部 l cmの

厚さで炭化物粒が多い。
3層 :やや明るいオリーブ黒シルト層。中央に炭化物を多量に含む。
4層 :灰色シルト層。植物繊維を含む。
5層 :土質は1層 と類似。上下に縞状に炭化物が集中する。炭化物
は葦のようなものが重なったものである。

6層 :5層に地山の28層の砂がブロック状に混入する。
(1:40)

第143図 D地 区 S Klo8
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第 9章 D地区の遺構

第 7節 縄文時代の遺構

1 第 10調査面

27-1層上面が調査面で、Dl地区を第10A調査面、D2地区を10B調査面、D3地区を第10C調査面と

した。D2地区27-1層 より弥生時代の遺物が出土しており、調査層位の微妙な差を考慮して調査地区別に

別個の調査面名称を用いた。

第10B調査面は第 6節で記述したが、縄文時代晩期氷式の甕形土器 (S Q01)が 1′点出土した。さらに

調査面下で焼土が確認され、層位的に縄文時代晩期の焼土と推定されるが、詳細は不明である。

第10A調査面では全面を検出したが、景J片が 1点出土したのみである。27-1層及び下層の砂層中より流

木が出土した。

第10C調査面では調査区北側に縄文時代晩期の土器と石器がまとまって出土した。遺物の出土範囲はお

よそ直径15mの 円の中に収まると想定されるが、詳細な出土状況は不明である。土器群は佐野Ⅱ式であ

り、約200片 の土器片が出土し、赤色の漆を塗ったものも認められる (第 2分冊図版 1-1～ 27)。 なお、

第 9調査面 S Dll出 土の佐野Ⅱ式土器はこれらと一括資料であると考えられる。石器は石鏃 8′点、石錐 2

点、削器 1′点、二次加工を有する景J片 3′点、刃器 1点、石核 2′点、景J片 114′点が出土した。

本調査面では遺物が出土したのみで、遺構は確認されなかった。D3地区27-1層 ではプラントオパール

が検出されず、少なくとも調査区内では、縄文時代晩期佐野Ⅱ式の時期には稲作が行われていなかったと

考えられる。また、D2地区27-1層 での植物珪酸体分析の結果、沼沢～湿地のような水域であったと報告

されている (第 3分冊第 7章参照)。 D3地区では土器、石器、景J片からなる遺物ブロックが想定されて

おり、景J片が少数ながら存在することから、遺物ブロック周辺で石器製作が行われていたと推定できる。

遺物ブロック周辺は水辺に面した微高地であったと考えられよう。

第 8節 小 結

D地区の土地利用の変遷を簡単にまとめて小結とする。縄文晩期 I期 (佐野Ⅱ式)に は水田跡が確認さ

れず、調査地区内には湿地と微高地があったと推定される (第 10調査面)。 A地区S Q01(氷 H式)の石

器組成と比較し、佐野Ⅱ式の時期には打製石斧が見られないことが注意される。縄文時代の包含層の上に

は泥炭層が堆積しており、縄文時代晩期～弥生時代の初めにかけて湿地化が進んだことが判明した。弥生

Ⅱ期 (弥生時代中期)に は水田区画が確認されなかったものの、堰を伴う水路の存在と調査区全域から当

該期の土器が出土したこと、プラントオパール分析の結果などの状況証拠から水田の存在が想定された

(第 9調査面 )。 弥生Ⅲ期 (弥生時代後期前半)に は調査区全域に小区画水田が存在していたことが確認さ

れた (第 8調査面)。 その上層には弥生Ⅳ期 (弥生時代後期後半)の大畦畔の痕跡である杭列が確認され

(第 7調査面 )、 弥生Ш期とは異なった大区画が構築されていたことが確認された。さらに上層の弥生Ⅳ期

～古墳 I期 (古墳時代前期)に は調査区内に微高地が形成され、小区画水田に接して方形周溝墓が見られ

る (第 6調査面)。 また、微高地には方形周溝墓の他、土坑群 とクリなどの樹木があったと推定される。

弥生時代の水田跡は弥生Ⅱ期には出現しており、弥生Ⅲ期にはD地区全域に広がっていたことが確認され

た。古墳Ⅲ期・Ⅳ期 (古墳時代中期・後期)に は古墳 I期からの微地形に変化はなく、大畦畔を一部踏襲
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第 8節 小 結

し、下層の方形周溝墓の高まりも残存しいる (第 5調査面)。 微高地では畝状の遺構も確認されており、

水田域と微高地の土地利用の差が注目される。第 5調査面は泥炭層に覆われており、古墳 I期の水田の耕

作が停止した後、調査区全域が湿地化したと考えられる。

弥生時代 と古墳時代には調査区とほぼ直行または並行した畦畔が構築されていたことが確認された。古

墳時代中期以降の水田跡の調査は部分的であり、調査区全域にわたる情報が得られなかったが、奈良・平

安時代～現代までは正方位を向いた条里制に基く方形の水田区画が確認された。D地区では平安時代初頭

に埋没したと考えられる第 3水田が最も古い確認例である (第 4調査面)。 中世の水田区画は確認されな

かったものの、水路の存在により坪境が推定できた (第 3調査面)。 近世の水田では東西に長い方形区画

が検出され、回場整備以前の水田区画にほぼ一致することが分かった (第 102調査面)。 また、近世の

水田は、調査区の壁面で確認された畦畔により、調査区内全域が水田となっていたと想定される。

出土遺物では、第 7A調査面の S C 1001よ り勾玉と赤彩されたと思われる磨製石斧が出土しており、畦

畔構築における祭祀的行為に関わる出土状況と推定している。また、第 7調査面では軽石の出土点数が他

の調査面に比べて多いことが注意される。また、弥生時代後期には大量の木材を敷設した大畦畔が確認さ

れた。古墳時代以降には畦畔内に木材を敷設する例は少なく、特異な畦畔構築の技術である。他の地区の

調査からも同様な傾向が伺われる。

西山克己 1996「長野県」『発掘された地震痕跡』埋文関係救援連絡会議・埋蔵文化財研究会

檜皮久義 1991「松代付近の遺跡の発掘現場で発見された地震跡」『気象庁地震観測所技術報告』第11号 気象庁地震観測所
D地区で時期が判断できる陶磁器は11点で、 4層からは18世紀代のもの 2点、 7層 からは15世紀後半～17世紀後半のものが 3

点、 8層からは13世紀が 1点、16世紀前半が 2点、近世末が 1点 (混入か P)、 9層からは14世紀が 1点、19世紀のもの 1点が

出土した。遺物は小破片で、水田耕作のため上層の遺物が下層に混入する可能性も高く、 8層 ・ 9層出土の新しい遺物を混入と

考え、 4層 を近世後半の19世紀代、 7層 を近世前半の17～ 18世紀、 8層 を中世後半の16世紀代、9-1層 09-2層 を中世前半の

14～ 15世紀とする堆積年代を想定した。

行書体の元豊通費。元豊通費は北宋銭で、1078年初鋳。

水田面検出中に須恵器不 Bが出土したが、11層中の遺物の疑いがあり、水田の埋没時期を示す資料としては不適当と判断した。

屋代遺跡群高速道路地点 S C70020 S C7010(『 上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書26-更埴市内その 5-更埴条里遺
跡・屋代遺跡群古代 1編』長野県埋蔵文化財センター他1999)、 屋代遺跡群新幹線地′点S C 6002内 の S H6001(『北陸新幹線埋蔵

文化財発掘調査報告書 3-更埴市内一更埴条里遺跡・屋代遺跡』 (財 )長野県埋蔵文化財センター他1998)な どで馬の顎骨や歯が
畦畔より出土した。

樹種分析番号12333～ 12335である。樹種同定結果は添付したフロッピーディスクにテキスト形式で入力した。

註

１
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第10章  El地 区の遺構

第10章 El地 区の遺構

第 1節 概 観

El地区は県道小出・綿内停車場線の東側の幅約20m、 長さ約90mの調査区である。E2地区とは層序

の認識が異なっており、別個に報告することとした。El地区では 3面の調査面があり、第 1調査面と第

3調査面で水田区画が確認された。前者は古墳時代前期、後者は弥生時代後期に埋没した水田である。調

査は第 3調査面をもって終了した。

なお、プラントオパール分析の結果によると古代以降の水田跡の存在が確認されるものの、水田跡の検

出は行っていない。また、 トレンチ調査により、第 3調査面の23-lb層 を景Jぎ、23-2層上面で畦畔を検出

した。 トレンチ内では23-lb層 と同じ位置に畦畔があることを確認している。23-2層 より栗林式の土器片

が出土したと言己録されているが、遺物は紛失した。

調査区南壁面でプラン トオパール分析をした結果、 1層、 6層、 7層、9-2層、23-la層、23-lb層

(第 2水田)、 22-2C層 に多く、11-1層、16層 (第 1水田)がこれに続き、 2層、18-2層、20-lb層 、22-1

層、24層ではプラントオパールが検出されない。特に23-lb層、22-2C層 はプラントオパール検出個数が

10000個/gを超える。また、古環境復元のため、調査区を横断するセクションベルトの土層で花粉化石、

珪藻化石、植物珪酸体の検出をおこなった。これらの分析結果の詳細は第 3分冊第 6章 07章を参照 して

頂きたい。

第 2節 基本層序

第144図に基本層序を示した。発掘調査はD地区と並行して行われ、土層名は共通した名称で記録され

ており、El地区の基本層序は概ねD地区と対応している。また、層名に混乱が生じていたため、本報告

では枝番号を用いて新たな層名を付した。層順が対比できない層もあり、枝番号の部分は必ずしも上下関

係を示さない。E2地区は層序の認識が異なっており、層名は全 く対応しない。E2地区との土層の対応

は第 3分冊第 1章に記す。El地区の基本層序は以下の通 りであり、16層上面が第1調査面、22-1層 上面

が第2調査面、23-lb層上面が第 3調査面である。

なお、土層観察地′貞③ではEl地区の他地′点の層順に対比できない層があり、これらはアルファベ ソヽト

を付した。枝番号を除いた算用数字で示した層名はD地区と共通しており、アルファベ ソヽトで示した層名

は発掘現場での土層注記が無く、科学分析用にサンプルした土の観察に基いており、色調および土質は 1

～27層 と比較できない。また、地区により観察者が異なり、土質の表現に差がある為、本地区内での相対

的な比較は可能であるが、他地区との土質の比較はできない。例えばEl地区とC地区の「シル ト質砂

層」は必ずしも同じ土質を示すとは限らず、El地区の「シルト質砂層」とE2地区の「砂質シル ト層」

とが同じ土質ということがある。但し、D地区とEl地区は同じ観察者による共通した表現である。
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基本層序は以下の通りである。

l層   三褐色シル ト質砂層。
2層

3層

4層

6層

7層

:黄橙色シル ト質砂層。上部に酸化鉄の集積あり。

:明褐色シル ト質砂層。細砂粒のラミナが見られる。酸化鉄が集積。

:明赤褐色砂層。酸化鉄、酸化マンガンが沈着。極めて軟らかくラミナがある。

:浅い黄橙色シルト層。僅かに粗粒砂を含む。

三にぶい黄橙色砂質シルト層。酸化鉄、酸化マンガンが見られる。

第 2節 基本層序

E2地区

9-1層  三褐灰色砂質シルト層。酸化鉄の集積がやや目立つ。

9-2層  :(暗)灰色シル ト層。酸化鉄の集積多く、炭化物粒を含む。

9-2b層 三赤黒色シル ト質砂層。10-2層 を基調とし、腐植を含む。

10-1層  :にぶい黄橙色シル ト層。少量の灰色シル トと泥炭が混じる。

10-2層  :橙色シル ト質砂層。腐植が多く全体に黒っぽい。ガヽ礫を含む。

D3地 区
El地区

El地区

341。00m

第1調査面

第1調査面

第2調査面

第3調査面

第1調査面

340。00m

339.00m

ロシルト層・粘土層

[コ 砂質シル ト層

Eヨ砂層

|1泥 炭層

El地 区

341。 00m

340.00m

339。 00m

1-2

5-i

槙
式
棲

日

El地区プラントオパール分析結果

①地点

③地点 ⑤地点

②地点

④地点
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第10章  El地 区の遺構

11-1層  :暗青灰色砂質シル ト層。10層、14層がブロック状に混じる。多量の黒色泥炭を含む。
11-2層  三黒赤色泥炭層。黒色泥炭と濃褐色泥炭が混じる。
14-2層  三褐灰色シル ト質砂層。泥炭が含まれる。D3地区～El地区に見られ、Elの方が泥炭が強

い。D地区基本土層14-2層 に相当する。

15-1層  三黒色泥炭層。ヨシを主体とする。灰色砂質シル トと混じる。
15-2層  三褐灰色泥炭層。灰色のシルト質砂層が混じる層。
15-3層  三褐灰色シル ト質砂層。泥炭を含む。泥炭は15-2層 と類似するが、量が少ない。
16層   :褐 灰色シル ト質砂層。細かな泥炭を含む。 (上面が第 1調査面)
18-1層  三灰白色砂層。極細粒砂で石英粒が多く、C地区38層に類似する。部分的に少量の泥炭を含む。
18-2層  :褐灰色シル ト層。黒色の腐植が重層する。

19層   :灰 色砂層。石英が多い極細粒砂からシル ト質砂で、少量の泥炭が散在する。径 3 mmほ どの炭化

物を含む。D3地区中央より西側に安定して堆積しており、20-1層 と近似する。
20-1層  三灰色シル ト質砂層。腐植は少なく白っぽい。19層の下に来ることはなく、19層 に対応するかも

しれない。

20-lb層 三灰色砂層。土質は19層 に準ずるが、少量の炭化物が入る。D3地区東側からEl地区の一部に

見られる。

20-2層  :灰色砂層。黒雲母、石英を含む。少量の泥炭を含む。D地区20-2層 とは別の層で、その上下関

係は不明。

20-3a層 :褐灰色砂質シル ト層。ヨシを主体とする泥炭が多い。

20-3b層 三褐灰色砂層。少量の泥炭と炭化物粒が散在する。部分的にラミナが見られる。

20-3C層 :灰色砂層。少量の泥炭がある。石英、雲母が見られる。

21層   :明 青灰色砂層。極細粒砂から 1シル ト質砂で、締 りがある。18層に似ているが、泥炭が少な

く、灰色が強くなる。微細な石英粒あり。

22-1層  :青灰色シル ト質砂層を基調とし、黄灰色の細粒砂が混じる。少量の泥炭が含まれる。 (上面が

第 2調査面)

22-2a層 三灰色砂層。22層の砂が集積して堆積。

22-2b層 三オリーブ灰色砂層。部分的に黒色の腐植が斑縞状に入る。

22-2C層 :灰色シル ト層。

22-2d層 三灰色シル ト質砂層。炭化物粒を少量含む。

23-la層 三黒褐色シル ト質砂層。23-2層 を基調とし、薄 く黒褐色泥炭が入る。

23-lb層 :灰色シル ト層。23-2層 を基調とするが、腐植がやや少なく、色調が灰色がかる。 (上面が第 3

調査面)

23-2層  :黒褐色シル ト層。稲科の根などを主とする細かな泥炭や腐植を含む。

24層   :明 オリーブ灰シル ト層。23-2層 と明オリーブ灰色粘土が互層または交じり合っている。
25-1層  :黒色泥炭層。

25-2層  :明 オリーブ灰シル ト粘土層。泥炭層 (25層)中に薄く堆積する。

25-3層  :黒色泥炭層。

25-3層  三暗赤褐色泥炭層。広葉樹の葉が原形のまま水平に堆積する。直径数 ミリ～数センチの枝が多数

あり、直径50cm前後の倒木も見られる。25-2層 に類似した薄い粘土層が見られる。

25-4層  :明緑灰色粘土層。
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25-5爆罫

27層

A層

B層

C層

D層

E層

F層

第 3節 古墳時代の遺構

灰色シル ト層に褐色泥炭を含む。

灰色シル ト層。水分の多いやわらかい層。

黒褐色シル ト層。泥炭を含む。 (第 1水田大畦畔を構築する土層で、D地区17層 に相当する。)

暗黄灰色砂質シル ト層。泥炭を含む。

褐灰色砂質シルト層。泥炭を含む。

褐灰色砂質シル ト層。泥炭を含む。

黒褐色シル ト質粘土層。泥炭を含む。

黒褐色シル ト質粘土層。

第 3節 古墳時代の遺構

第 1調査面の遺構

(1)概要

16層上面を検出面とする調査面である。部分的に泥炭層に被覆されており、大畦畔による区画が確認さ

れた第 1水田と、この畦畔を切る溝が 2条 と杭列が検出された。杭列は畦畔を切る溝に並行しており、第

ヽ ち
/
第 1水田畦畔

畦畔を切る溝

(1 :600)

検出面の出土遺物(第 1調査面)

416

m.∞ _生
B
―――‐- 341.60

0      (1:loo)     4m
層名は基本土層名を示す    スクリーントーン部上面が検出面

第145図 El地 区第 1調査面全体図 (第 1水田)
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第10章  El地 区の遺構

1水田より新しい遺構と判断した。第 1水田の二重畦畔 (S C01002)は 、D地区第 5水田とE2地区第

2水田及び第 3水田に連なる畦畔であり、各地区を総合した水田区画の検討が必要となるが、地区を超え

た水田の検討は第 3分冊に記す。

また、調査区南壁では16層中にプラントオパール2400個/gが検出されており、上下の層と比較 して高

い値を示す。

(2)第 1水田 (第 145図  P L48)

水田の構造 0.7m～ 2mの幅広の畦畔に区画された隅円の方形区画が検出された。畦畔は田面 との比高

差20cm～ 30cmで幅が 2mを超える大きなものと、田面との比高差が10cm以下のガヽさなものに分けられる。

S C01～ S C060 S C120 S C13は 田面との比高差が大きく、他の畦畔は田面との比高差 5 cm～ 10cm前後

の低い畦畔であり、 S C100 S C14は 途中で畦畔の高まりが確認できなくなる。 S C01と S C02は 並行す

る二重畦畔であり、中央が溝 (S D04)と なる。検出面ではS C02側が10cm～ 15cm高 くなる。また、 SC

020 S C030 S C050 S C060 S C09では畦畔の一部が低 くなっており、水口状の構造を示す。

二重畦畔に挟まれたS D04は 底面が田面より20cmほ ど低 く、水路と想定される。溝底の高低差からは流

水の方向は明らかでなく、北端が僅かに高い傾向を示す。 S D04と 直交するS D05が認められ、 S D05か

らS D04に 流れ込むものと想定され、 S C01内 の S A02は S D05に 対する護岸的施設であろう。

区画は 9枚確認され、小さいもので21。 53m2、 大きなものは114.87m2で ある。

なお、二重畦畔 (S C01002)を 挟んだ両側の標高はほぼ同じであるが、畦畔による区画はS C01002

の北西側のみに認められ、反対側には検出されない。二重畦畔を境に場の機能に差があったとすると、16

層中にプラントオパールが多く検出された二重畦畔の南東側では稲を育成する水田であったと考えられ、

畦畔による区画が検出された北西側は溜水施設、苗代など別な機能を想定した方が良いかもしれない。

遺物出土状況と水田の時期 S C010020 03の検出面及び S C01内部より弥生時代後期～古墳時代前期の

高不、甕、壺が出土した (161016301640422)。 また、 S C01検出中に畦畔上面で灰釉陶器碗 (522)が

出土した。大畦畔頂部では16層上面を10-2層が覆っている部分があり、灰釉陶器は上層の遺物であり、第

1水田の時期を示す物ではないと判断した。15層 出土の須恵器不蓋の破片が 1点あるが、同じく上層から

の混入と判断した。木製品では有孔板状加工材 (208)、 建築部材横架材 (3080325)な どが出土した。

出土遺物より古墳 I期～古墳Ⅱ期前半に埋没した水田と判断した。但し、 S C01002な どの大畦畔はさ

らに後世まで高まりが踏襲されていた可能性がある。また、畦畔内に弥生Ⅳ期の遺物が含まれており、第

1水田の開始時期は弥生Ⅳ期まで湖ると考えられる。

大畦畔の構造

S C01・ 02:(第 146図 ):中央に窪みを持ち並行する二重畦畔である。窪み部分をS D04と した。D地区

S C2030 02と 構造が似ており、連続する畦畔と推定される。 S C01に は部分的に芯材が敷設される (S

A02～ S A05)。 芯材の位置が不明確であり、全体図ではおよその位置を示している。 S A02005は 杭46

点、横木約60点が出土し、杭は丸太材20点、割材11点、角材 1点、木製品の転用と思われるもの 4点であ

る。 S A03は杭 4点、横木 2点が出土し、杭は割材 3点、木製品の転用と思われるもの 1点である。 SA

04は杭 7点、横木 7点が出土し、杭は丸太材 3点、割材 4点 であった。 S A04に は立木の根が認められ

た。 S A05では丸太材を杭で固定している。

畦畔内より、弥生時代後期から古墳時代前期の高不 (16101630164)、 壺 (422)、 甕などが出土した。

図示したもの以外は小片である。畦畔の芯材には木製品も転用されており、建築部材横架材 (3080325)

などが出土した。
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第 3節 古墳時代の遺構
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第10章  El地 区の遺構

＼、S A01

A'

＼軋
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0      (1:100)      4m

・ 杭 (丸木材) ▲杭 (角材)  □杭 (不明)

・ 杭 (割材)  斗杭 (製品)

第147図  El地 区 S A01

(3)その他の溝と杭列

第 1調査面で検出された溝は 2時期のものが混在しており、 S D01002が新しく、 S D04005は 第 1水

田の畦畔に伴う古いものである。 S D03は切 り合い関係が確認できず、新旧どちらとも言い難い。

S D01と S D02は 約1.2m間隔で並走しており、それぞれ幅70～ 90cm、 深さ15cm程である。溝の北西側

はプランが判然とせず、整然としない杭列が認められる (杭列群 )。 これらの杭の長さは確認面から20cm

前後のものからlmを 超えるものがある。また、SD01に 並行して15本の杭 (S A01)が直列に打設され

ている (第 147図 )。 前述の杭列と共に、 S D01002の付属施設と考えられる。 S A01は角材、割材、板材

などが多く、丸太材は 3点のみであり、建築部材と思われる木製品が含まれる (208)。

S D01よ り弥生時代後期甕 (237)、 古墳時代前期の甕、高不と思われる土師器の小破片が出土した。 S

D03では木製品の容器の破片 (125)と 有孔板状加工材 (213)が出土した。213は矢板状に垂直に打ち込

まれた状態で出土した。なお、 S D01よ り軽石が7点出土しており、本遺跡ではD地区第 6調査面と共に

まとまって出土した事例である。

出土遺物よりS D01002は古墳 I期～Ⅱ期前半に埋没した遺構と判断した。
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第 4節 弥生時代の遺構

第 4節 弥生時代の遺構

第 2調査面の遺構

(1)概要

22-1層上面を調査面とする。溝 3条 (S Dll～ 13)と 横木を直列に配列した遺構 (S A06～ 08)が検出

された (第 148図 )。 水田区画は検出されない。 S A06～ 08は 同一面で検出され、出土層位が不明である

が、溝より上層の遺構である。 S Dllと S D12は連続する溝と推定されるが、発掘調査では明確にされて

いない。これは、第 3調査面の S D14が部分的に見えており、 S Dllと S D12の接点が不明瞭となったた

めである。被覆層位からS D14→ S Dl1012の新旧関係を想定したが、いずれも第 2水田を掘 り込んでい

る溝であり、同時存在した可能性もある。

これらの他に、遺構外より器形復元が可能な甕 (218022202300234)な どが出土し、土器集中 (SQ
01～ S Q05)と した (P L49)。 これらの出土位置は明らかではないが、222は 3/4が残存しており、出
土場所での使用もしくは埋納の可能性がある。この他にも検出中に他の検出面に比べ多くの土器が出土し

た。土器は弥生時代後期の壺、甕が多い。また、調査区東領Iで立木の根が 3ヵ 所で検出された。樹種は不

明である。

調査区南壁では22-1層 中にプラントオパールは検出されず、本調査面での水田耕作の痕跡はないと判断

した。なお、調査区南東部は検出面が約20cm低 くなり、第 3調査面のS D14覆土が露出している。

(2)溝 (第 149図  P L48)

S Dll

検出面は22-1層 であるが、20-2層 を掘 り込んでお り、20-1層 に被覆される。検出面では幅1.6m～ 1.8m

で、掘 り込み面からの深さは80cm～ 90cmである。全体図では S D12に 近づいた所で東に曲が り調査区外へ

伸びるように見えるが、調査区壁面の断面にS Dllは 認められない。おそらく、外周 トレンチ部分で蛇行

しS D12と つながるのであろう。底面は平坦で、覆土はシル ト層と砂層が互層を成し、内部に泥炭を含

み、底面付近では泥炭層となる。

出土遺物は弥生時代後期の壺・広口口縁壺・甕 (2970301)の破片が30片ほど出土した。小片である

が、弥生Ⅲ期の特徴を示すものが見られる。この他に自然木が出土したが、詳細は不明。出土土器より弥

生Ⅲ期後半から弥生Ⅳ期に埋没した溝と判断した。

S D12

検出面は22-1層 であるが、20-2層 もしくはそれよりも上層から掘 り込まれており、19層 に被覆されてい

る。 S Dllと 同一の溝であると考えられるが確認できない。検出面での幅約1.Om～ 1.8m、 掘り込み面か

らの深さ70cmで、底面は平坦である。 S Dllの被覆の20-1層 が欠如しており、S Dllと の新旧関係は確認

できないが、同時期に埋没したものと推定した。 S Dl1012014の 交差部分は検出面が一段低 く、検出面

ではS D14が見えている。 S D14と S D12と の土層断面の対比が難しいため明言はできないが、埋没時期

に大きな差があるとは思われない。同時期に存在した溝の可能性があり、S Dllと S D12と S D14は 十字

に交差する溝であったと考えられる。

出土遺物は弥生時代後期の壺 (930120013202560258)、 甕 (23302910318)、 鉢が出土しており、

この内北陸系の壺の (132)と 時期不明の甕 (233)は 覆土上面より出土した。木製品では容器の破片
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第 4節 弥生時代の遺構
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第10章  El地区の遺構

(120)と 赤色塗彩が残 る板状木製品 (70)が 出土 した。

出土土器の時期より弥生Ⅲ期後半～弥生Ⅳ期の間に埋没した溝と判断した。

(3)その他の遺構

S A06・ 07・ 08(第 150図  P L48)

第 2調査面は22-1層 を検出面としているが、これらの遺構の検出層位は明確でない。 S D14の 覆土の上

に形成されており、 S D14よ り新しい遺構であることは確認できる。約 2mの 間隔で並行して敷設された

横木材と杭が、長さ15mに わたり検出された。溝の底部の両側に敷設されたものと推定されるが、詳細は

不明である。なお、 S A08は正確な地点が不明となり、およその位置を示した。

S A06では杭 7点、横木16′点が出土した。丸太材と割材が用いられており、用途不明の木製品を転用し

たもの (390230)が 出土した。いずれも杭に用いられたものである。杭は横木を固定するように打設さ

れている。

S A07は杭 3点、横木20点が出土した。直列に並ぶ中央部は板材もしくは角材を整然と重ねあわせ、 S

A06側に傾斜させて敷設されており、ちょうど断面U字状の溝の底面縁辺部に貼 り付けた状態である。横

(丸太材)
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木には容器や建築部材 と考えられる木製品 (12801300

木製品の他に出土遺物はない。 S D14よ り新 しく、第

～古墳 I期の遺構であると判断した。

341.60‐ 上

弥生時代の遺構第 4節

2780307)が含まれる。

弥生Ⅲ期後半1水田に被覆されていることから、

B
―――- 341.60

第 3調査面の遺構

(1)概要

砂層に被覆された23-lb層 を検出面とするが、23-lb層 が見られない区域では、22-2C層 ・23-la層な

どが検出面となる。弥生時代後期の、方形の水田区画 (第 2水田)と 溝 2条 (S D14 0 1001)と 土坑 2基

(S K01002)が検出された。第 3調査面には 2時期の遺構があり、土坑と溝は第 2水田埋没後の遺構で
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第10章  El地 区の遺構

面が最終調査面となるが、さらに下層に畦畔が検出された。この畦畔の面的調査は実施していない。

調査区南壁の23-lb層 ではプラントオパールが14,200個/g検出され、El地区ではもっとも検出量が

多い層位である。

(2)第 2水田 (第 151図  P L48050)

水田の構造 砂層に被覆された水田である。23-lb層 を水田層とする。上層の遺構の撹乱と畦畔の検出が

不明瞭な所があり、水田区画の全貌は不明である。田面には人の足跡列などが確認された (P L50)。

調査区北東端部に幅約 lm、 高さ 6 cm～ 10cmの 畦畔があり、他の畦畔に比べ大きく、大畦畔 と判断し

た。これを本報告に際し便宜的に S C 1001と した。他の畦畔は幅30cm～ 50cm、 高さ l cm～ 3 cm程度の不明

瞭なものが多い。水口と思われる畦畔の切れ目が lヵ所確認された。水田面の標高差から矢印の方向への

流水が推測できる。水田面は南東から北西に傾斜する傾向にあり、畦畔は地形の傾斜に沿っている。その

ため、水田区画は概ね方形を示すが、畦畔は必ずしも並行しない。

出土遺物と水田の時期 第 2水田に伴う遺物はいずれも水田面上面より出土したもので、畦畔及び水田層
の遺物は見られない。弥生時代中期から後期の壺 (68)、 広口短頸壺 (1400261)、 蓋 (193)、 甕 (266)

などが出土した。検出面の遺物は少なく、これらの他には弥生後期の壺の破片が数点出土したのみであ

る。出土遺物より弥生Ⅲ期に埋没した水田と判断した。

(3)溝

S D14(第 152図  P L49)

遺構の構造 :検出面は23-lb層 であるが、掘 り込み面は20-lb層 であり、20-3a層 に被覆される。第 2

水田埋没後に形成された溝である。被覆層の厳密な比較は難しいが、第 2調査面のS Dl10 S D12と 同時

期に機能していた可能性がある。本溝はS Dl10 S D12に 比べ深 く、幅も広い。検出面では幅2。 9m～ 3.7

m、 深さ50cm～ 70cmで、掘 り込み面からの深さは1.2mである。底面は南東から北西に下る。覆土はシル

トと砂の互層を成す。 S D12と の交点付近に杭と横木で構成された構造物が検出された。打設された杭の

上に並行した 2本の丸太材が出土した。 2本の丸太材は長さ285cm、 太さ20.6cmの ものと、長さ234cm、 太

さ12.5cmの ものである。これらの周辺からは短い木材も出土しており、橋のような構造物であったと推定

される。

出土遺物 と遺構の時期 :建築部材横架材 (312)、 板状木製品 (237)な どの木製品が出土した。この他、

橋状遺構に用いられた構造材を含め約 30′点の木製遺物が出土したが、杭の先端加工以外に加工痕はみられ

ない。土器は多数出土 してお り、弥生時代後期の甕、壺、高不が出土 した (第 152図 )。 溝の中央部では

1420200020302210整理番号 E15な どが lヵ 所にまとまって出土した。弥生Ⅲ期後半の遺物が主体 を占

める。覆土中には弥生Ⅳ期になると思われるものも含まれるが、覆土最下部には確実に弥生Ⅳ期に下る土

器が見られないことから、弥生Ⅲ期後半に機能 してお り、弥生Ⅳ期の終 りには埋没していた溝 と判断 し

た。

(4)土坑

S K01(第 153図  P L49)

検出面は第 2調査面 と第 3調査面の間で、23-lb層 より20～ 30cm高い位置である。半分が調査区外であ

るが、直径1.85mの 円形 と推定される。検出面で弥生後期の土器片が多量に出土してお り、壺 (95)と 甕

(208)が復元された。この他に台付甕、鉢、壺、甕の破片が見られる。上面の土器を取上げると更に下層
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第 4節  弥生時代の遺構
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第152図  El地 区 S D14

/  (模 式図)

1:灰色シルト質砂層。細粒砂のブロックを含む。
2:灰 色シルトヽ。細粒砂と褐色粘土をブロック状に含む。
3:灰色シルト。細粒～粗粒砂のブロックを含む。
有機質が多く、細い枝状の流木を含む。
4:黄灰色砂質シルト。細粒砂と灰色粘土ブロックを含む。
5:黄灰色シルト。4層 に類似するが、シルト質である。
灰色砂層。上半部が粗く下方ほど細かな砂。縞模様をなす。

黄灰色砂質シルト。有機質と細粒砂を含む。

灰色シルト質砂層。細粒砂が縞模様を成す。

黒褐色シルト質砂層。粗粒砂をブロック状に含む。

流木などの有機質が多い。

黒褐色砂質シルト。上部では砂をブロック状に含む。

黒褐色砂質シルト。10層に類似するが、上面に犀川起源

と考えられる白色の粗粒砂をブロック状に含む。

オリーブ黒色シルト質砂層。粗粒砂をわすかに含む。

6:

7:

8:

9:

965

ヽ
339.80

(丸太材)

(E-15)
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第10章  El地 区の遺構

S K02

S K01

白色物分布範囲

208

33e.60-A

S K01出 土遺物

1:灰色シルト層。炭化物粒と砂をブロック状に含む。下面に薄
い炭化物層がある。

2:1層 に類似し、砂層ブロックが 1層に比
べ少ない。

3:炭化物又は有機物の堆積層。

4:暗オリーブ灰色シルト層。23-2層をブロック状に混じる。

5:暗オリーブ灰色粘土層。23-2層をブロック状に混じる。

6:灰 色シルト層。23-2層をレンズ状に含む。炭化物を僅かに混
じる。

7:泥炭層。白色粘土ブロックを混じる。

第153図  El地 区 S K01002

に土器が出土した。土器を取上げ掘 り下げたが、落ち込みはほとんど無く皿状の底面を呈する。土器の直

下に炭化物層が薄 く堆積しており、それを取り除くと白色の物質が分布していた。出土遺物より弥生Ⅲ期

の土坑と判断した。

S K02(第 153図  P L49)

23-lb層 で検出した。畦畔を切る溝と重複するが、新旧関係は不明である。上半部は皿状を呈し、中央

が円筒状に深 く掘 り込まれる。検出面では直径2.24m、 深さ1。 45mで、円筒部の直径は0.8mで ある。覆

土下部は白色粘土を含んだ泥炭層で、その上はシル トと炭化物層の互層となる。底面より40cm浮いたとこ

ろ (7層 )でほぼ完形の壺 (72)が横位で出土した。この他に出土遺物なし。調査時には井戸である可能

性が指摘されていたが、検証はできない。

出土遺物より弥生Ⅲ期の土坑と判断した。

SKび

|に

ドヽ ＼^赳
竹
担
・
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第 5節 小 結

第 5 節 小  結

El地区では弥生時代後期 (弥生Ⅲ期)と 古墳時代前期 (弥生IV期 ～古墳Ⅱ期前半)の水田跡が検出さ

れた。古墳時代前期の水田耕作停止後泥炭層が形成されており、本地点が湿地化し水田として利用されて

いない時期があったことが予想される。その後水田が再開され近年まで水田が営まれていたことは、プラ

ントオパール分析により明らかである。古墳時代前期の埋没水田と現在の水田面との間には1.3mの シル

トと砂層の堆積層があり、洪水による埋没水田も見られる。本地区では古墳時代中期以降の水田跡の調査

は行われていないが、土層の堆積状況はD3地区と類似しており、D地区の水田の変遷が参考になる。弥

生後期の水田 (第 2水田)の下層は重機による調査を行ったが、出土遺物はない。24層以下にはプラント

オパールも検出されず、水田の存在に否定的な結果を示す。El地区第 2水田は層位的にD地区第 6水田

に対応すると考えられるが、D地区第 6水田では弥生時代中期の土器が多く出土するのに対し、El地区

第 2水田では弥生時代中期の土器はほとんど出土していない。このことから、El地区での水田耕作の開

始時期は弥生Ⅲ期であり、弥生Ⅱ期 (弥生時代中期)に湖る可能性が少ないと考えている。すなわち、弥

生Ⅱ期には、A地区、B地区で水田が広がっていたのに対し、El地区には水田が無かった、ということ

ができようか。

なお、El地区第 1水田はD地区第 5水田及びE2地区第 2水田又は第 3水田と対応しており、El地

区第 2水田はD地区第 6水田及びE2地区第 4水田と対応すると考えられる。弥生時代後期から古墳時代

前期にかけては洪水砂層の堆積が頻繁であり、前述の対応水田が全 く同一時期のものを示しているかどう

かは疑間であるが、層位及び出土遺物から大きな時間差は考えらない。また、El地区第 2水田に対応す

る集落跡がE2地区を挟んだ春山B遺跡で発見されており、竪穴住居、方形周溝墓、井戸などの施設が検

出された。春山B遺跡では弥生時代中期の竪穴住居跡も調査されており、集落と水田を含めた景観の復元

に貴重な資料となろう。なお、地区間の調査面の詳細な対応関係は第 3分冊第 2章に、川田条里遺跡と春

山B遺跡の関係については第 3分冊第 4章に記述した。
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第11章  E2地 区

第11章 E2地 区

第 1節 概 観

E2地区は現長野電鉄河東線若穂駅の東方に位置する。調査区は本遺跡のなかで最東部に位置し、南西

側は現用水路を挟みEl地区、北東佃Iは農道を挟み弥生中期～後期の集落跡である春山B遺跡と接してい

る。調査区は地形的に微高地 (集落域)と 後背湿地 (水田域)の境界部分に当たる。

発掘調査を開始した当初、後背湿地に立地する川田条里遺跡と自然堤防に立地する春山B遺跡の境界は

不明瞭であったため、調査成果により境界を明確にすることとした。調査の結果、近世の段階は水田域、

弥生後期～古墳前期にかけては調査区を斜めに縦断する形で微高地と低地の境界が存在することが判明

し、時代ごとに低地と微高地の境界が変化している状況が分かった。

発掘調査は、調査区南西側に路線杭に沿って外周 トレンチを掘削し、土層断面観察で調査面を確定し面

的調査に移行したが、本地区もD地区同様、高速道路と長野電鉄河東線の路線が接しており、安全対策の

関係で北東側路線杭から内側約15mの範囲は面的調査不可能であった。

面的調査は、近世 1面、古墳時代前期 2面、弥生時代後期 1面、弥生時代中期 1面の以上 5面 を実施し

た。

各調査面 (水田)の呼称と時期は以下の通 りである。

調査面 水田名・層名 時 期

第 1調査面

第 2調査面

第 3調査面

第 4A調査面

第 4B調査面

第 5調査面

第 1水田 03a層

第 2水田・ 6b層

第 3水田 07a層

8層

第 4水田・ 9a、 9b層

10層

近世17世紀後半～18世紀前半に埋没

古墳Ⅱ期

古墳 I～ Ⅱ期

弥生Ⅲ期

低地側は弥生Ⅲ期に埋没

弥生Ⅱ期

第 2節 基本層序

E地区は後背湿地と微高地の境界に位置する。特に本調査区では、弥生後期から古墳前期にかけて春山

B遺跡に続く微高地と水田域である低地の両者が確認され、その境界に構築された道路状遺構により両者

が峻別されている。したがって、BOC地 区と比較して土砂の堆積は少なく、水田が洪水砂で被覆された

所謂「埋没水田」は、第 1水田 (近世)と 第 4水田 (弥生後期)の低地側に限定され、ほかの調査面は基

本的に連続耕作状況下で検出されたものである。本地区がA地区と酷似して土地条件が安定した地域であ

ったことを不:している。
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第 2節  基本層序

上記のような地形に立地するE10E2地 区は、調査成果によると基本的に同様な土地利用をたどって
いると判断される。なお、調査年度 (平成 2年度)は同じであるが、り|1田条里遺跡D地区担当者がEl地

区、春山B遺跡担当者がE2地区を調査した関係で、調査担当者と土層分層観点の違いが生じた。現場で

用いた基本土層名は別個で付けられている。

本来ならば両地区の土層細部にわたる対比を行い、E地区全体の土層堆積状況と検出遺構との相関関係

を提示すべきであるが、現段階の記録では細部にわたる対比は困難で、本報文では検出遺構の時期、土層

注記、写真などをもとに対比可能な調査面を示すことにとどめた。なお、本地区では発掘時に各層の名称

に 1、 2、 3と 算用数字を用い、細分可能な 3、 4、 6、 7、 8、 9、 10層 には、 a、 bと 細分名称をつ

けている。この細分名称は、基本的に a層が耕作土、 b層が水田の母材層を示している。整理時の検討

で、水田被覆層が a層 となっているもの (6a層 など)が認められたが、隣接する春山B遺跡の基本層序

との関連性から、発掘段階のままを提示することとした。

基本層序は以下の通りである (第 154図 )。

l層 :褐色シル ト層。現耕作土。

2層 :黄褐色砂層。細～中粒砂で構成され、酸化鉄と酸化マンガンの集積がある。

酸化マンガンは上部と中部にわかれ、帯状に集積する。第 1水田被覆層。

3a層 三灰白色砂質シル ト層。酸化鉄の集積が顕著で、上部に細粒砂を含む。第 1水田層。

3b層 :灰色シル ト質粘土層。全体に黒色化し、斑′点状に酸化鉄・酸化マンガンが集積する。鉄分の集積

は下部に顕著。

4a層 三暗灰色粘土質シル ト層。微細な炭化物が多量に混入し、全体に黒色化する。

4b層 :暗灰色粘土質シル ト層。部分的に砂を含み、炭化物が入る。

4C層 三黒色砂質シルト層。多量の炭化物を含み、 4a層 より黒色化する。土質は泥炭に近 くなり、砂を
ブロック状に含む。

5層 :灰色粘土質シル ト層。部分的に炭化物が混入するが、含有量は少ない。植物遺体を含み、酸化鉄が

集積する。

6a層 :オ リーブ黒色泥炭層。褐色の植物遺体を多く含む。第 2水田 (低地側)被覆層。

6b層 :灰黄褐色砂質シル ト層。黒色および褐色の植物遺体を多量に含み、泥炭質に近い層。調査区西側

では砂が混入し、 S C41042付近は砂層と7a層上面との間に暗灰色シル ト (6b′層)が堆積

する。第 2水田層。

7a層 :オ リーブ灰色砂質シル ト層。全体に粘土質で粘性が強い。植物遺体を微量に含み、調査区中央で

は下部に薄い砂層 (7a-2層 )と 黒色シル ト層 (7a-3層 )が堆積する。第 3水田耕作土。

7b層 :灰色砂質シル ト層。 7a層 より粘性が強く、炭化物を斑′点状に含む。第 3水田母材層。

8a層 三灰色砂質シル ト層。上部に薄い炭化物、下部に炭化した細かい植物遺体が入る。砂の混入が多

い。 8層はグライ化して青色を示す。第 4A調査面。

8b層 三灰色砂層。 8C層上部に薄 く堆積する砂層。

8C層 三青灰色砂質シル ト層。土質は 8a層 に酷似する。砂が多く混入し、下部ではブロック状に断続的

に含む。

8d層 :黄褐色砂層。 9a層水田 (低地部分)の水田面被覆層。

9a層 三暗オリーブ灰色シル ト質粘土層。微細な炭化物および植物遺体を含み、部分的に砂が入る。粘性

が強く、上面は凹凸が激しい。第 4水田耕作土。

9b層 :暗灰色シル ト質粘土層。微細な炭化物、植物遺体を多く含み黒色化する。 9a層 より粘性が強
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第11章  E2地 区
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第 3節 近世の遺構

い。第 4水田母材層。

10a層 :暗オリーブ灰色シル ト質粘土層。泥炭を多量に含み、グライ化して青色を示す。

10b層 :暗オリーブ灰色シル ト質粘土層。土質は10a層に酷似する。第 5調査面。

10C層 :黒色泥炭層。青緑色粘土が混入する。

11層 :緑灰色粘土層。上部に炭化物が入り、調査区西側では下部がシル ト混じりの細粒砂層になる。

12層 :暗灰色シル ト質粘土層。泥炭質の植物遺体が混入する。

13層 :シ ル ト質粘土層。12層 と比べて粘性が強くなる。

14層 :暗茶褐色シル ト層。

15層 三暗茶褐色シル ト層。

16層 :砂層。

第 3節 近世の遺構

第 1調査面の遺構

(1)概要

調査区南東側に掘削した外周 トレンチで、地表面下約40cmに洪水砂で埋没した水田跡 (第 1水田)が確

認され、この面を第 1調査面とした。被覆砂層を水田面まで下げる面的調査は、調査区中央北東側につい

て実施し、中央南西側は畦畔検出を主眼にその周囲を掘 り下げる方法をとった。その結果、南北大畦畔と

南北・東西畦畔、水田面で足跡と水田面やや上位で稲株跡が検出された。なお、第 1水田の続きは春山B

遺跡でも確認されている。

(2)第 1水田 (3a層水田)(第 1550156図・付図16 P L51)

砂層の堆積状況 現耕作土直下には、調査区全域に厚さ20～ 30cmで堆積する黄褐色の砂層 (2層)があ
り、水田面は細粒～中粒砂を主体とし酸化鉄と酸化マンガンが集積する砂層で被覆されている。砂層にラ

ミナは確認されない。

遺構の検出状況 水田面である3a層上面で、正方位を向く畦畔が検出された。検出畦畔は、中央に凹み
をもつ南北大畦畔 1条 (S C14015)、 東西畦畔 7条、南北畦畔 6条である。 S C15の 盛土上面には現耕

作土下面が及んでいたが、大半の畦畔は砂層で完全に埋没しており、遺存状況は良好であった。ただし、

S C03は S C10交点付近に限定して盛土が残る状況で、盛土が遺存しない部分は埋没直前に畦畔として機

能していなかった可能性が高い。畦畔に囲まれた田面は14区画確認され、水田面 S L5001 0 5002 0 5003 0

500405005・ 5006で被覆砂層が埋まる状態で足跡が検出された。足跡は東西畦畔に平行する状態で複数の

歩行列が認められた。そのほか、 S C08009の 中間地′点で南北畦畔に平行する凹凸の連続が見られ、凹凸

は東西畦畔上にも存在していた。 S L 5009で 見られた無数の稲株は、水田面やや上位で検出されたもので

ある。検出面からすると、稲株と足跡は同一農作業でついたものではなく、両者には時間差が存在してい

た可能性がある。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :本水田は、160cm幅で中央に凹みをもつ南北大畦畔 S C14015と 40～ 60cm

幅の東西畦畔 7条、南北畦畔 6条で区画された正方位の水田である。検出された畦畔は、南北大畦畔がN
-3°一E、 南北畦畔がN-1°一W～ N-4°一E、 東西畦畔がN-86～ 90°一Eの方向で、東西畦畔は直線的にの

一-301-一
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第 3節 近世の遺構

びるものの、南北畦畔は畦畔中央部もしくは東西畦畔との交′点付近でやや弧状に湾曲する特徴がある。こ

の形状は、 S C100 110 12が 典型的である。本水田は南北大畦畔を基準 として 6条の南北畦畔が配置す

る。畦畔の間隔は、南北大畦畔 S C13間 が1l m、 S C12013間 が 7m、 S Cll・ 12間が17m、 S C10011

間が13m、 S Co9010間 が 9m、 s C08009間 が23mで、一定間隔に酉己置しない。 しかし、 S C08009・
11013は 22～ 24mと 等間隔を示すことから、南北大畦畔と上記 4条の畦畔により区画された後に、田面を

東西に細分するS C100 12と 、南北に細分する東西畦畔が構築されたと判断される。田面の規模は、 4辺

を畦畔で囲まれた区画が確認されていないことから不明である。隣接する春山B遺跡では、水田一筆の規

模が捉えられ約490m2と の推定がなされている
は1)。 春山B遺跡の近世水田は、第 1水田の続きであること

からすると、本水田も上記の規模 とあまり変わらない可能性が高い。

調査 区中央南西側 の畦畔 (S C040 050 060070 100 110 120 13014)周 囲の標高 と田面 SL

5001～ 5006の 等高線からすると、水田面は調査区南西隅 (S L5010 0 5012 0 5014)が 最も高く、北東方向

の S L 5001に 向かい階段状に低 くなっている。水田面には約20cmの比高差があり、南北大畦畔が地形の最

高所に位置していることが判明する。確認された田面は、調査範囲が狭いS L 5007と 5013を のぞき 5 cm程

の高低差をもち、各田面とも南側～北側に傾斜している。ただし、水田一筆すべてが確認されたものはな

く、詳細な傾斜は不明である。

水口と水利形態 :畦畔が途切れた水回は畦畔交′点付近で 9箇所検出され、東西畦畔に 6箇所敷設されてい

る。水口敷設位置と傾斜から、南北畦畔単位に調査区南側から田越し灌漑で北方に水回しされていたと判

断される。なお、南北大畦畔に伴う溝 (S D01)は 、扇状地扇端部付近で保科川から取水して北方に配

(排)水した水路と判断される。水路底部と水田面とは約20cmの高低差がある。水回は未検出であるが、

調査区外に存在が想定される水口から水田面へ配水されていた可能性が高い。

水田層及び水田面の状況 :水田層は灰白色砂質シル ト層 (3a層)で、約10cmの厚さで調査区全域に堆積

する。水田層には酸化鉄の集積が顕著に見られ、上部に細粒砂を含む。下面には細かな凹凸な見られな

い。水田面S L5001～ 5006に残る無数の足跡は、東西方向の歩行列が確認され、南北畦畔で折り返して田

面全域を歩いた様子が明瞭にうかがえる (第 156図 )。 また、径 5～ 10cm規模の円形の連続する小さな凹み

が、①田面 S L5003 0 5004、 ②畦畔周囲、③ S L5002で確認された。①は田面を東西に二等分する位置で

南北畦畔S C08009と 平行する状態で分布しており、埋没直前における畦畔構築の痕跡、または埋没時以

前の畦畔痕跡と解釈される。②はS C08脇 とS C09直上に分布しており、畦畔に沿った農作業の痕跡を示

すものであろう。③は東西大畦畔S C01に 平行し田面を南北に細分する位置に分布するもので、①と酷似

する痕跡と判断される。

稲株の状況 :稲株は調査区全域で確認された。稲株は3a層上面より約10cm上位の砂層中で倒れた状態で

検出されており、分岐した根は3a層 まで達していない状況であった (第 157図・稲株断面模式図)。 土層

断面で砂層の分層は困難であったが、この状況から3a層上層に砂層を母材とした耕作土の存在が指摘さ

れる。S L5011では3.765点の稲株が20～ 30cm間 隔で直線的な列状の配置が見られた。稲株列は、田面中

央東側では南北畦畔に平行する30～ 40列、S C12付近の田面西側では東西畦畔に平行する約50列の異なる

2方向の配列が確認される (第 157図 )。 田植えが雁行状に斜めに並んで後ずさり方法で行われていたとす

るとは2)、 s L50090 S C12周 辺のみ東西方向、ほか大半の田面は南北方向に田植えがされたと解釈され

る。

出土遺物 S D01よ り18世紀の備前系の徳利 (661)、 水田面より17世紀末～18世紀後半の伊万里陶磁碗、

18世紀後半の瀬戸美濃灰釉碗、18世紀末の瀬戸美濃皿、18世紀末の京焼系小杉茶碗、18世紀末～19世紀の

瀬戸美濃 (本業焼 )、 土錘 (43)、 軽石 (79)が出土した。
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（恒
択
）
尽
に
投

一
岳
よ

へヾ・″

/
～

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

国

Ｈ

国

Ｈ

日

日
ｏ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｏ
ｏ
Ｎ
¨
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

0
の  。

%、
第156図  E2地 区第 1水田面に残る足跡と耕作痕跡



水田の時期 水田面出土遺物は18世紀後半～末の年代を示しており、
(松川・保科川など)が氾濫し多大な被害をい汲ぼした寛保 2年 (1742)

性が高い。

大畦畔・溝の構造

稲株未調査

-21,740

稲株未調査

第157図  E2地 区第 1水田の稲株分布図
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第11章  E2地区

S C14・ 15、 S D01(第 155図 )

位置 三調査区南西隅に位置し、南北方向にのびる現用水路の 9m東側を走行する。検出状況 :被覆砂層の

掘 り下げで中央部に砂が埋まり両側に平行する2条の高まりが検出された。調査では、 2条の高まりにS

C14015、 中央の凹みにS D01の遺構番号をつけた。東側の高まり (S C14)は 現耕作土下面で若干削平

されていたが、西側 (S C15)は 砂層で完全に埋没していた。規模・形状・方向 三本址は約150cm幅 で、

N-3°一Eの方向に走行する南北大畦畔で、約50cm幅の盛土が 2条平行し中央部に水路状の凹みをもつ構

造である。盛土上面と水田面とは10～ 15cmの 比高差があり、西側盛土 (S C14)上面には細かな凹凸が分

布する。 S D01底部は水田面より約20cm低い。調査区内で水回は確認されていないが、東側の田面へ配水

した水路と判断される。埋土 三S D01に は水田面被覆砂層 (2層 )が埋没する6出土遺物 :S D01埋土よ

り18世紀の備前系の徳利 (661)、 石核、軽石が出土した。

第 4節 古墳時代の遺構

第 2調査面の遺構

(1)概要

6b層上面の第 2水田を調査面とした泥炭層 (6a層 )に被覆された状態であった。調査は不規則にの

びる高まり (道路状遺構と呼称)と杭列畦畔 S A01の上部が検出され、道路状遺構は 6a層が埋まる溝で

切られる状況が見られた。調査区は、弧状を呈し調査区を縦断する道路状遺構を境に、北東側 (春山B遺

跡)が微高地状に高まっている。一方、道路状遺構の内側 (南西)は一段低まる状況があり、水田域とし

て利用されていたと考えられる。なお、道路状遺構の盛土から珠文鏡が出土した。

(2)第 2水田 (6b層水田)(第 158図・付図16 P L51)

被覆層の堆積状況 道路状遺構を境に被覆層の堆積が異なる。道路状遺構に囲まれた水田面 S L5015は、

厚さ 5～ 10cmの オリーブ黒色の泥炭層 (6a層)で被覆されている。一方、微高地状に高まる箇所は泥炭

層の堆積がなく、水田面直上に 5層 または 4C層が堆積する状況である。

遺構の検出状況 重機で 4C層 を景Jいだ段階で、水田層 (6b層 )が高まる道路状遺構が検出され、外周

トレンチでは 4C層下面が道路状遺構 S C38の 盛土上面まで及ぶ状況が確認された。さらに、調査区中央

付近では道路状遺構を切るS D02008が検出され、溝に泥炭層が埋没する状況から水田耕作が放棄された

段階で流れた溝と判断される。道路状遺構に囲まれた水田面 S L5015は泥炭層 (6a層 )、 微高地部分の

水田面は 5層 の掘 り下げで検出された。なお、水田面精査時に少量の横木材が検出されたgこ の横木材

は、下層の第 3水田S A01の一部であり、 S A01が本水田まで継続使用されていたことを示している。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :本水田には、弧状にのび調査区を縦断する道路状遺構 S C380 39040と S

C38北東側で新たに分岐して弧状をなす道路状遺構 S C37と が存在し、道路状遺構を境に微高地状に高ま

る北東側と低地部の南西側とに区画されている。この道路状遺構は、本水田直下の第 3水田の大畦畔とプ

ランが一致しており、本水田の区画が第 3水田を踏襲して構築されたものであったことを示している。道

路状遺構の規模は約 2m幅であるが、 S C35と 交差するS C40の み 5mと 幅広となる。道路状遺構付近の

微高地と低地では約10cmの高低差がある。道路状遺構上面と微高地は約10cm、 水田面とは最大で約25cmの

比高差がある。微高地は道路状遺構から北もしくは北東方向に高まる地形を示しており、春山B遺跡方向

一-306-一
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第11章  E2地 区

に展開している。微高側では明確な水田区画と遺構が確認されておらず土地利用は不明であるが、道路状

遺構からほぼ直角に屈曲し微高地方向にのびる高まり (S C35036な ど)の存在から、不整形ながらこれ

らによる区画が存在したと判断される。一方、道路状遺構に囲まれて一段低い部分 (S L 5015)は 、道路

状遺構付近から調査区南西側に緩やかに傾斜しており、低地部上面には10～ 15cmの高低差がある。この面

は、ほぼ平坦で畦畔は確認されていない。しかし、 6b層からプラント・オパールが多量に検出されてお

り、さらに、微高地方向から道路状遺構を分断し区画内に配水したと考えられる溝状の凹みS D07が認め

られることから、基本的に水田として利用した区画と判断される。さらに、区画内は第 3水田耕作時から

継続使用された杭列畦畔S A01で南Jヒに三分されており、南側の区画はS A01と S C39交差地′点のS D07

から取水し、南方に排水する水田域であったと判断される。

水口と水利形態 三水田面は北から南東側に傾斜している。道路状遺構に囲まれた水田面 S L5015は 、SC

39040が途切れている箇所にあるS D07に より、北西調査区外の微高地から取水し傾斜に沿って調査区南

東側にJ卜水されている。

水田層及び水田面の状況 三水田層は、植物遺体を多量に含み砂が混入する灰黄褐色砂質シル ト層 (6b

層)で、 7～ 20cmの厚さをもち調査区全域に堆積する。水田層は微高地部分と水田域両者に認められ、 S

C40と S A01で囲まれた水田域南側が最も厚 く、水田域北方もしくは微高地上が希薄となる傾向がある。

水田面 S L 5015は、ほぼ平坦で特に凹凸は見られない。

出土遺物 S C37北側の微高地から、弥生Ⅲ期～古墳Ⅱ期の土器、水田層 (6b層 )か ら古墳Ⅱ・Ⅲ期の

甕、古墳 I・ Ⅱ期の甑、水田面被覆泥炭層 (6a層)か ら古墳時代の須恵器が出土した。また、 S C38盛

土から、鏡面を上にして置いた状態で完形の珠文鏡 (53)が出土した。石器では、 6層 より敲石が出土し

た。

水田の時期 全体的に出土遺物が少な く́水田の時期の特定は困難であるが、水田層出土の土器からする

と、古墳Ⅱ期に存在した水田と推定される。水田面出土遺物はなく、また泥炭層から時期が特定される遺

物の出土がなかったことから、埋没時期は不明である。

溝の構造

S D02・ 08(第 158図 )

位置 :調査区中央部に位置する溝で、道路状遺構を切る。検出状況 三6b層上面での遺構検出時に、 6a

層が落ち込む不規則な溝状遺構として検出された。規模・形状・方向 :道路状遺構と直交するS D02と ほ

ぼ平行するS D08の 2条で、調査区中央北側で交差する。幅は50～ 120cmで、 S C38と の交差地点を境に

水田面 S L 5015側 は狭 く、微高地側はやや幅広となる。検出面との高低差は、微高地で約10cm、 水田域で

5 cm弱 を測る。溝には黒色泥炭層 (6a層)が埋まっており、本址は形状と埋土から、水田が放棄され泥

炭層が堆積する直前に流れた自然流路と判断される。道路状遺構と微高地を切る状況からすると、小規模

な流れでなかったことは明かである。出土遺物なし。

2 第 3調査面の遺構

(1)概要

第 2水田層 (6b層 )を景Jいだ 7a層上面で、 2条の溝を伴った高まりとそれと交差する杭列畦畔SA

01が検出された本調査面はこの水田跡 (第 3水田)である。面的調査はE2地区中央南西側で実施した。

溝を伴う高まりのプランは、微高地と水田域の境界に位置する第 2水田の道路状遺構と一致しており、本

水田は第 2水田の区画を踏襲して形成されたことを示している。なお、杭列畦畔 S A01は本水田耕作時に

構築され、第 2水田まで継続使用されている。

一-308-一
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第11章  E2地 区

(2)第 3水田 (7a層水田)(第 159図・付図16 P L51)

被覆層の堆積状況 調査区内の 7a層上面には第 2水田層 (6b層)が堆積するが、調査区北東隅付近に

限定して厚さ約 5 cmの砂層が被覆する。

遺構の検出状況 第 2水田の道路状遺構 (S C40)調査時に掘削したトレンチの断面で、 7a層に帰属す

る溝が確認された。遺構検出は泥炭質の 6b層 を景Jぎ 7a層上面で実施し、 2条の溝 (S D03004)を 伴

う7a層の高まり (S C41042)と 第 2水田で横木上部が確認されていた杭列畦畔 S A01が検出された。

7a層上面には明確な被覆砂層の堆積はないものの大畦畔 (S C41042042/)の 遺存状況は良好で、 S

C41042は第 2水田道路状遺構とプランがほぼ一致することが確認された。大畦畔 (S C41・ 42)と 並走

する溝は、 6b/層 と砂層が埋まる状況で検出された。また、調査区南東からのびるS A01は S C41042

が途切れる地点で直角に交差しており、交差地点北西側では浅い溝状遺構 (S D09)が認められた。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :調査区南西隅から北東に向かい、中央に幅 lmで深さ約20cmの 溝状の凹み

(S D03)を 伴う大畦畔 S C41042が 走行する。第 2水田の道路状遺構 S C38039040と 同様、この遺構

が北西側の微高地と南東側の低地の境界に位置する。 S C42盛土上部 と8～ 10cm比高差がある微高地側

は、 S C42付近から北もしくは北西に向かい緩やかに高まる地形である。一方、 S C41盛土上部と約20cm

比高差がある低地 (水田)側 は、 S C41と S C42′付近から南方に緩やかに傾斜する地形である。 SC

41042付近の微高地と低地では約15cmの 高低差がある。地形変換点に位置するS C41042042′ は、第 2

水田の道路状遺構とプランが一致しており、区画の踏襲が把握された。 S C41042042/は 、 S D03を は

さみ両側とも80～ 100cm幅で並走し、 S D04が位置するS C42中 央南西側のみ幅広となり半円形の形状を

呈する。 S C41042と も調査区中央部で途切れるが、 S C42の み S D09を挟み北東にのびる。 S C41042

とS D09の 交差地点には、低地側 (水田)か らのびる杭列畦畔 S A01が交差し、交差地′点に限定して芯材

の敷設が認められる。S A01と S C41の 芯材がT字状に交差する状況から、低地側は本来盛土が存在した

S A01を境界にS L5016と S L 5017の 2区画にわかれていたと推定される。

水口と水利形態 :畦畔が途切れた水回はS C42と S D09交差地点で 1箇所確認された。水田面は、 S D09

を媒介に微高地方向から取水し、傾斜に沿って南方に排水されている。水田域はS A01を境界に三分され

ており、 S D09か ら配水された水は、田面 S L 5017と S D03を通り南西調査区外の 2方向に水回しされて

いたと推定される。なお、 S L 5016の水回しは不明である。

水田層及び水田面の状況 三水田層は、上部に植物遺体、層全体に細粒砂を多量に含むオリーブ灰色砂質シ

ル ト層 (7a層)である。 7a層は10～ 17cmの厚さで調査区全域に堆積し、中央ベル トでは薄い砂層 (7

a-2層 )と 黒色を帯びるシルト層 (7a-3層 )が堆積する。水田面には明瞭な凹凸は認められない。

出土遺物 S A01よ り弥生Ⅲ期の甕 (207)、 弥生Ⅲ期 Pの甕 (324)、 S D03よ り弥生Ⅳ期・古墳 I期の高

不 (185)、 7b層 より弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (157)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (30203070308)、 弥生Ⅲ期の壺

(910287)が 出土した。なお、 7b層 として取り上げた遺物は、 7b層 を 8層上面まで下げた段階で出土

したものである。したがって、出土遺物のなかには 8層に帰属するものが含まれている可能性がある。 S

C41と 42か ら古墳H期 と思われる土器が出土しているが、遺存状況が悪く器種は不明である。石器で、 7

層より敲石、 7b層 より研磨痕がある礫 (74)が出土した。木製品はS C41芯材に大型加工材 (359)が

含まれていた。

水田の時期 畦畔と水田層出土土器は弥生Ⅲ期が主体であるが、S D03と S C410 S C42出 土土器からす

ると、古墳 I期～Ⅱ期に存在した水田と判断される。

大畦畔 (杭列)の構造

S A01(第 1600161図  P L51)
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3.青灰色シルト層 泥炭が多量に混入し、粘性、しまり弱い
4.青灰色砂質シルト層 泥炭、砂が混入
5。 オリーブ灰色砂質シルト層 上部に泥炭が多量に混入 (7a層 )
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第 5節 弥生時代の遺構

位置 三調査区中央部の低地側 (水田域)に位置する横木を伴う杭列畦畔である。第 2水田ではS C41042

と、第 3水田ではS C39と 接する。検出状況 三第 2水田検出時にすでに少量の横木が認められ、 トレンチ

断面で 7a層上面に杭頭部と横木材があることが確認された。また先行 トレンチ土層断面では、 7a層直

上に堆積するシル ト層から出土する芯材があることが半J明 した。芯材出土レベルから、第 3水田耕作時に

構築され、第 2水田まで継続使用された遺構と判断される。規模・形状・方向 三調査区南東から北西方向

に向かい走行 し、 S C41042と 交差する。横木材・杭の状況 :2～ 2。 5mに及ぶ横木材を重ね置き、横木

材両側もしくは先端に杭を打設して固定している。南西端など内部に細かな木材を横木材と同方向に充填

する箇所もあり、芯材敷設に粗密が認められる。中央部と南東側の 2箇所では、建築部材を置いた後に両

先端の柄穴に杭を打設して固定した状況がある。本址北西端の横木材は、 S C41盛土内部に入 り込み、盛

土内部の横木材と極めて近接もしくは交差してT字状をなしている。芯材を覆う盛土は遺存しないが、芯

材出土状況から本来盛土が存在した可能性が高く、本址とS C41は ほぼ同時に構築されたと判断される。

本址はS C41と 接続し、盛土がL字状をなしていたと判断され、水田域を区画する役割があったと考えら

れる。出土遺物 :本址北西側のS C41交差地点付近で土器が集中しており、時期判別可能なものでは弥生

Ⅲ期の甕 (207)、 弥生Ⅲ期 Pの甕 (324)があった。土器は 8層に近いレベルから出土しており、 8層 に

帰属するものもあると考えられる。横木材には横架材 (2670305)、 大型加工材 (16403550359)、 棒状

木製品 (340241)、 杭状木製品 (2210223)が含まれていた。なお、大型加工材 (359)は S C41に 帰属

するものである。弥生Ⅲ期の甕 (207)周 辺と南端より多量のモモが出土した。時期 三S C41と 同時に構

築された可能性が高いことから、本址は古墳 I期～Ⅱ期に存在したもので、杭の横木材の敷設と杭の打設

は第 2水田耕作時でも行われていたと判断される。

第 5節 弥生時代の遺構

第 4A調査面の遺構

(1)概要

第 4調査面は、 8C層 を景Jいだ 9a層上面である。調査区全域にわたる面的調査では、 9層水田 (畦

畔)と 土器集中のほかに、地形的に最も高まる調査区北東隅では 8層 に帰属し9層大畦畔 S C43を 切る井

戸址 (S K01～ 03)、 さらに 9層上面まで下げる段階で土器集中 (S Q01～ 20)が確認された。井戸址は

弥生Ⅲ期に属し、土器集中は弥生Ⅲ期を主体としたものである。 S C43は 8a層堆積前まで盛 り上がりが

遺存しており、 S K01002は大畦畔を意識して構築したものである。したがって、本報文では 8層に帰属

する遺構を4A調査面、 9層に帰属する遺構を4B調査面と便宜上分けて記述する。なお、畦畔は検出さ

れていないが、 8C層 からプラント・オパールが検出されているため、水田層と判断される。なお、 8a

層より弥生Ⅲ期の壺 (89)、 8層 より弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (1540155)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (299)、 敲石

(83)が出土している。

(2)井戸址

S K01(第 162図  P L52)

位置 三調査区北東隅、 3基存在する井戸址の中間地点に位置する。 9a層大畦畔 S C43を 切る。検出状

況 :8a層除去中に埋土最上層が確認され、 8C層 をやや下げた面でプランが確認された。本址は 8C層

一-313-一
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第 5節 弥生時代の遺構

に帰属し、 S K02003と掘 り込み面がやや異なる。規模・形状 :平面形は直径約300cmの円形に近い形状

を呈し、 S C43と 接する北側のみ内側に入り込み直線状をなす。断面形は 3段のテラス状をなし、検出面

から底部までは90～ 100cmを 測る。掘 り方は、最上部から約40cm下方まで緩やかに落ち、そこから垂直に

掘 り込まれている。中心部は直径約60cm、 深さ約30cmの規模でさらに掘 り込まれ、径約60cmで厚さ 5～ 10

cmの くり抜いた木枠が設置されている。木枠を設置した後は周囲が埋められ、本址は木枠最上部 と内側が

露出する姿で使用されている。埋土 三木枠外側の掘 り方には、粘土ブロックを多量に含む11層を基調とし

た青緑色砂質シル ト (6層 )が堆積する。人為的に埋めもどした土である。埋土は 5層 に分層され、木枠

内にはシル ト層 (5層 )が堆積する。木枠内は、下部が 8C層に酷似し腐食物もしくは炭化物を多く含む

粘性土、上部は細粒砂を多く混入する土で、若干土質が変化している。凹地状となった 5層上部には、 8

a層 と思われる粘土質シル ト (4層 )、 7b層基調の粘土質シル ト (1～ 3層 )が堆積する。出土遺物 :

埋土上層より、弥生Ⅲ期の壺 (7808501020106)、 弥生Ⅲ期後半の壺 (103)、 弥生Ⅲ・IV期の壺 (790

144)、 弥生Ⅲ期～古墳 I期の鉢 P(332)、 弥生Ⅳ期・古墳 I期の甕 (402)、 また木枠底部では、弥生Ⅲ期

の壺 (80090094)、 弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の高不 (169)な どが折り重なる状態で密集し、中位から上部に

かけて板状木製品とともに弥生Ⅲ期の壺 (107)、 弥生Ⅲ期の甕 (204)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (176)な ど

が集中して出土した。木枠内の土器はレベル差があるものの、基本的に丼戸廃棄時に投棄されたものと判

断される。時期 :本址は 8C層に帰属し、弥生Ⅲ期に属する。

S K02(第 163図  P L52)

位置 :調査区北東隅、 S K01の約13m西方に位置し、本址北側でS C43を切る。検出状況 三9a層上面精

査時に 8b層から掘 り込む本址が確認され、周囲に遺物が散布する状態であった。規模・形状 :平面形は

北方に張り出しをもつ楕円形を呈し、長辺370cm、 短辺320cm規模である。検出面から底部までは約115cm

を測る。本址は中心部分 と張り出し部に分かれ、前者は約270× 320mの円形を呈し、後者は約200× 100cm

規模を測る。断面形は張り出し部がテラス状の平坦となり、中心部が掘 り込まれる形状となっている。本

址は張り出し部テラス面まで緩やかで、中位から底部にかけて急傾斜の掘り方となっている。埋土 :本址

中心部の底部は砂を多量に含む土 (8層 )で、上部には泥炭層 (607層 )を挟み粘土質シル ト (405

層)が堆積する。 8層は本址廃棄時に一時的に埋められた土で、泥炭層の堆積から8層埋没後一時期滞水

状況があったと推定される。埋土上層 (10203層 )は水田土壌であり、埋没後に水田層が堆積したも

のと判断される。出土遺物 三埋土最上層から7層 にかけて多量の土器片と木片が出土した。 4層に含まれ

る土器が最も多く、完形に近い弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の甕 (227)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の鉢 (191)は 壁面寄 りで

投棄と思われる状態で出土した。また井戸中央部の 5～ 7層 より、弥生Ⅲ期後半の壺 (86)、 弥生Ⅲ・Ⅳ

期の高不 (174)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の壺 (73077)と 木片が出土し、木片には一木平鍬 (23)が含まれてい

た。時期 三本址は 8a層に帰属し、弥生Ⅲ期に属する。

S K03(第 164図  P L52)

位置 三調査区北東隅、 3基存在する井戸址のなかで最東部に位置する。検出状況 :9a層上面精査時に 8

a層から掘 り込む本址が検出された。 9層水田を切 る。規模・形状 :平面形は円形で、規模は直径

200～ 220cm、 検出面からの深さ約125cmを 測る。断面形はフラスコ状をなし、本址は中位まで緩やかに掘

り込まれ、下部はほぼ垂直に落ち込む。底部は直径約60cmで ほぼ平坦である。埋土 :中位まで黒色粘土

(9層 )が埋まり、凹地状となった箇所にシル トと粘土がレンズ状に堆積する。 4層 と8層は黒色炭化物

層である。 2次的な利用の痕跡とも理解される。遺物出土状況 :完形に近い土器が 8層 ～ 9層にかけて出

土した。中央部より弥生Ⅲ期の壺 (74)と 弥生Ⅲ期の壺 (71)が重なり合う状態で、壁面近接地点では弥

生Ⅲ期の壺 (70)が出土した。時期 :本址は 8a層に帰属し、弥生Ⅲ期に属する。
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第164図  E2地区第4A調査面S K03平面・断面図

(3)土器集中 (第1650166図  P L53)

7a層調査後、重機で掘削中に 7b層下位から8a層上位にかけて検出されたもので、特にまとまった

ものをSQと して扱った。SQには明確な掘 り込みはない。土器は破損が著しいものの、土器自体の遺存

状況は比較的良好で、破片の接合により本址は20個体以上の完形土器がある。周囲に焼土址などの遺構は

なく、土器以外の遺物の出土は見られない。 SQの大半は、下層 (9a層)の東西大畦畔S C48が位置す

る微高地縁辺に分布しており、①ブロック (調査区中央部)の S Q01002、 ②ブロック (調査区中央部南

側)の S Q03～ 09、 ③ブロック (調査区南西側)の S Q10～ 18、 ④ブロック (調査区南西隅)の S Q190

20、 以上 4箇所にまとまる傾向がある。特に②は下層遺構 S C48052054が近接する地′点に密集する。④

ブロックのみ低地に位置する。土器を被覆している土は自然堆積層 (8層 )であるが、土器の摩滅はほと

んどなく大半のものが接合するようなまとまった状態を示すことから、意図的に投棄もしくはその場で使

用され破損したものと判断される。 SQの時期は、弥生Ⅲ期を主体としている。一部にはⅣ期に属すると

思われるものもあり、若干時間差が存在している。

S Q01(第 1650166図 )

①ブロックに位置しS Q02と は lm間隔で近接する。長軸70cm、 短軸45cmの範囲に土器片が密集するも

ので、弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (187)、 弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の甕 (206)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (212)、 弥生Ⅲ・

Ⅳ期の壺または鉢 (145)の 4個体の土器が含まれていた。

S Q02(第 1650166図  P L53)

S Q01西側に近接する。約70cmの範囲に一個体の土器が横位でつぶれたもので、上面の土器はかなり破

損し小破片となっている。弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の壺 (104)である。
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第5節 弥生時代の遺構

S Q03(第 165図 )

②ブロックのほぼ中央部に位置する。弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (210)の 口縁部から頸部がつぶれた状態で出

土した。胴音ると底部はない。

S Q04(第 1650166図  P L53)

②ブロックのなかで最も西側に位置する。土器片は70cmの範囲に分布し、横位を示す弥生Ⅲ期後半・Ⅳ

期の壺 (96)がつぶれた状態で出土したものである。胴上半部と下半分部は接合しないが、出土状況が酷

似していることから、同一イ団体と判断される。

S Q05(第 1650166図 )

S Q04北側に近接し、弥生Ⅲ期の壺 (109)がつぶれた状態で出土したものである。

S Q06(第 165・ 166図  P L53)

②ブロックのS Q03約 3m北側に位置する。口縁部を欠く弥生Ⅲ期の壺 (99)が西方に頸部を向けつぶ

れた状態で出土したものである。

S Q07(第 1650166図  P L53)

②ブロックの S Q08北東側に位置する。120× 75cmの範囲に広がる土器集中で、約20cmの空白域を挟

み、弥生IV期の壺 (112)の 口縁部～胴部と胴部～底部が分かれて 2箇所で密集する状態である。胴下半

部を欠くため、両者は接合しないが、同一個体 と認識される。

S Q08(第 165図 )

②ブロック、 S Q07の lm南側に近接する。口縁部と底部を欠く弥生IV期の壺 (111)が、40～ 50cmの

範囲に集中するものである。

S Q09(第 165図 )

②ブロックのなかの S Q08南佃]に位置する。弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の甕 (216)が横位でつぶれた状態で

出土したもので、土器上面は削られ遺存しない。

S Q10(第 1650166図  P L53)

③ブロックのなかで最も北側に位置する。口縁を南西に向けた弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の壺 (110)が横位

の状態でつぶれたものである。土器上面は遺存しないものの、下面は頸部から底部まで残る。土器集中の

なかで、最も遺存状況が良好である。

S Qll(第 1650166図  P L53)

③ブロックのなかで最も東側に位置する。出土状況から、正位に置かれた弥生Ⅲ期後半の壺 (100)が、

胴部付近で折れ北方に口縁部を向けた状態でつぶれたものである。 S Q10同様土器下面を中心に遺存す

る。

S Q12(第 165図 )

③ブロックのなかで最 も西側に位置し、弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (166)の 破片が約 3片出土したものであ

る。

S Q13(第 165図 )

S Q17と 近接し③ブロックのなかで最も南側に位置する。弥生Ⅲ・Ⅳ期の壺の胴下半部と甕の胴部の数

点の破片が出土した程度である。

S Q14(第 1650166図 )

③ブロックほぼ中央部に位置し、S Qllと 18の中間地点に位置する。土器出土状況から、弥生Ⅲ期後半

の壺 (101)が横位の状態でつぶれたものと判断される。

S Q15(第 1650166図  P L53)
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第 5節 弥生時代の遺構

③ブロックの S Q13と 18に挟まれた地点に位置する。弥生Ⅲ期の壺 (108)と 弥生Ⅲ・Ⅳ期の鉢 (189)

の破片が約80× 100cmの 範囲に重なり密集するものである。器形をほとんど残さないが、横位の状態でつ

ぶれて破片となったものと推定される。

S Q16(第 1650166図  P L53)

③ブロックに位置し、 S Q14北側に近接する。弥生Ⅲ・Ⅳ期の壺 (97)の破片が160× 110cmの範囲に集

中するものである。

S Q17(第 165図 )

③ブロックに位置し、 S Q13西側に近接する。底部を欠く弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (217)が横位の状態でつ

ぶれたものである。

S Q18(第 1650166図 )

土器集中が密集する③ブロックの中央部に位置する。約120× 140cmの範囲に弥生Ⅲ期の壺 (105)がつ

ぶれて破片が重なり密集するもので、出土状況から、横位の状態でつぶれたものと推定される。なお、獣

骨 (馬)が出土している。詳細な出土状況は不明で、上層から入り込んだものの可能性もある。

S Q19(第 1650166図 )

④ブロックに位置し、 S Q20と 近接する。約80× 140cmの範囲に土器片が散布するもので、中央部で重

なり密集する状況がある。本址には弥生Ⅲ期の高不、弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (232)、 弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不

(177)、 弥生Ⅲ期後半・Ⅳ期の高不、弥生Ⅲ・IV期の高不、弥生Ⅲ・Ⅳ期の高不もしくは壺の 5個体の土

器が含まれており、高不出土頻度の高さはほかの土器集中と様相を異にする。

S Q20(第 1650166図 )

④ブロックの S Q19北西方向に位置する。中央部で土器が密集し、約70× 90cmの範囲に土器片が散布す

るものである。中央部の土器は、横位になった弥生Ⅲ期後半の壺 (98)がつぶれたもので、南西側には弥

生Ⅲ・Ⅳ期の高不 (168)が分布する。本址には弥生Ⅲ・Ⅳ期の甕 (215)も あり、 3個体の土器が含まれ

ている。

第 4B調査面の遺構

(1)概要

本調査面は、第 4A調査面と同じ9a層上面である。調査区全域にわたる面的調査では、東西方向に並

走する幅広の大畦畔と主軸な異なる畦畔とで構成されている様相が捉えられた。 9層 に帰属する畦畔は、

調査区南西隅の埋没畦畔 (S C57059～ 62)が耕作土である9a層、以北の連続耕作状況下の畦畔は母材

層 (9b層)が高まるもので、検出畦畔は厳密な意味で同時に構築されたものではない。構築段階に差異

があり、その差異が土地利用の差もしくは主軸のずれに反映したものと考えられる。

9a層 と9b層からは多量なプラント・オパールが検出されており、両層が水田として利用されたこと

は間違いない。なお、地形的に最も高まる調査区北東では、大畦畔 S C43を切る8層 に伴う3基の井戸址

と、南北小畦畔を切 りS C43北側に並走るS D06が検出された (第 4A調査面として報告)。 S D06は 土

層断面からすると、水田廃棄後の 8C層堆積直前に掘削された溝と判断される。

(2)第 4水田 (9層水田)(第 167図・付図17 P L52)

被覆層の堆積状況 調査区南西隅一角とそれ以外とで被覆層が異なる。S C53と 57の中間地点がその境界
に相当すると考えられる。調査区内で最も低い前者の水田面は、砂層 (8d層 )が被覆し埋没水田の様相

をなす。一方、北東方向 (春山B遺跡)に高まる後者の水田面は、砂質シルト層 (8C層)が堆積する。

一-321-一



第11章  E2地 区

〇
〇
∞
。
Ｏ
∞
∞
‐
引

署

ｏ弾

刊

日
ｏ
∞

日

∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
寸

一　
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

０
∞

０
∞

引
禦
Ｊ
翠
畔
゛
■
く
暉

〉
ふ
装
女
ぶ
ざ
べ
Ъ
燃
女
響
盤

．
∞

引
埋
盤
製
Ъ
鵜
伸
綱
翠

．
∞

せ

′Ｈ
四
£
　
ム
ミ
ハ
Ｊ
К
雷

．
Ｈ

引
郎
８
∩
∽

”
Ｏ
Ｈ

く
|

第167図 E2地 区第 4水田 (9a09b層 )全体図・土層図

ヽ
ｒへ
　
」

命

＼
ゝイ

昔
Ｊ
幽
ｇ

ゝ
金

θ

（〇〇〇
¨
Ｈ
）

（〇
〇〇
洲^
一
洲
）‘ヘ

一-322-一
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第168図 E2地区第 4水田畦畔S C46047048断 面図

ここでは 8C層下面が水田面まで及び、連続耕作状況を示す。

遺構の検出状況 砂層被覆が堆積する調査区南西隅では、 9a層が高まる小畦畔 (S C57～ 62)と 水田面

が良好な状態で検出された。水田面には、足跡と思われる凹みが無数分布した。一方、 S C57以北の砂層

被覆範囲外では、 8C層 を争Jいだ 9a層上面で 9b層が高まる畦畔 (大畦畔・小畦畔)が検出された。中

央ベル ト土層断面によると、 9b層大畦畔 S C46直上に 9a層の堆積はなく、 9a層は大畦畔両側に薄く

堆積する状況が認められた (第 168図 )。 大畦畔は 9a層耕作時まで継続使用されているものの、小畦畔は

継続しないことが確認された。なお、 9a層 を景Jいだ 9b層上面で土器集中S Q101～ 103が検出された。

遺構の構造 水田区画と傾斜 :9層畦畔は 9a層の高まりと9b層の高まりに分けられ、後者は 9a層 ま

で継続するものと継続しないものがある。 9b層段階と9a層段階で水田構造が異なるため、ここでは各

段階ごとに水田区画を記すこととする (第 167図右参照)。

9b層段階は、東西畦畔 S C430 440 460480 54と 南北畦畔S C510 52053と で区画され、 S C48の 南

側には不整形な自然地形の高まりが残る。畦畔の規模は、東西畦畔と南北畦畔とで明瞭な差が認められ

る。東西方向の畦畔は、幅110～ 150cmで大畦畔規模をもつ S C430 440 48054と 幅60cm前後のS C46がや

や蛇行しつつ 8～ 32m間隔で並走している。水田面の地形は、 S C48付近から北方 (春山B遺跡)方向に

緩やかに高まり、 S C43北東側が最も高まる。大畦畔と水田面とは約12cmの比高差がある。形状 と間隔は

B′    C
339。 900

C′

339。 900

一-323-一



第11章  E2地区

かなり不規則であるが、規模的に東西大畦畔が水田区画の基準となっていたものと判断され、東西大畦畔

が傾斜に直交する状況は、自然地形を利用した水田造成であったことを示している。なお、本水田は大畦

畔とともにS C48南側に残した水田層の不整形な高まり (S C55056)も 利用して区画していることが特

徴である。一方、幅60cm前後の南北畦畔は、大畦畔で囲まれた内部に大畦畔と平行もしくは直交する状態

で展開する。連続耕作の関係で、畦畔検出範囲は比較的大畦畔交差地′点周辺に限定されるが、本来は東西

大畦畔と接続して一辺 6～ 1l mの方形の水田面を形成していたものと判断される。

9a層段階は、前段階で区画の基準となった大畦畔S C43・ 44046048054が継続使用されている。地

形的に高まる箇所では、これら畦畔が東西方向に 8～ 17m間隔で並走し東西に細長い水田区画を形成す

る。 9b層 の小畦畔は 9a層で埋没しているため、大畦畔内部は細分されていない可能性が高い。さら

に、調査区南西隅の最も低い箇所に 9a層が高まる畦畔が新設されている。この畦畔は、被覆砂層直下で

検出されたS C57059～ 62が該当し、これら畦畔により小区画水田がつ くられている。確認された水田面

は 6区画で、畦畔が四周する水田面 S L5018は長辺約120cm、 短辺約100cm規模を示す。本水田の基本的な

規模と理解される。本段階は、地形的に高まる箇所の大畦畔と最も低い箇所につくられた新設月ヽ畦畔とに

より区画と主軸がかなり異なる水田が並存する′点が特徴である。 9a層水田と第 203水 田の区画を比較

すると、調査区南西隅から直線的にのびる畦畔が途中で東方に屈曲する共通点が見い出せる。したがっ

て、 9a層水田に見られる70～ 80°のずれは、自然地形と構築段階の差異に起因したものと理解できよう。

水口と水利形態 :畦畔が途切れた水回は 9b層段階で S C480 520 530 54近 接地点、 9a層段階でSC

48054近接地′点で確認された。両者が同一地′点であることから水口敷設位置の踏襲が考えられ、水田面の

傾斜によると、北東側の水田面から田越し灌漑で最も低まる南西に配水されていたと判断される。調査区

北方 (春山B遺跡)に は微高地が広がり、集落域が展開する。したがって、本水田は保科川から分岐し調

査区南方の山裾に存在が想定される水路から取水し、東から西方へ水回しがなされ、最終的に千曲川方向

にリト水されていたと推定される。

水田層及び水田面の状況 :砂層に被覆された水田面では、足跡と思われる凹凸が無数確認された。耕作な

どにより水田面全域を歩いたものと推定されるが、明確な歩行列は不明である。水田層は、暗オリーブ灰

色シル ト質粘土の耕作土 (9a層 )と 灰色シル ト質粘土の母材層 (9b層 )と で構成されてお り、耕作

土・母材層とも各々 5～ 10cmの厚さで調査区全域に堆積する。調査区北側で母材層が、調査区南側で耕作

土が厚 くなる傾向がある。耕作土は上面と下面の凹凸が著しく、部分的に砂が混入する層である。母材層

は耕作土より粘性が強く炭化物を含む土である。

出土遺物 S C48南側の低地部の 9b層上面で、土器集中が 3箇所 (S Q101～ 103)確認された。SQ

101は弥生Ⅲ期の壺、 S Q102は 弥生Ⅲ期の壺 (67)、 S Q 103は弥生Ⅲ期の壺 (82)である。S Q101 0 103

は同一個体の土器が割れて一定範囲に広がったもので、 S Q 102は 口縁部を欠く一個体の土器が部分的に

土圧などで害1れた状況で出土した。また、 9a層水田面より弥生Ⅱ期後半・Ⅲ期前半の甕 (198)、 弥生Ⅱ

期の甕 (280)、 弥生H期・Ⅲ期前半の甕 (2820283)、 S Q 102と 同一個体と思われる弥生Ⅲ・IV期の甕が

出土した。なお、 9b層からは10層 出土土器と接合した弥生Ⅱ期の甕 (56)が出土しており、 9b層の耕

作で巻き上げられたものと推定される。石器は、 9a水田層より敲石 (80081)、 刃器 (49)、 礫石器、 9

b層 より石核 Pが出土した。なお、木製品では調査区ほぼ中央部の水田面から赤色塗彩の盾 (66)が出土

している。

水田の時期 9a層 と9b層 出土土器からすると、弥生Ⅲ期に存在した水田と捉えられ、該期に低地部の

調査区南西端は洪水で埋没したものと判断される。弥生Ⅱ期の遺物は、10層上面で検出された溝または10

層に含まれていたものが耕作で巻き上げられたものと推定され、本水田の耕作開始が弥生Ⅱ期まで遡らな
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い可能性が高い。

大畦畔の構造

S C43(第 167図 )

位置 :水田域でも最も標高が高い調査区北東隅に位置し、井戸址 S K01002に切られる。検出状況 :8C

層を景Jいだ段階で高まりが確認され、 9a層上面で 9b層が高まる本址を検出した。盛土は 9a層水田面

より約10cmの 比高差がある。 トレンチ土層断面では、 9b層が立ち上がる本址が 9a層耕作段階まで機能

していたことが判明した (第 167図 )。 規模・形状・方向 :幅140cm規模をもち本水田畦畔のなかで最 も幅

広の大畦畔である。方向はN-78°一Wで、南方の大畦畔 S C44048と並走して東西に細長い水田区画を形

成しており、本址はその規模から東西大畦畔の区画の基準となっていたと判断される。第 4水田の水田区

画形成は、地形的に最も高まる箇所に本址を構築することから開始されたと推測される。出土遺物 :特に

ない。

S C48・ 53(第 1670168図 )

位置 三調査区中央南側に位置するL字状の大畦畔である。検出状況 :S C43と 同様である。規模・形状・

方向 :S C48はやや蛇行傾向で東西方向に走行し、南西側で直角に屈曲する形状である。屈曲点以南が S

C53である。幅は100～ 140cmである。 S C48北東側が幅広で、 S C53がやや狭小となる。 S C48がやや湾

曲する箇所の南側には、水田層を削り残したと推定される不整形な高まりが認められる。 S C48053接 続

地点は、 S C52054が近接し4条の畦畔が交差する状況をなすが、畦畔は途切れており接続しない。 SC

52両側水田面の水を南西方向に流す水口と判断される。出土遺物 :特にない。

(3)溝

S D06(第 167図 )

位置 三調査区北東隅に位置しS C43と 並走する。南北畦畔 S C63、 64、 65を切る。検出状況 :プランは 9

a層上面で検出された。規模・形状・方向 三幅40～ 50cmで、15～ 18cmの深さをもつ溝で、 S C43の 4m北

側を並走し中央部で 2条に分岐する。分岐地′点以東は狭小となる。外周 トレンチ土層断面で、 9a層水田

が廃棄された後、 8C層堆積直前に掘削された遺構であると判断され、底部の標高から西側から中央で分

岐し東方に流れていたと解釈される。埋土 :底部に砂が埋まり、上部に 8C層が覆う。遺物出土状況 :特

にない。時期 :掘 り込み面と8層 出土土器から、第 4水田が廃絶した直後 (弥生Ⅲ期以降)に掘削された

ものと判断される。

第 5調査面の遺構

(1)概要

9b層下の10b層上面で、最も微高地状に高まる調査区北東側から7条の溝が検出された。出土土器か

ら弥生Ⅱ期に掘削されたもので、溝と続きは東側に接する春山B遺跡でも検出されている。畦畔は検出さ

れていない。10b層は調査区全域に堆積しており、プラント・オパールが微量ながら検出されている。し

1「濃1:「 1色[[彙igil:]I彗『 :il ttli:111二 暫ξ[行書11,11尋 重Ji菅言:1

(2)溝

S D10・ 11・ 12・ 13・ 14・ 15・ 16(第 169図・付図17)

位置 :E2地 区北東隅に位置する。面的調査範囲が狭 く調査区全体の傾斜は不明であるが、南側外周 トレ
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10層出土土器

o        (1:400) 20m

第169図 E2地区第 5調査面 (10層)全体図

ンチ土層断面によると、溝検出付近が最 も高 く、南西方向に緩やかに傾斜する地形であったと判断され

る。検出状況 :泥炭を多量に含む10a層 を掘 り下げ、10b層上面で検出された。規模・形状 三7条の溝

は、傾斜に平行する南北溝 S D120 130 140 16と 直交する東西溝 S D10011015と に分かれる。規模は

60～ 150cm幅で、深さ10～ 20cmを 測る。南北溝は不規則に走り、幅も一定でなく場所により異なる反面、

東西溝は規模が一定しほぼ直線的に走る。この状況と溝底部の標高から、南北溝は山裾側の調査区南端か

ら北方に、東西溝は南北溝との合流地点から西方に流れていたと判断される。なお、 S D10は 9層大畦畔

S C48直下に位置しており、水田区画と関係する可能性がある。埋土 :溝には黒褐色から暗灰色のシル ト

層が埋まっていた。出土遺物 :溝より弥生Ⅱ期の壺 (133)、 10b層 より弥生Ⅱ期の壺 (56)と 刃器が出土

した。弥生Ⅱ期の壺は、同一個体が 9b層からも出土しており、耕作時に巻き上げられたものと推定され

る。時期 :7条 とも弥生Ⅱ期に掘削されたものである。
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第 6節 小 結

第 6節 小 結

本節では各水田の時期 と構造等を列記することで、本地区での水田区画 (土地利用)の変遷をうかがう

こととする。

第 5調査面では、地形が最も高まる地点で弥生Ⅱ期の溝が見つかっている。溝はかなり不規則に走行す

る傾向があり、周辺で畦畔は検出されていない。10b層からのプラント・オパール検出量は微細で、10層

では水田稲作が行われていなかった可能性が高い。

第 4A調査面は、 9a層上面で見うかった 8層掘 り込みの遺構を示す。地形的に最も高まる箇所に丼戸
址と溝址が構築され、微高地縁辺に約20基の土器集中が分布する様相である。

第 4B調査面 (第 4水田)は、弥生Ⅲ期に埋没した水田で、水田層は耕作土 (9a層 )と 母材層 (9b

層)と で構成されている。 9b層段階は微高地部分を水田域としたものが、 9a層段階には低地部分も水
田化し、調査区全域が水田域となっている。低地部分の水田が洪水砂 (8d層)で埋没しており、水田面

には無数の足跡が残っていた。

第 3調査面 (第 3水田)は、古墳 I～ Ⅱ期に存在した水田である。第 2水田道路状遺構直下に大畦畔が

存在し、大畦畔を境に微高地と低地とに分かれている様相は、第 2水田と酷似する。水田域は大畦畔と杭

列畦畔とで細分されている。

第 2調査面 (第 2水田)は、古墳Ⅱ期に存在した水田である。調査区内で春山B遺跡に続く微高地と低

地 (水田域)が見られ、両者の境界に不整形な道路状遺構が走る特徴を示す。道路状遺構が第 3水田大畦

畔直上に構築されていることから、第 3水田の土地区画を踏襲したものである。道路状遺構盛土より完形

の珠文鏡が出土している。

第 1調査面 (第 1水田)は、近世18世紀に洪水砂で埋没した水田である。出土土器から、千曲川とその

支流などが氾濫した「成の満水」で埋没した可能性が高い。南北坪境近接地点かや水路を伴う大畦畔が確

認され、水田面では南北畦畔間を東西に歩いた複数の歩行列と稲株が検出され、田植え直後頃に埋まった

と判断される。

註

1 自居直之 1999 Rl)近世埋没水田址」 (『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書11-長野市内その 9-春山遺跡・春山B遺
跡』)

2 農山漁村文化協会 1983『農業図絵』日本農業全集26
3 国書干J行会 1983『上高井誌』歴史編。長野市誌編さん委員会 1997「第18章 川田」『長野市誌』第 8巻 旧市町村史編
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遺跡遠景 1

川田条里周辺の地形

(S22年 11月 撮影 )

川田条里周辺の地形

(S40年撮影 )
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PL2 遺跡遠景 2

川田条里周辺の地形

(H10年撮影 )
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遺跡遠景 3

調査区遠景

(H2年 撮影 )
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